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　　　序章　左さ遷せん騎き士しとオガクズ







　Ｂランクの災害級魔ま物ものが辺境の牧場町に襲しゆう来らいして早一週間と数日。

　奇き跡せき的に少ない被ひ害がいに抑え、早くも日常を取り戻もどした牧場町。

　そんな牧場町の外れにある牧場で、俺は仕事をしていた。

「流石さすがに、一週間近く寝ね込こんでいたからな。しっかり働かないとな」

　俺は、そう言って、ピュアスライムの浄じよう水すい装置に井い戸ど水みずを汲くんで運んでいた。

　全治三ヶ月の大おお怪け我がを【頑がん健けん】の加護の力によって一週間で治した俺は、その間、滞とどこおっていた牧場仕事を一気に手伝う。

「コータスさん、そんなに急いでやらなくて良いですよ」

「だが、俺の看病もしていたんだ。レスカは、少し休んだ方がいい」

「確かに一週間できなかった仕事や管理を確かめる必要がありますし……お任せしていいですか？」

「ああ、任された」

　素す直なおにレスカから仕事を任された俺は、張り切って働く。

　俺は、ピュアスライムの浄水装置への水の運うん搬ぱんをすぐに終え、次の仕事はリスティーブルの牛舎の掃そう除じとリスティーブルの餌えさの干し草や濃のう厚こう飼料などを準備することだ。

　その間、レスカは、オルトロスのペロとリスティーブルを連れて、町の共有地の牧草地に向かう。

　魔の森と牧場町の間にある牧草地でリスティーブルに牧草を食べさせている間に、仕事を進める。

　糞ふん尿にようの混ざった敷しき材ざいのオガクズを糞尿と一いつ緒しよに排はい水すい溝こうに押し込むように投げ捨てた後、牛舎の清せい掃そうを行う。

　清掃のために水を撒まき、デッキブラシで何度も擦こすって汚よごれを落とし、汚お物ぶつやオガクズに続き、汚水も排水溝に流し込む。

　そして、牛舎内部が綺き麗れいになり、風通しを良くして水気が飛ぶのを待ちながら思い出す。

　俺が左遷前に所属していた騎士団についてのことだ。

「あいつら、元気にやっているかな」

　ポツリと呟つぶやくあいつらとは、決して同どう僚りようの騎士のことではなく、俺が世話した騎き馬ばたちのことだ。

　そんな騎馬の世話は、俺みたいな新人騎士や下したっ端ぱの騎士に押し付けられることが多い仕事だった。

　馬の糞の処理などが中心であり、誰だれもやりたがらないために目の仇かたきにされていた俺に押し付けられることが多かった。

　煩わずらわしい人間関係を考える必要がなく、一人で黙もく々もくと作業するあの仕事は好きだった。

　なにより、軍馬として慣らされた馬たちは、俺の目付きの悪さにも怯おびえない良い子たちだった。

　そんな騎馬の世話を頻ひん繁ぱんに行っていたために、この牧場の仕事に忌き避ひ感はない。

　そして、牛舎が乾かわいたところで俺は久しぶりに、牛舎に敷しくオガクズの置き場を開けるのだが……

「……少ないな。後でレスカに聞いてみるか」

　俺は、リスティーブルの寝ね床どこに使う敷材を確かく認にんしたがかなり減っている。

　流石に一週間、俺の看病と並行していたために、毎日消しよう耗もうするものの補ほ充じゆうが十分にできていなかったのかもしれない。

「コータスさん、終わりましたか？」

　ちょうどレスカが平原から戻って来たので、聞いてみることにする。

「レスカ。牛舎に敷くオガクズが少ないんだが、どうする？」

「あっ!?　そうでした。日々の仕事で手て一いつ杯ぱいで忘れてました。全然、買いに行ってませんでした」

「他ほかにも足りないものがあるんじゃないか？」

「はい、そうですね。そうだと思います」

　自分の至らなさに眉まゆを下げているレスカだが、すぐに前向きに戻る。

「とりあえず、まだ敷材を敷いていないなら手伝います。その後で足りないものを確認しましょう」

「そうだな。そうするか」

　リスティーブルは、しばらく牧場の敷地内に放し、俺とレスカは手分けして残りの仕事を行う。

　牧場の敷地内でのんびりと過ごすリスティーブルだが、今日も寝床が綺麗に保たれているのを見て、満足そうに尻尾しつぽを揺ゆらし、ゆったりと歩いてストレスを発散している。

「それで、レスカ。足りないものは他に何があるんだ？」

　俺とレスカは、一通りの牧場仕事を終えた後、消耗品の状じよう況きようを確認する。

　そして今、朝食の席で向かい合って話し合っている。

「朝にコータスさんがピュアスライムの浄水装置に水を入れてくれたので、そっちはいいんですけど、リスティーブルの餌と敷材が足りないんです」

「それは、どれくらい足りないんだ？」

　俺は、リスティーブルへの餌が足りずに暴れ出す可能性を考えて、自然と眉み間けんに皺しわが寄るが、レスカは朝食のパンを握にぎり締しめたまま、パタパタと手を振ふって俺の考えを否定する。

「その、今すぐになくなる、って程ほどじゃありませんし、牧場町なので、すぐに餌は調達できます。でも、その量が……」

「量？」

「はい。リスティーブルの一日に食べる餌の量なんですけど……」

　そう言ったレスカの次の言葉に、俺は、驚おどろきから小さく口を開けてしまう。

「青い牧草で60キロ、干し草に換かん算さんすると15キロです。大たい抵てい、濃厚飼料と合わせると平均30キロの餌を食べるんです」

「30キロ……」

　それを一週間分用意すると考えると、２００キロを超こえる。

　確かに一度に集めるのは大変だ。

「でも助かっているんですよ。コータスさんがピュアスライムの浄水装置を毎日満まん杯ぱいにしてくれるお陰で楽しているんです。リスティーブルは、一日に80リットルもお水を飲むんですから」

　そんなに飲むのか、と更さらに驚く。

　毎日、汲んで来る井戸水の量で確かめると、バケツ10杯ぱい分、約１００リットルは、消費していた。

　俺は、バケツ二つを持って往復５回で済ませているが、レスカ一人だけの頃ころは大変だっただろうと考える。

「それで今日は、どうする？」

「濃厚飼料は、注文すれば届けてくれますので、干し草を購こう入にゆうした後で、オガクズの注文をしましょうか。オガクズは木材所で生産されるので敷材用に用意して貰もらいましょう」

　色々と準備に金が掛かかるなぁ、と俺は今日も彩いろどり豊かな朝食の席を眺めながら思っているとふと思い至る。

　それらリスティーブルの飼育に関かかわる金は、何ど処こから出ているんだ？

　レスカは、自分で使う分のリスティーブルのミルク以外は、多少は牧場町に流通させているが、それでも一いつ般ぱん家庭で買えるくらいの値段だ。

　更に、コマタンゴの出荷やピュアスライムの浄化水の配達、育てた動く野菜などの販はん売ばいなども細々とやっているが、それほど大きな収入では無かったはずだ。

　じゃあ、どこにそんな金があるんだ、まさか、この牧場は赤字経営ではないのか、と目の前で美お味いしそうにご飯を食べるレスカを見ていると不安になって来る。

「……なぁ、レスカ。お金は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ふぇっ？　お金ですか？」

「ああ、そんなに濃厚飼料や敷材とかを買って、経営大丈夫か？」

「コータスさん、失礼ですよ！　私の牧場は、健全な黒字経営です！」

　頰ほおを膨ふくらませて、怒おこるレスカだが、迫はく力りよくはない。

　それに俺にとっては、その主要な収入源が分からない。

「だけど、リスティーブルのミルクやコマタンゴ、ピュアスライムの浄化水だけじゃ、それほど大きなお金にはならないんじゃないのか？」

「確かに、それらは余り牧場経営上のウェイトは大きくないです。私の牧場だと一番大きいのが堆たい肥ひです」

「堆肥？」

「リスティーブルが毎日排はい泄せつする糞尿を発はつ酵こうさせた牛ぎゆう糞ふん堆肥ですよ。だいたい半年かけて搔かき混ぜたりして発酵させたものです」

　俺たちが毎日牛舎を掃除して、排水溝に落としていく糞尿が堆肥になる。

　排水溝に落とした後のことを考えていなかったが、その先で処理されて堆肥になっていたことをこの場で初めて知った。

「ちなみに、それっていくらなんだ？」

「えっと牛糞堆肥は、１キロ銅貨２枚くらいですね」

「そうか。銅貨２枚……」

　俺のような左遷された新米騎士の月給が銀貨20枚だ。年間で銀貨２４０枚。

　銅貨１００枚で銀貨１枚のレートを考えれば、それほどでもない。

　銅貨２枚は、子どものおやつが買えるくらいの安さだ……と考えて、一日のリスティーブルの食事量を思い出す。

　一日約30キロを食べ、80キロの水を飲むリスティーブル。

　何い時つも、排水溝に押し出す糞尿の重さを思い出し、堆肥の値段ではなくどれくらい生産できるのか、と思い至る。

「レスカ。リスティーブルの排泄量ってどれくらいだ？」

　正直、食事の席での話ではないが、俺もレスカも気にしないために、はっきりと尋たずねる。

　そして、レスカは、ちょうど食べていたベーコンエッグをリスティーブルのホットミルクで流し込み、立ち上がる。

「それなら、叔お父じの本の中にその調査記録があったはずですよ」

　そう言って、食事中だが、バタバタと書しよ斎さいの方へと走って行き、一冊の本を持って戻もどって来た。

　それは畜ちく産さん魔ま物ものの様々な農業の情報を統計的に纏まとめたものであり、リスティーブルではなく乳牛魔物全ぜん般ぱんの排泄量の情報だ。

「えっと、乳牛魔物の年間の排泄量は一頭平均、約２万２０００キロですね。ただ、堆肥にする場合、敷材のオガクズの重量や水分などの分量が変わるので１万６０００キロくらいでしょうか」

　俺は、レスカの話を聞きながら、１万６０００キロの堆肥について考える。

　１万６０００キロの堆肥をレスカの言った値段で売ると銅貨３万２０００枚。銀貨で３２０枚だ。

　俺の新米騎士としての年収が銀貨２４０枚だとすると、俺はレスカよりも稼かせぎが悪いことになる。

「お、俺は、負けたのか」

「そ、そんなことないですよ！」

　むしろ、リスティーブルの糞尿にすら負けたような気がする。

　言いようのない衝しよう撃げきを受けた俺は、レスカに励はげまされながら、朝食を食べ終える。

　そして、少しだけ落ち込んだ気分を持ち直した俺は、レスカと共に干し草とオガクズを購入しに出かけるのだった。




　　　●




　リスティーブルの餌えさを持ち帰るためのリアカーを引きながら、レスカの案内で牧場町のとある一角を訪おとずれていた。

「コータスさん。リスティーブルの餌は、二種類に分けられているのは分かってますか？」

「ああ、牧草とあとは麦やトウモロコシなんかを混ぜたものを餌にやってるのは分かる」

　牛舎の掃そう除じの手伝いなどでそうした食べ零こぼしなどを見つけたことが多々あるためにすぐに分かった。

「はい。牧草や干し草などを粗そ飼し料りよう。飼料作物を混ぜたものを濃のう厚こう飼料って言うんです。今回は、牧場で足りない干し草の方を買いに行きます」

「干し草って牧草だろ？　その辺りの平原に生えているのじゃダメなのか？」

「あそこは、牧場町の共同牧草地なので畜産魔物の運動中に少し食べさせたりするなら問題ないんですけど、自分本位な使い方をすると注意を受けますよ」

　そう言って、だからみんなで正しく使いましょうね、と俺に同意を求めてくるために頷うなずく。この辺は、牧場町特有のルールという物なのだろう。

「今回、購入する干し草は、【荒こう野やのクローバー】の予定なんです。あれは安くて、大量に手に入りますから」

「荒野のクローバー？」

　クローバーというと野原に生える植物だと知っているが、荒野は、植物が育ちにくい環かん境きようだ。

　それに牧場町周辺には、荒野は存在しない。

　その二つの単語がどうしても俺の頭の中で嚙かみ合わずに首を傾かしげていると、俺の疑問に気が付いたレスカが補足してくれる。

「えっと、【荒野のクローバー】って言うのは、実際のクローバーではなくて、通つう称しようなんです。本当は、クローバーに似た魔草の一種なんです」

「魔草？」

　魔草、それは、特定の条件が揃そろった場所で驚きよう異い的な速さで生長する植物の一種だ。

　冒ぼう険けん者の採取依い頼らいには、薬草の採取が常時依頼として張り出されている。

　その理由は、薬草も魔草の一種であり、採取した翌日に何事もなかったかのように生え替かわっているのだ。

「私は、薬草の専門家じゃないので分かりませんが、魔草の中で薬効がある種類が薬草と認にん知ちされていますが、【荒野のクローバー】は、荒野でも育ちクローバーに似た高い栄養価を持つ牧草なんです」

　その代わり、薬草としての薬効はありませんけどね。と俺はレスカの説明を聞きながら、干し草を売っている場所までやってくる。

　そこには、巨きよ大だいなガラスハウスがあり、その内側では、青々と茂しげるクローバーを草くさ刈かり鎌がまで刈り取り、熊くま手でを使って畝うねを作るように搔き集め、それを大きな魔道具で一列の草を乾燥してロール状に集めて形作り子どもたちに運ばせている。

　家族経営なのだろう。慣れた一連の動作を目で追っていく、大きな風通しの良さそうな建物があり、その中には、ロール状の荒野のクローバーの干し草が積み上がっていた。

「これは壮そう観かんだな」

「そうですね。このロール状の干し草は相当圧縮しているので、大体50キロ以上ありますよ」

　今も、子どもたちがロール状の干し草を転がしてロープで型が崩れないように縛っている。

　大体リスティーブルの２・３日分の干し草。いや、濃厚飼料と合わせると、５日から７日分くらいだろうか、と考えてしまう。

「それじゃあ、リアカーに載のせて行きましょうか」

　レスカは、近くのロール状の干し草を注文し、積まれた干し草のロールを生産所の従業員の人にリアカーに載せて貰う。

「どうでした？　酪らく農のうを支える牧草の生産場所なんですよ」

「なんというか。凄すごいんだが、今までに比べたらそれほど衝撃を受けていない感じだな」

　ガラスハウスには驚くが、今までの畜産魔物の牧場や動く野菜などに比べたら普ふ通つうにクローバーを刈り取って、干して、箱に詰め込んでいるようにしか思えない。

「まぁ、地味なんですけど、実際この牧場町には欠かせない施し設せつなんですよ。それじゃあ次に行きましょう」

　そんな感じでロール状の牧草を載せたリアカーを引いて次に辿たどり着いた場所は、町のどこからでも見える煉れん瓦が造りの風車塔とうだ。

　高い所の風車には、帆ほが張られ、風を受けて回転を続けている。

「どうですか？　牧場町自じ慢まんの風車です！」

「ここがオガクズを売っている場所なのか？」

「そうですよ。左の風車塔は、製粉に使われたりしますけど、もう一つの方は、木材の加工に使われています」

　俺たちは、人通りの邪じや魔まにならない場所にリアカーを置き、木材の加工所の中に入っていく。

　そこで見た物は圧巻だった。

　風車が風を受けて回転する車しや軸じくが風車塔内部に動力を伝え、巨大な斧おのの刃はのようなものが振ふり落とされて、その下に置かれた木材を切断していく。

　内部には、乾燥させた木材が並べられている他ほか、今も木材加工で鋸のこぎりや鉋かんなを使って表面を削けずり滑なめらかにしたりもしている。

　舞まい散る細かな木材の粉がチラチラと光を反射し、切られた木材の濃厚な香かおりに圧あつ倒とうされるのだった。

「お前ら、何やってるんだ？」

　そして、圧倒される俺たちの背後から掛けられた声に俺は振り返る。

　振り返った先には、俺より先に左さ遷せんされた先任騎き士しのバルドルと牧場町一番の牧場主の息子むすこであるオリバーが不ふ揃ぞろいな木の枝を縛しばった束を肩かたに担かついで立っていた。

「バルドルさん、こんにちは。私たちは、オガクズの買い付けに来たんですよ。そちらこそ、どうしましたか？」

　レスカがバルドルに聞き返すと、バルドルは、答えようと口ごもるが、すぐに後ろに立つオリバーが前に出て説明を始める。

「オレ様は、親父おやじの代わりだよ！　親父も魔ま物もの襲しゆう撃げきの時に怪け我がしちまったし、バルドルさんは、騎士団の駐ちゆう在ざい所しよが壊こわれて泊とまる場所がないからうちに泊って牧場の手伝いしてもらってんだよ」

　そう言って、胸を張って答えるオリバー。

　オリバーの親父さんは、魔物がＢランクに進化する前の一回目の襲撃の時に襲おそわれて、足を切られて今も療りよう養よう中らしい。

　バルドルも重傷を負ったが、リハビリとして住み込みでオリバーの親父さんが欠けた牧場の手伝いをしているようだ。

「二人はなんでここに来てるんだ？　それに、その木の枝は？」

「あん？　見りゃわか……らねぇか。いいぜ、オレ様が直々に教えてやる」

　オリバーが肩に担いでいた木の枝の束を下ろし、その中から一本の木の枝を引き抜ぬく。

「こいつは、近所の果樹農家から貰もらった果くだ物ものの枝だ。こいつを燻くん製せいの香り付けに使うチップにするために来たんだよ」

　そう言って、木材所の作業員に頼たのんでオリバーは木の枝を渡わたしていく。

「オレ様の家の牧場は、何種類か畜ちく産さん魔物を飼育しているからな！　そこから採れるもので燻製を作ったりするんだよ。それに食肉系の牧場主たちとも物ぶつ々ぶつ交こう換かんして今夜、燻製とバーベキューをして怪我した親父に精を付けてもらうためと牧場町の士気向上のためだ！」

　俺たちは、風車の動力を革かわ製のベルトで伝達して回転させる木材の粉ふん砕さい機に投入される果樹の枝を眺ながめながらオリバーの説明を聞く。

　バリバリと音を立てて風車の動力で回転する刃にここは注意しないと危ない場所だと感じる。

　また、レスカも近くの作業員に頼み込み、注文をするとオリバーたちの燻製のチップ用とは別の更さらに細かな刃の付いた粉砕機に掛けられた木材がサラサラの砂のように削られたオガクズになって床ゆかに落ち、それが袋ふくろに詰められていく。

　その間もオリバーの牧場自慢を聞き流しながら、木材加工所の観察を続ける。

「オガクズは、かなりの量が必要なんだな」

「そうですね。リアカーに載せるにしてもロープで固定した方が良いかもしれませんね」

　二つの大きな袋に詰めるのは、リスティーブルの寝ね床どこに敷しく細かな敷しき材ざい用のオガクズ。もう一つは、オリバーたちの燻製用のチップより細かいがオガクズよりも荒あらく粉砕された木片だ。

「なぁ、レスカ。あっちの荒い方は、牛舎の敷材には使えないよな」

「あれは、コマタンゴを増やすために必要な削りかすなんですよ」

「コマタンゴ？　あの餌なし、管理不要だった？」

「基本的に管理の手間は少ないですけど、定期的に苗なえ床どこの元になる細かな木材を与あたえる必要があるんです」

　そして、レスカの注文したコマタンゴ用の細かな削りかすは、敷材用のオガクズのような均一なものでもないし、燻製用のチップでもない。形も大きさも不揃いであるためにあとは、燃やして燃料にするくらいしか使い道のないものを木材加工所から搔かき集めて格安で買い取っているという。

「まるで無む駄だがないな」

「はい。そこが牧場町のいいところなんですよ。自給自足の生活ができますから」

　そう言って、俺に微笑ほほえむレスカだが、そんな俺たちを邪魔するオリバー。

「ええい、左遷野や郎ろう！　オレ様が折角、町一番の牧場の素す晴ばらしさを語っているのに無視するな！」

「ああ、すまない。それと親父さんの怪我が早く良くなるといいな」

「へへっ、悪いなぁ。気を使わせちまって……じゃねぇよ！」

　オリバーのノリからのツッコミに後ろで待っていたバルドルは、ヤレヤレと言った感じで首を振っている。

「そのバーベキューと燻製パーティーにレスカも参加しないか？　今日、ブラックバイソンの肉やボア種の肉や、鴨かも肉にくも出るぞ！　もちろん、左遷野郎、おめえは来んな」

　しっし、と手で追い払はらうようなポーズを取るオリバーの言動に逆に清すが々すがしさを感じるので、どこか憎にくめない自分がいる。

　そして、レスカの反応は──

「じゃあ、行きません！」

　きっぱりと断るレスカだが、口元は非常に緩ゆるんでおり、お肉食べたい、と顔にでかでかと書かれている。

「くくくっ、オリバー。素直に二人とも招待しろ。あと、レスカは諦あきらめて別の娘むすめでも口説け」

「う、うるせぇ！　バルドルさんだからって、オレ様に指図すんじゃねぇ！」

　肩に載せられた手を振り払うオリバーは、ビシッと俺に指差して来る。

「左遷野郎！　おめえもバーベキューに来やがれ！　やる場所は、オレ様の家の牧場で夕方から開始だ！　オレ様の健けん啖たんっぷりを見せてやらぁ！」

　なんか、喧けん嘩か腰ごしのまま燻製のためのチップの入った袋を受け取るオリバーはそれを背負って木材加工所から出ていく。

「これってつまり？」

「バーベキューに参加してもいいってことじゃないでしょうか」

「あと、健啖っぷりを見せてやるってことは、俺は大食い勝負を挑いどまれたのか？」

「多分、そうだと思います」

　そう言って、しばし呆ぼう然ぜんとする俺とレスカだが、オガクズの準備が終わり受け取ったので、とりあえず、ロープで干し草とオガクズが落ちないようにリアカーに縛り付けて、レスカの牧場まで戻もどって来る。

「牛舎の敷材のオガクズは倉庫に片付けましょう。干し草は、リアカーを軒のき下したに置いて載せたままで明日あしたに少しずつ運び出しましょう」

「コマタンゴのための荒めの削りかすはどうする？」

「それは、袋を開けておけば、勝手に運びますよ」

　俺はレスカの指示を受けて整理をしていく。

　牛舎用のオガクズを運んでいる間に、ふと目を離はなした隙すきにコマタンゴたちが荒い削りかすの袋に集まり、それを牧場隅すみにあるコマタンゴの菌きん床しようが地面に埋うまっている場所の近くまで運んでいるのを確かく認にんしてから母おも屋やの方に移動した。

「コータスさーん！　バーベキューにお呼ばれしているので、お土産みやげを持って行きましょうか！」

「ああ、分かった」

　俺は、一通りの作業を終えて、一度井い戸ど前で身み嗜だしなみを整えてから母屋の食堂に顔を出す。

　そこでレスカは、バスケットに幾いくつかの食べ物を用意していた。

「うちの牧場からも提供できるものをお土産にしたいと思います」

「それがこれか？」

　並んでいるのは、リスティーブルのミルクから作られた自家製チーズと手足を切り落として収しゆう穫かくしたコマタンゴが入っていた。

「折角だから、これも燻製にしてみんなで楽しみましょう」

「……それは、レスカが楽しみたいだけじゃないのか？」

「ちち、違ちがうからな！　他の牧場のチーズと自分の牧場のチーズを食べ比べることができるとか！　キノコの燻製ってどんなのだろうって好こう奇き心しんとかじゃないから！」

「本音駄だ々だ漏もれだから。それとまた口調がおかしくなってる」

「はぅ……」

　俺に指し摘てきされて言葉を詰つまらせるレスカ。

　少し意地悪が過ぎたか、と内心後こう悔かいしながら、レスカの再起動を促うながす。

「早めにオリバーの牧場に向かうなら、戸と締じまりやリスティーブルを牛舎に戻してから行く必要があるな。俺はリスティーブルを牛舎に戻しておくな」

「お願いします。私も準備します！　ペロも一いつ緒しよに行きましょう。今日は美お味いしいお肉が食べられますよ」

『『ワン！』』

　これからバーベキューに行けるので上じよう機き嫌げんなレスカと楽しいことが始まると分かって尻尾しつぽをブンブンと振っている双そう頭とうの魔犬を見ながら、外に出てリスティーブルを牛舎に誘ゆう導どうする。

　ここ最近、ストレスを特に感じないのか突とつ発ぱつ的な突とつ撃げきを仕し掛かけることが減った大人しいリスティーブルを撫なでながら、牛舎にちゃんと戻ってくれたことに安心し、牧場の戸締り等を終えて、オリバーの牧場に向かった。










　　　一章　左さ遷せん騎き士しと流れ星







「凄すごいなぁ。ここがオリバーの牧場。規模が全然違うじゃないか」

「そうですね。やっぱり、牧場町一番の魔ま物もの牧場という点は認めます」

　レスカの牧場の数倍の広さに、ズラっと並ぶ家か畜ちく小ご屋やだ。

　覗のぞき込めば、黒い毛の太く捩ねじれた角を持つブラックバイソンや茶色や白色の長い毛が体を覆おおっているロングゴートなどの畜ちく産さん魔物が飼育されている他ほか、白色や茶色、緑色の羽毛を持つアヒルやカモなどの魔物とは言えない動物も飼育されていた。

「お前ら来たか！　とりあえずこっちに来い！」

　ちょうど、バーベキューの設営も終わっており、座って炭火を起こしているバルドルが手を上げて手招きする。

「私の牧場のチーズやキノコを持ってきました」

「悪いな、それなら母屋に持って行ってくれ。今、焼肉や燻製の準備をしているはずだ。コータスは、ここで待ってろ」

　レスカは、軽く会え釈しやくして離れると、母屋で準備をしている女性たちの中に混ざる。

　そして、この場に居るのは、牧場主たちやその息子むすこたち、他に子どもが集まって先に果くだ物ものを絞しぼったジュースや酒を飲んで、バーベキューの炭火を見守っている。

　その中にじっと俺を見ている子どもが一人。

「コータス兄ちゃん、元気なら早くあたしに訓練付けてよ」

「……ジニー」

　俺は、渋しぶい表情をしながら睨にらむように目を細める少女の名前を呼ぶ。

　牧場町の防衛力強化の名目で冒ぼう険けん者志望の住人に俺やバルドルさん、町の専属冒険者が訓練を付けるという話が上がっていた。

　その中で、冒険者志望の薬屋の孫まご娘むすめのジニーは、その訓練を待っていたようだが。

「俺が寝ね込こんでいる間、手が回らなかった牧場の確認をしてからな。それにレスカには看病で世話になったんだ。恩返しをしないとな」

「むぅ……」

　唇くちびると尖とがらせて不満そうにするが、すぐに仕方がないと溜ため息いきを吐はき出す。

「なら、少しでも早くあたしを冒険者にしてよね！」

「そうだな」

　俺は、ジニーに付けるべき訓練のメニューを考える。

　俺が子ども時代に養父やその仲間の元冒険者の騎士から学んだことは、冒険者ベースの技能だ。

　その訓練は、【頑がん健けん】の加護を下地としつつ、魔法系の才能に乏とぼしい俺のために調整された訓練だ。

　ジニーの場合は、【火魔法】の加護があり、火精せい霊れいの魔法に適性があることが分かっているために、まるっきり同じとはいかない。

　だが、基き礎その部分を流用するなら──

「今度ちゃんと訓練付けてやるから待ってろ」

「ホントか!?」

「とは言っても朝早くに牧場の仕事を手伝うまでの短い時間に極ごく々ごく基本的なことだけどな」

「やる！　絶対に朝早く起きる！」

　そう言って、不ふ機き嫌げんだった顔が一いつ瞬しゆんにして上機嫌になるために、俺もバルドルも苦笑いを浮うかべる。

「あんな約束して大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「平気だ。やることと言えば、まずは走り込み、次に素す振ぶりだ。冒険者の基本は、体力と逃にげ足だからな」

　騎士という身分では口にすることすらあり得ない言葉にバルドルが喉のどを鳴らしながら笑う。

「一応お前、騎士だろ？　国のために時には戦わなきゃいけない人間が、逃げ足なんてな」

「だが、冒険者としては、それが当たり前だ。臆おく病びようなくらいがちょうどいいと何度も教えられた」

　騎士なら命を捨てても戦うことを尊いとされている風潮があるが、冒険者の場合は、勇気と無む謀ぼうを履はき違えるな、と口を酸すっぱくして言われた。

　まぁ、【頑健】の加護を過信して何度も模も擬ぎ戦で訓練を付けてくれた養父たちに攻せめて行き、何度も叩たたきのめされたのは、懐なつかしい思い出だ。

　それでも無謀な部分は表面的には修正され、【頑健】の加護のお陰かげか痛みへの耐たい性せいを得てしまった。

　体の基礎的な部分と体力ができた後は、無属性魔法の身体強化系の魔法である《オーラ》を手ほどきすれば良いと考えている。

　その他にも何人かの酔よっ払ぱらった牧場主たちに絡からまれながら待っていると、バーベキューの準備をしていた女性陣じんたちが色取り取りの採れ立て野菜と赤身の牛肉が交こう互ごに刺さされた串くしを運ぶ端はしから炭火の上に置かれて焼かれ始める。

「はい。バーベキューの串ができていますから、それを焼き始めて下さいね！」

　その内の一つを俺たちの前に置いたレスカは、そのまま俺の隣となりに腰こしを下ろし、炭火の上に串を置き、反対側ではジニーがジュースを飲みながら焼けるのを待っている。

「これがあそこの牛舎の牛肉か」

「はい。ブラックバイソンの牛肉ですよ。脂し肪ぼうは少ないですけど、柔やわらかいですよ」

　既すでに塩コショウでシンプルに味付けされた串の肉が焼けるのを待つ。

　炭火で炙あぶられ、表面から滲にじみ出る肉にく汁じゆうが垂れて炭の上に落ちるとジュッと白い煙けむりを上げて、肉の香かおりが辺りに立ち込める。

　じっくりと炭火で焼いている間に俺がとある疑問を尋たずねれば、レスカは、炭火で炙られる串焼きから目を離さずに教えてくれる。

「畜産魔物を、倒たおして素材を奪うばうのは、反逆の危険性があるんじゃなかったのか？」

「基本はそうですけど、例外もあるんですよ」

「例外？」

「はい。群れを維い持じするために守護者に群れの一定数を生いけ贄にえにする契けい約やくです。これなら、年間の討とう伐ばつ数は制限されますが、安定した食肉を得られるんですよ」

　いつもより説明が少ないことに寂さびしさを覚えつつも、レスカの視線は目の前の串焼きに釘くぎ付づけになっており、その横顔を見て可愛かわいいと思ってつい頭を撫でてしまう。

「ま、また頭撫でた!?　なんで!?」

「いや、幸せそうだと思って……って痛っ!?」

　何な故ぜか、レスカの顔を撫でたら、隣のジニーが俺の足を蹴けり飛ばして、ふんと反対方向にそっぽ向く。

　そして、ちょうど焼き上がった串焼きをレスカから受け取る。

「はい。コータスさん、ジニーちゃん、焼けましたよ」

「ありがとう、いただこう」

「レスカ姉ちゃん、ありがとう」

　俺は早さつ速そく、赤身の牛肉が刺さった串焼きに喰くらい付く。

　脂あぶら身みが少なく、厚切りで嚙かみ応ごたえがあり、嚙み締しめると中から肉汁が出てくる。

　狩しゆ猟りようされる牛の魔物などの野性味溢あふれる肉とは違い、食べるために育てられた魔物の肉は、元々赤身の多い品種だがその赤身の間にほんのりと脂肪が乗っており、肉も嚙めば嚙むほど味が出てくる。

　また交互に串に通してある野菜は、牛肉の味が広がった口の中を野菜特有の苦みや甘味で変えてくれるので常に飽あきずに串焼きを食べ続けることができる。

「はぁ、美味しいですねぇ。流石さすが、王室献けん上じようの畜産魔物。毎年、ブラックバイソンのお肉がローストビーフになってパーティーに並ぶんでしょうねぇ」

　レスカも自身の焼き上がった串焼きを食べながらそんな感想を漏もらす。

　確かに、元々赤身の多い種類の牛肉ならピッタリのような気がする。

　レスカが美味しそうに野菜や肉を頰ほお張ばる一方でジニーのような子どもにはやや重たかったようで焼き上がる串を二本食べたらあとは少しずつジュースを飲んでいる。

　そんな中、燻くん製せい器も持ち込まれ俺たちの目の前で牛肉や豚ぶた肉にくが燻製器の中に吊つるされ、卵やチーズ、キノコなどが皿の上に載のせられ、熱源となるサラマンダー・ルビーが鉄皿の下に置かれ、その上に置かれた果樹のチップが炙られ煙を吐き出して、食べ物を燻いぶす。

　俺とレスカは、変わらずお肉の良し悪しや魔物牧場のうんちくなどを聞きながらのんびり一定のペースで食べ続ける。

　俺は、消化速度は一いつ般ぱん人とあまり変わらないが【頑健】の加護の養分貯蔵があるので人より多くの食べ物を食べることができる。

　また、レスカ自身も牧場の仕事で日々体を動かし、また食べることが大好きであるために、ニコニコと串焼きを食べ続ける。

　その笑え顔がおを見ているのが意外と好きになっている自分がいる。

「お前さんたち、ちゃんと食べて……ってもう串焼き十本以上とか食い過ぎだろ」

　俺とレスカでそれぞれ十本近くの串焼きを食べており、それを見た若じやつ干かん酔っ払っているバルドルが辟へき易えきとしたような表情を浮かべている。

「ああ、美お味いしくいただいている」

「はい。こうした催もよおしができるだけの規模の牧場を持てるように改めて決意を固められました」

　俺とレスカの発言に呆あきれたように溜息を吐き出すバルドル。

「なんて言うか、おめえら若さ足りねぇな。熟年夫ふう婦ふじゃねぇんだから、もう少し何かねぇのか？　酒を飲ませて酔わせて、色っぽい姿を見たいとか」

　そんな酔った勢いで性的な発言をするバルドルの赤ら顔には、品行方正な騎士の姿は存在しなかった。

　その発言に幻げん滅めつして冷ややかな視線を送るジニー。

　そして、俺とレスカは──

「そもそも、俺は加護のせいで酔えないからな。それに酒を飲んでもあんまり美味しく感じないからな」

「私もお酒を飲んで明日あしたの仕事に支障が出たら困りますから」

「なんて言うか、ホント若さが足りないよな。現実的って言うか」

　そう言って断る俺たちに困ったように眉まゆを下げるバルドル。

　その後も酒の力で盛り上がったバーベキュー会場では、大食いや酒飲みに俺が巻き込まれ、大食いと酒飲みで絡んできたオリバー含ふくむ牧場主たちを返り討うちにした。

　レスカもほんのり気分の乗った婦人衆に捕つかまり、あれやこれやと夫婦間の愚ぐ痴ちにニコニコと相あい槌づちを打っている。

　日も暮れて、果樹のチップで燻された燻製が用意できた頃ころにはみんな食べる余よ裕ゆうはなく、死し屍し累るい々るいといった状じよう況きようの中、俺は、途と中ちゆうで眠ねむってしまったジニーを背負い、レスカはお土産みやげとしてまだ切り分けていないブロック状の牛肉や手を付けていないベーコン、卵、野菜の燻製を貰もらってほくほく顔で牧場への道を歩いていく。

「まさか、リア婆ばあさんからジニーを預かってくれ、って言われるとは思わなかった」

「まぁ、あの様子だと明日の朝早くに呼び出されるよりその場にいた方が慌あわただしくないだろう、って判断したんでしょうね」

　そう言って相槌を打つレスカ。

　ジニーの保護者である祖母のオーフェリアさんもバーベキューに参加していたのだが、酒で酔いつぶれた男衆が、明日は二日酔いになることを予想してそのまま泊とまることになった。

　筒つつ状じようのランタンに水を満たし、その中に入れたライコウクラゲという小さな水すい棲せい魔ま物ものの光によって、夜道が照らされている。

　それでも静かで穏おだやかな牧場町は、ホントに騎士二人しかいない治安のいい田舎いなか町なのだ、と分からせられる。

　そんな夜道を俺たちが歩いている中で、ジニーが俺の背で目を覚まし出す。

「ふぇっ!?　あ、あたしなんで!?」

「起きたか。まぁ、疲つかれて寝ねてたようだな。リア婆さんは酒飲みたちの二日酔いを予測して泊っていくみたいだから、俺たちがジニーを預かった」

「だから、今日は私と一いつ緒しよに寝ましょうね。それに明日の朝は貰った燻製で美味しいご飯を作りますよ」

　そう言って、ジニーの目の前で貰った燻製を掲かかげるレスカ。

　俺たち三人が夜道を歩いていると、ふと一ひと際きわ輝かがやく星を見つけた。

「おっ、流れ星だ」

「えっ!?　願い事、願い事！　えっと──冒ぼう険けん者になりぇますように！」

　途中で舌が回らず変な喋しやべりになったが、最後まで言い切る。そして、その後に続く沈ちん黙もくに恥はずかしそうに俺の背中の服を強く握にぎりしめる。

　ジニー、服が伸のびるから止やめてくれ、と内心思う俺の隣では、レスカも流れ星を見上げて──

「私の牧場がもっと大きくなって、素す敵てきな畜ちく産さん魔物たちと出会って、毎日牧場で採れる美味しいものを食べて日々を過ごせますように」

「レスカは、随ずい分ぶん欲よく張ばりだな」

「ううっ……」

　全部レスカの願いだ。だが、普ふ通つうは、もっと短い願い事ではないだろうか。

「だけど、ちゃんと流れ星が消える前に全部言えましたよ！　だから、願い事は有効ですよ！」

「いや、そう言われても……って」

　普通、流れ星などすぐに消えてしまう存在なのに、あれだけ長い願い事を口にしても消えていないだと……

　俺は、改めて流れ星を見上げれば、赤い光を強めながら落ちてきている。

　そう、徐じよ々じよに近づいてきているのだ。
















「あの流れ星おかしくないか。徐々に近づいてくるなんて……」

　更さらに赤い光を強めた流れ星は、更に迫せまり、そのまま魔の森へ赤い炎ほのおを上げながら落ちていく。

　空を駆かけ抜ぬける流れ星の風圧と地面に落下した衝しよう撃げき音が夜の牧場町に響ひびく。

「また大変なことになったなぁ」

　俺は呟つぶやき、とりあえずレスカとジニーを牧場に送り届けてから対策を練るために奔ほん走そうする。




　　　●




　その後は大変だった。

　レスカたちを牧場に送り届けた後、急いでジニーの祖母であるリア婆さんと合流し、町の重役たちと顔を合わせる。

　その際、墜つい落らくした流れ星による被ひ害がいとその対策を立てるために夜中に話し合いを始めたり、話し合いが一段落着いた頃、鍛か冶じ師しのロシューが早速、流れ星を探しに行こうとして止める。

「待て、こんな夜よ更ふけにどこに行く！」

「決まってるだろ！　流れ星を採りに行くのさ！　ありゃ隕いん鉄てつって言う特とく殊しゆな金属かもしれねぇんだ！　邪じや魔ますんじゃねぇぞ！」

「無む謀ぼうだ！　それに町の決定で今は立ち入りを制限して冒険者に調査を頼たのむ予定だ！」

　夜中に駄だ々だを捏こねるドワーフの鍛冶師を落ち着かせたり、酒で飲み潰つぶれている先任騎き士しのバルドルの代わりに細かな話し合いをして意見を出した。

　町の自警団の人たちに【魔の森】の境界線に待機してもらう。流れ星の被害で混乱した魔物たちが牧場町の方に押し寄せてこないか、見張るためだ。

　そして現在、俺は、慣れない話し合いの後、徹てつ夜やで自警団と共に【魔の森】の監かん視しに当たっていた。

「……眠い」

【魔の森】の監視は、元・騎士団の駐ちゆう在ざい所しよで雨風を凌しのぎつつ、自警団の者たちは、互たがいに交代で見張りを続けるが、唯ゆい一いつ動ける騎士の俺は、常時見張り続けていた。

　流石に、昨日の朝早くから牧場仕事を手伝い、流れ星対策で徹夜したのは不ま味ずかった。

　それに少し腹が減って来た。

　そんな中、昨日酔よい潰れたバルドルが起きたという話を耳にした時は、少しだけ肩かたの荷が下りた気がした。

　だが、その次の報告として、二日酔いで動けない先任騎士の話を聞かされた時は、流石に殺意が湧わいた。

「ひっ!?」

　俺に報告してくれた自警団の一人が俺の顔を見て後あと退じさる。

　目付きの悪い俺が、慣れないことによる精神的疲ひ労ろうと寝ね不ぶ足そく、空腹、苛いら立だちが重なり、更に目付きが悪くなったようだ。

　少し反省しないと、と長い溜ため息いきを吐はき出して眉み間けんを揉もむ。

　だが、その溜息すら周囲を怯おびえさせてしまう。

（やべぇ、コータスさん、不ふ機き嫌げんだぞ）

（ああ、Ｂランクの魔物と打ち合って止とどめを刺さした超ちよう人じんだぞ。無理だろ）

（今にも目に付いたものを壊こわしていきそうな目付きして、やべぇよ）

　自警団の奴やつらの俺への認にん識しきを一度問い質ただす必要がありそうだ、と思っている俺に近づいてくる足音を聞いて、振ふり返る。

「コータスさん、差し入れです。まだ朝食食べてませんよね」

「……レスカ。牧場の仕事は？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。ジニーちゃんも状況を分かっているから積極的に手伝ってくれました」

　そう言って、俺にバスケットを見せてくれる。

　そうして、スッと自警団の人たちに目を向けると、首が千切れんばかりに縦に振り、俺が休きゆう憩けいするのを了りよう承しようしてくれる。その際、顔色が真っ青なのは気にしないが……

「少し休憩を貰った。朝食を頂いていいか？」

「はい。温かいスープも持ってきましたから休みましょう。少し顔色悪いですよ」

　そう言ってくれるレスカの気き遣づかいに俺は、自然とレスカの頭を撫なでる。

「だ、だから！　なんで頭撫でるんだ！」

　なんだかこのやり取りがとても楽しく感じる自分は、かなり疲れている様だ。

「もう、コータスさん。ふざけてないで休みましょう」

　レスカに手を引かれて、壊れた騎士団の駐在所の無事な一室を借りる。

「コータスさん、大丈夫ですか？　【頑がん健けん】の加護でも辛つらいんですか？」

「徹夜で、少し眠いが平気だ」

　そう言って、レスカからバターと炒いためたトロトロの玉ねぎの入ったオニオンスープを受け取り、一口飲んでほっと一息吐つく。

「【頑健】の加護は、肉体的な損傷に有効だし疲労に対しても回復が早くなる。それに精神に異常を来たすような薬物や魔ま法ほうとかにも効果はある。あるんだが……」

　今度はバスケットの中に入っているサンドイッチを食べる。

「表面上の傷は治ってるが、体の疲れはまだ引き摺ずっているようだ」

「ならちゃんと休まないとだめじゃないですか！」

「表面上さえ治れば、平気なんだ。むしろ、疲労が完全に抜けるまで休んでいると体が鈍にぶるから適度に動く必要があるんだが、今回はタイミングが悪い」

　Ｂランクの魔物であるクレバー・モンキーの亜あ種しゆとの戦いで負った大おお怪け我がの跡あとは既すでに無いが、蓄ちく積せきした疲労はまだ完全に抜け切れていない。

　昨日の夜にバーベキューでたっぷりと栄養を蓄たくわえたので肉体的には問題ないが、気き疲づかれなどもあり、少しダルい。

　バルドルが酒で酔いつぶれて無ければ、上司の命令を粛しゆく々しゆくと熟こなすだけで十分なのに、起こり得る不測の事態などをリア婆さんを含む牧場町の有力者相手に意見するのは疲れた。

　その後も、流れ星を採りに行こうとする鍛冶師のロシューを押し留とどめ、慣れない自警団への指示をするなど、もう休みたい。

「……他人と関かかわるのは面めん倒どうだ、ペロを盛せい大だいに撫で回したい、牧場仕事に戻もどりたい。けど、騎士としての責任が」

「コータスさん、暗い雰ふん囲い気きを背負って大丈夫ですか。本当に疲れてませんか？」

　騎士団に入って、目付きが悪くて敬遠されて人間関係も若じやつ干かん面倒になって、左さ遷せんされてこの町で落ち着くまで過ごせると思ったのに何な故ぜこうなった。

「コータスさん、いつになくネガティブですよ。えっと、その……よしよし」

　普ふ段だんは、俺がレスカの頭に何気なく手を伸ばして撫でるが、今回は逆のようだ。

　レスカが暖かな手で撫でるので、俺は静かに目を閉じて頭をレスカの方に傾かたむける。

　やっぱり、レスカと一緒だと居い心地ごこちがいいな。もう、このまま【魔の森】の監視なんて忘れたい、と思っている俺だが──

「……はっ、私は何をやっているんだー！」

　自分の行動に恥ずかしくなったのか、口調がちょっと変になるレスカ。

　俺は、名残なごり惜おしく感じるが、何い時つまでも撫でられたままという訳にもいかない。

「レスカ。ちょっと元気出た。もうひと頑がん張ばりできそうだ」

「そ、そうですか。それは、良かったです」

　勝手に俺の頭を撫でたことでぎこちない笑えみを浮うかべるレスカだが、何事もなかったように振る舞まう。いや、撫でられる以前よりも気力が充じゆう実じつした俺は、いつもは撫でるのが好きだが撫でられるのも好きだということに気付いた。

　できれば、もう一回撫でてもらいたい、とレスカに目で訴うつたえかけようとするが……

「すみません！　【魔の森】から何かが出てきました！」

「……分かった。今行く」

　自警団の一人が俺に状じよう況きようの変化を伝えてくれたのだが、俺は邪魔された気がして思わずその自警団の人を睨にらんでしまう。

　だが、すぐに騎士としての仕事を全まつとうしなければ、と頭を振り正しよう気きに戻る。

「レスカ。行ってくる」

「私も行きます」

「魔物かもしれないぞ」

「大丈夫です。コータスさんが守ってくれますから」

　俺は、仕方がないとばかりに小さな溜息を吐いて、案内してくれる自警団の人の後について【魔の森】の境界の見える位置に出る。

　そこでは、自警団の人たちが、農具や武器を手に物々しい雰囲気でいる中に、レスカを待たせ、俺がその集団より更に前に出て森から出てくる存在を確かめる。

　それは、女のようだ。

　奇き妙みような白い服に森歩きには不向きな短い紺こん色いろのスカート、晒さらした足には、長い脚あし袋ぶくろを穿はいている。

　唯一の荷物は、黒い肩かた掛かけ鞄かばんだろう。

　見ようによっては、いささか露ろ出しゆつ度どが高いように思えるが、ふらふらと幽ゆう鬼きのように歩く、泥どろや赤黒い汚よごれに塗まみれた姿は、いささか異様だ。

　未知に対する恐きよう怖ふなのか、非力そうな女なのにその奇妙な服と雰囲気に自警団の男たちの腰こしが引けている。

　俺は、その雰囲気を意に介かいさずに女の目の前に立つ。

「止まれ！　お前は、何者だ！　この町に何の用だ」

　武器らしいものを持っていないために無手で女と相対すると、すっと女は俯うつむいていた顔を上げる。

　黒目、黒くろ髪かみに白い肌はだの女は、疲つかれたような表情の中、その場に崩くずれ落ちる。

「お、おい!?」

「……人のいる場所……助かっ──」

　それだけ言って、俺の体にもたれ掛かるように倒たおれる女を支えれば、気絶するように意識を失う。

「これよりこの人物を遭そう難なん者処しよ遇ぐうで扱あつかう！　治ち療りようし事情を聞くまでは、極力外部との接せつ触しよくを控ひかえさせる！」

　俺の宣言に、困こん惑わくする自警団たちだが、その中でレスカが飛び出して来る。

「コータスさん」

「レスカ、遭難者だ。事情は分からんが、治療し安静にする必要がある」

「それなら私の牧場に運びましょう！　ベッドも空いてますし、女性ですから私が看病します」

「……すまん。頼む」

　一応、レスカの申し出を素す直なおに受け、女性の荷物を背負ってレスカの牧場に運ぶ。

　ベッドに寝ねかせる時、他者に危害を加えることのできる凶きよう器きなどがないか身体検査をレスカに頼んだが、そうしたものは見られず、唯一の持ち物である黒い肩掛け鞄を別室に預かることにする。

「本当は、俺も一いつ緒しよに居たいんだが……」

「大丈夫ですよ。それにジニーちゃんが今、リアお婆ばあさんのところに傷薬を貰もらいに行ってますから」

「だが、万が一がある。しかし……」

「もう、コータスさん。行かないと怒おこりますよ！」

　一応は、遭難者扱いの不ふ審しん者と一緒に居させているのだ。心配しないわけがない。

　だが、離はなれがたい俺は、レスカに怒られ追い出されるようにして【魔の森】の監かん視しに戻る。

　そして、怒られたことを引き摺り、どんよりと暗い目で【魔の森】を見つめていたら、自警団の人たちは、俺の小さな動きでひっと小さな悲鳴を上げる。

　色んな意味で緊きん張ちようした様子の監視体制となる。

　そして、やっと【魔の森】の監視任務を二日酔いから復活した先任騎き士しのバルドルに引き継つぐことができたのは、その日の夕方だった。

　交代するに当たり──

「初動二日くらいまでに異変がなければ、騎士が必要な状況は滅めつ多たに起こらないだろ。それに遭難者って女性の方も気になる。明日あした一日は、俺が監視しているから、お前は、一日休んで遭難者の女性の相手をしろ」

　てきぱきと指示を出すバルドルに俺だけでは無く自警団からも安あん堵どの雰囲気が広がる。

　俺が臨時でも人の上に立つなんて、気疲れが酷ひどいのでもうやりたくない気がする。

　そして、レスカの牧場に戻れば、夕飯の準備をして待っていてくれるレスカが居た。

「コータスさん、おかえりなさい」

「……ただいま」

「やっぱり疲れてますよね。どうします？　すぐにご飯にします？　それとも先に寝ますか？」

「先にご飯を食べて寝る。明日一日休みをもらった」

「分かりました」

　にっこりと微笑ほほえむレスカは、そのまま台所に立ち、夕飯の準備をするのでその後ろ姿をぼうっと眺ながめる。

　そして、差し出された夕飯を黙もく々もくと食べる。

　ちょっと疲れすぎて、眠ねむ気けの波が襲おそって来たために、何を食べているのか、どんな味だったのか曖あい昧まいだ。

　夕飯を食べ終わり、温かいお茶を差し出され、口にしてやっと全すべてが終わった気がして、その場でカクンと頭の力が抜ぬけて、寝そうになる。

「コータスさん、フラフラして眠いならベッドで寝ましょう？」

「……分かった」

　とりあえず、その一言だけ答えて、引き摺るように体を動かし、自分の借りている部屋に入り込み、ベッドに倒れ込む。

　着き替がえるのも面倒だし、何より抜けきらない疲ひ労ろうのまま、徹てつ夜やや慣れない話し合いの気疲れで眠い。

　そのまま、気持ちのいいベッドで深い眠りに入っていく。

　そして、朝がやって来る。

　あれほど疲れていたはずだが、いつもの時間帯に目を覚ますのは、もはや習慣のなせる業わざだろう。そして、疲れも大おお幅はばに軽減されているのは、【頑がん健けん】の加護のお陰かげか。

「起きるか」

　昨日一日【魔の森】で見張りをしていた俺は、いつもの日課の牧場仕事を手伝うべく、外に出る。

　先に井い戸ど水みずで顔を洗い、目を覚ましてから、ピュアスライムの浄じよう化か水のための貯水樽たるに水を汲くんでいく。

　その後は、訓練用の木刀がないために護身術の型を確かめつつ、身体強化の魔法で自分の体の調子を確かめる。

　加護によって体内に蓄えられている養分は、十分にある。

　だが改めて確かめたが、一晩寝てもまだ疲労が十分に抜けきっていない。技わざのキレが悪く感じる。

　回復力を高めるように意識するが、時間が経たち蓄ちく積せきした疲労は、回復に時間を要する。

　完全回復には、三日というところだろうか。

「コータスさん、おはようございます」

「コータス兄ちゃん、おはよう」

　軽く体を動かして深呼吸を繰くり返していた俺に朝の挨あい拶さつをする声に振ふり返れば、バケツに絞しぼり立てのリスティーブルのミルクを運ぶレスカと紙かみ袋ぶくろに何かを抱かかえるジニーがいた。

「もう少し寝ていてもいいんですよ」

「ああ、だが、遭難者が起きた時に対応しないといけないからな。それでジニーはどうして？」

「薬を届けに来た。お祖ば母あちゃんは、町の人と話し合って手が離せないから」

　そう言って、ん、と言って差し出して来る薬を俺が受け取れば、擦すり傷きずや切り傷に対する軟なん膏こうだった。

「それじゃあ、朝ごはんにしましょうか。ジニーちゃんも食べて行ってくださいね」

「ありがとう。レスカ姉ちゃん」

　そう言って、嬉うれしそうにするジニー。

　そこでふとレスカの周囲に違い和わ感かんを覚え、すぐにその原因を確かめる。

「レスカ。そう言えば、ペロは？」

　いつもレスカに付き従うオルトロスのペロが居ないことに気が付き、レスカは答えてくれる。

「ペロなら、運び込まれた遭難者の人の側そばに付いていてくれています。もしも、目を覚ました時、教えてくれるように」

　だが、それだけではないだろう。まだ成体となっていないがそれでも現状Ｃ[image: まいなす]の強さを持つ魔ま犬けんのオルトロスだ。

　保護した人が暴れたりした場合に容易に組み伏ふすことができるだろう。

　そして、俺たちは牧場の母おも屋やに入り、俺は一度部屋で着替えてから食堂のテーブルに着く。

　仲良く朝食の準備をするレスカとジニーの後ろ姿を眺める。

　料理するためにエプロンを掛けてレスカは長い髪かみの毛を後ろに一ひと纏まとめにし、ジニーは、三さん角かく巾きんを頭に巻き、レスカと色いろ違ちがいのエプロンを身に着けている。

「ジニーちゃん、あとは私だけ居ればいいですから休んでいてくださいね」

「ん、分かった。レスカ姉ちゃん」

　そうしたやり取りをしたジニーは、眺めていた俺のところに来ると三角巾を外して、綺き麗れいに畳たたんでからエプロンのポケットに仕し舞まい、俺の隣となりに座る。

「…………」

「…………」

　互たがいに無言でレスカの後ろ姿を見つめる中、チラチラとジニーが俺の顔を見てくる。

「悪いな。このゴタゴタが少し落ち着いたらちゃんと訓練付けてやるからそれまで待ってくれ」

「う、うん。コータス兄ちゃん、仕事だもん、仕方がないよ」

　そう言って寂さびしそうに呟つぶやくので、その頭を撫なでると、俺にされるがまま撫でさせてくれる。むしろ、もっと撫でろとでも言わんばかりに頭を傾かたむけてくる。

「ジニーちゃん。お願いを頼たのんでいいかな？」

　レスカに呼ばれたジニーは、弾はじかれるように俺の手から逃のがれて、乱れた髪の毛を慌あわてて直してレスカの所に駆かけていく。

「な、何、レスカ姉ちゃん!?」

「お部屋で待ってるペロにこれを届けてくれるかな？　ペロの朝ごはんなんだけど」

　俺に撫でられて気き恥はずかしさで顔がほんのり赤くなっているジニーは、レスカからのお願いを受けてペロ用の朝食である生肉とミルクの皿を持つ。
















　今、ペロが居る場所は、【魔の森】から出てきた遭そう難なん者が寝ている部屋だが、気を失っているために大だい丈じよう夫ぶだろうと俺とレスカは見送る。

　そしてしばらく経ち──

「──きゃぁぁぁっ!?」

「何だ!?」

　女性の悲鳴。それもジニーではない。となると、魔の森の遭難者の悲鳴だろう。

【魔の森】の極限状態の環かん境きようにいたためのパニックなのか、それとも同じ部屋に魔犬と名高いオルトロスが居たための悲鳴か。

　少し、配はい慮りよが足りなかったか、と思い俺は慌てて、寝かされていた部屋に駆け出し、扉とびらを開ける。

「どうした！　大丈夫か！」

「きゃぁぁっ、なにこのかわいい子！　それに頭二つあるモフモフワンコは！」

「──コータス、兄ちゃん、助けて」

『『わふぅ……』』

　右手にジニーを抱だきしめ、左手にペロの胴どう体たいに頰ほお擦ずりする女性に俺は、胡う乱ろんげな視線を向ける。

「あっ、あんたが私を助けてくれたの？　ありがとー」

「……手を離してやれ。不審者」

　後ろからレスカも追い付いてきた。部屋の状じよう況きようを見て驚おどろく。

　流石さすがにこの状況では、立場が悪いことを理解したのか、女性は両手を上げて、敵意のないことを示して来る。

　その時、目を覚ました不審者から逃にげるように俺とレスカの方に駆かけてくるジニーとペロ。

　とりあえず、話を聞くためにこの遭難者兼けん不審者を連れて、食堂の方に移動する。




　　　●




　目覚めた遭難者の少女を連れて、食堂で共に食事を取ることにした。

　空腹では、落ち着いて話もできないだろうと予想した。もし、できるのなら食事中にでも話を聞ければと思ったのだが──

「おいしいわ！　これ、レスカちゃんが作ったの？　きっといいお嫁よめさんになるわ」

「あはははっ、ありがとうございます。えっと……なんて呼べばいいんでしょうか？」

「うん？　私は、ヒビキよ。よろしくね」

　レスカが呼び名が分からずに眉まゆを下げながら尋たずねると、警けい戒かいした素そ振ぶりも見せず気軽に答える遭難者の少女ヒビキ。

「ヒビキさん、料理を喜んでいただきありがとうございます」

「そんな他た人にん行ぎよう儀ぎな呼び方しないでヒビキお姉さんって呼んでいいのよ。あ～、私も可愛かわいい義妹いもうとが欲ほしかったのよ。あっ、勿もち論ろん、ジニーちゃんも私の義妹よ！」

「あたしは、不ふ審しん者の妹になった覚えはない」

「もぅ、ツンツンしちゃって可愛いんだから」

「離はなれろ！　近寄ってくるな変質者！」

　早さつ速そく、朝食の席で騒さわがしくレスカとジニーに絡からむヒビキ。

　だが、その食べ方は、下品な感じはせず、テーブルマナーもしっかりしている。

　また、不ふ遇ぐうな目に遭あった人間特有の暗さを感じさせない明るさを持っており、警戒する自分がなんだか空回りしている様な気分になる。

　だが、保護する前の汚よごれや疲労具合などを鑑かんがみると、普ふ通つうの状況に置かれていたとは思えない。

「普通なはずだとは思えないが……」

「ほ～ら～、ジニーちゃん。この果くだ物もの美お味いしいわよ。あーんして」

「うるさい、近づくな！　あたしは、自分で食べられる！」

　遭難者で不審者な変質者であるヒビキは、ジニーにジリジリと寄って行ったり、賑にぎやかな朝食の席になる。

　とりあえず、睨にらみを利きかせる俺だが、このヒビキという女には、俺の目付きの悪さに怖こわがる様子もない。

「ふぅ、ご馳ち走そう様さま。三日ぶりのまともな食事よ」

「つまり、最低三日間は、遭難していたことになるのか。食後、早速で悪いが、色々とヒビキの話を聞かせてもらいたい」

「いいわよ。性別、年ねん齢れい、好きな物なんでもいいわよ！　あっ、だけど、体重とスリーサイズは、秘密よ」

「その秘密にしている部分はいらないが、とりあえず、遭難した経けい緯いや概がい要ようを教えてくれ」

「あなた真ま面じ目めねぇ。面おも白しろみがないわ」

　俺は、紙とペンを持ち出しヒビキの事情を聞き出す準備をする。

　だが、面白みがないと言い唇くちびるを尖とがらせたヒビキだがしばらくの沈ちん黙もくの後で視線を忙せわしなく動かす。

「あー、まぁ、私の名前は、ヒビキよ。ヒビキ・ウノハナ。年齢は、17歳。出身っていうけど、分からないわ」

「分からない？」

「正確には、帰る場所や帰り方が分からないのよ」

「……どういうことだ？」

　俺がその部分を詳くわしく聞こうと真しん剣けんな表情をすると、ヒビキはちょっとだけ顔が引き攣つる。

「なに？　疑ってるの？」

「むぅ、いや、そういうわけじゃないが……」

　真剣な表情をするために目元を細めたために顔が怖かっただろうか、と自分の顔を一度撫でる。

　そして、落ち着いたヒビキが話し始める。

「えっとね。気がついたら、森の中に居たのよ。どうやって来たのかも、どこに帰ればいいかも分からない状態で放ほうり出されて森の中を歩いて、それで森から出て……この通り」

「部分的な記き憶おくの欠落か？」

　ヒビキが【魔の森】の中に放り出された時の衝しよう撃げきで直前の記憶か、部分的な記憶を失っている可能性がある。

「とりあえず、分かる範はん囲いで話してくれるか？　どの程度、記憶が欠落しているのか」

　俺も幼少期の記憶を持っておらず、自身の記憶を取り戻もどすために記憶喪そう失しつに関連する知識は、持っている。

　結局、今まで幼少期以前の記憶は、蘇よみがえることはないが、その体験を元にヒビキから記憶を引き出そうと質問する。

「そうね。放り出される前は普通に家の帰り途と中ちゆうだったはずよ。他ほかに語れる内容は、今は思いつかないわ」

　そう答えるヒビキからは、本人が主体となって記憶が上う手まく引っ張り出せない可能性がある。

　だから、今度は俺がヒビキの今までの言動で幾いくつか気になる部分を具体的に質問する。

「そのだな。家名があると言うことは、それなりの家なのか？　例えば、貴族位を持つ家庭とか」

　その場合、年とし頃ごろの貴族の令れい嬢じようが【魔の森】で遭難していたことになる。

　そうなれば大問題だが、貴族令嬢らしい雰ふん囲い気きは感じられない。

　そして、現に、ヒビキの言葉からそれは否定された。

「私の場合は、一いつ般ぱん家庭よ。私の出身地だとみんな家名と言うか名字があるのよ」

「そうか、それじゃあ、遭難前は何をしていたんだ？　どこかで働いていたのか？」

「私は、働いてないわよ。森で遭難する前は、学校に通う学生だったわ。こっちにも学校ある？」

　小首を傾かしげながら、逆に尋ねてくるヒビキの様子に俺は、頷うなずく。

「ああ、このアラド王国にも、騎き士し学校や魔ま法ほう学校、他にも貴族が通う高等学校や専門研究を行う大学校などある」

「そっかぁ、騎士学校とか、魔法学校があるのね。と、言うか魔法ね……」

　若じやつ干かん、遠い目をするヒビキに俺たちは。不思議そうな目を向ける。

　何か思い出したのか、と期待するが、すぐにヒビキは、明るく振ふる舞まう。

「私の知っている学校と形態がちょっと違ちがうみたい」

　学校の形態が違う、つまり他国だと認にん識しきして遠い目をしたのかも知れない。

　まだ出身国の名前は、思い出せないようだが、他国の人間となると問題が大きいな。

「ここまでの話を総そう括かつすると、ヒビキは、他国の学生であり、何な故ぜかアラド王国領土内の【魔の森】で遭難していたんだな」

「ええ、一応、そうなるわね」

　俺の視線を受けて、飄ひよう々ひようとした態度のヒビキは、確かに頷く。

「ヒビキ自身の直前の記憶がないからなんとも言えないが、他国の学生が誘ゆう拐かいされて魔物の蔓延はびこる【魔の森】に捨てられたか、自力で逃げ出した可能性もあるか」

　ヒビキに聞こえないほど小さな声で呟つぶやく。

　近きん隣りんに人攫さらいなどの犯罪者が存在する可能性もあり、またヒビキが自身の出自を記憶喪失と偽いつわり隠かくしている可能性もある。

　一般家庭というが、高貴な出自の場合には出身国を明かすことで人攫いに居場所を教える手がかりになってしまうことを警戒したのかもしれない。

　それに学生とは、裕ゆう福ふくな家庭の人間がなれるものであるために、記憶喪失は噓うそだと思った。

　だが、その噓が自身の身を守る噓の可能性もあり……

「とりあえず、ヒビキの事情は分かった」

「……ありがとう」

　飄々とした態度の中に安あん堵どの様子が見え隠れした。やはり、記憶喪失は、自身の身を守るための噓の可能性が高い。

　だが、あえて指し摘てきするのは藪やぶ蛇へびになりそうだ。それにしても──

「それにしてもよく魔物の蔓延る【魔の森】を抜ぬけられたな。それにヒビキが【魔の森】を脱だつ出しゆつした前日には隕いん石せきも降ってきた。森の中が慌あわただしかったんじゃないのか？」

「あー、運が良かったのね。とりあえず、そういうのには出会わなかったわ」

　そう言って、お茶を飲んで、視線を逸そらすヒビキに、まだ隠していることがあるように思う。

　だが、荷物は一応取り上げ、身体検査もした。

　他者を傷つけるような人間なら、こんな悠ゆう長ちような質問を受けないだろう。

　身元不明だが、危険度は低いか、訳ありの他国の住人に対する扱あつかいを取る。

「一応、このことは、俺の上司の騎士に相談してみる」

「うん。できれば、こっちで暮らしていける基き盤ばんとか欲ほしいからよろしくね」

　そう言って、ひらひらと手を振るヒビキ。

　だが、すぐに生活基盤は用意できないために、どうするか悩なやむ俺だが、そんな俺とヒビキに対してレスカが提案する。

「あの、ヒビキさん。しばらくは私の牧場で過ごしませんか？　まだ、部屋も空いてますから」

「ありがとう、レスカちゃん！　流石、私の義妹よ！　私、嬉うれしいわ」

「ちょっと、ヒビキさん！　私と同い年だから！　妹じゃないですよ！」

　珍めずらしく声を荒あららげるレスカだが、それも余計にヒビキの心を擽くすぐったのか、より強いハグを受けて顔を赤くしている。

　ヒビキの言葉には、多少怪あやしいところがあるが、今までの生活基盤を失った少女だ。

　レスカの牧場で居候いそうろうする間は、警戒のために荷物もしばらく預かったまま様子見した方が良さそうだ。

「しばらくはレスカの牧場で過ごすのはいいが、ヒビキに任せる仕事はあるのか？」

「あると思いますよ。この前、流れ星が落ちたために【魔の森】の境界線に自警団の人たちが交代で見張っているから牧場町の人手が著いちじるしく減っています」

「なるほど、単純労働なら大だい丈じよう夫ぶか」

　どう見たってこれまで戦って来た人間の筋肉の付き方をしていない。

　今は、運良く【魔の森】を抜けてきた人間のために、魔物相手の仕事よりは、関かかわらない細かな仕事を任せつつ慣れて貰もらう方向がいいかもしれない、と考える。

　俺は、食後のヒビキを連れて、先任騎士のバルドルへ紹しよう介かいし、また俺がヒビキから聞き出した話の内容と言動の雰囲気からの予測をバルドルに伝える。

　そして──

「こっちは、【魔の森】の方に集中しているからコータスに任せる。あとレスカ嬢じようちゃんの側そばにいるペロが攻こう撃げきしない、ってことはレスカ嬢ちゃんに対する悪意はないだろう。あの手の魔物はそうした気配に敏びん感かんなんだ」

　そう言って、案外あっさりとヒビキに関して俺に一任された。

　とりあえず、体に残った疲つかれを取りつつ、ヒビキの面めん倒どうを見ることにした。










　　　二章　左さ遷せん騎き士しとトレント果樹園







　謎なぞの遭そう難なん者・ヒビキがレスカの牧場で居候を始めて数日が経たった。

　朝、俺やレスカが働き始める時間帯であるが、新たな居候のヒビキは、中々起きてくることがない。

　牧場町の朝が早いことと慣れない生活リズムなのだろう、と思いながら、それでも自分のできることを探してレスカの牧場を手伝っている姿を見ているので特に文句はない。

「ふぅ、とりあえず、綺き麗れいにできたな」

　朝早くから牛舎の中に新たな敷しき材ざいを敷しき詰つめ、牧場の柵さく内ないに放たれたリスティーブルと対たい峙じする。

「さて、来るか」

『ヴモォォォッ！』

　リスティーブルがストレスを溜ため込みすぎないために行われる俺に対する突とつ撃げき。

　以前は、受け止めることは困難だったが、Ｂランクの魔物を討とう伐ばつしたのを契けい機きに、何故か新たな身体強化の固有魔法を会え得とくし、受け止めることができるようになった。

　そのために、訓練兼けんリスティーブルのストレス発散に付き合うことも日課となりつつあった。

「──《オーラ》《デミ・マテリアーム》！」

『ヴモォォォォッ！』

　いつも以上に勢いづいたリスティーブルの突撃による頭ず突つきを正面から受け止める。

　角を摑つかみ、押し込まれて地面に跡あとが残るがそれでも《オーラ》による身体強化と《デミ・マテリアーム》による半物質化した魔ま力りよくの籠こ手てで受け止めることができた。

『モォ～』

「もう十分か。それじゃあ、朝食の準備をするか」

　一回の突撃で満足したのか尻尾しつぽを揺ゆらしながら牛舎の方に歩き始めるリスティーブル。

　俺は、その隣となりに立ち、白黒模様の体を撫なでながら付いていく。

　そして、リスティーブルのお世話を終え、レスカが呼びに来て、家の中に入る。

　その頃ころには、ヒビキも眠ねむたそうな表情のまま食堂に集まり、朝食を食べる。

　眠たげだったヒビキも食後のお茶を飲む頃には頭も回り始めた。

「はぁ、朝ご飯が美お味いしいわ。レスカちゃん、ありがとうね。もう大感謝よ！」

「お口に合って良かったです」

「もう、ホントにレスカちゃんは、可愛かわいいわ！　私の義妹いもうとにしたいわ！」

　そう言って、レスカの頭を撫でようとするヒビキだが、それを見み越こして避よけるレスカ。

　だが、その逃にげた先で俺が代わりに頭を撫でる。

「あれ？　私避けたのに……ってなんでコータスさんが撫でるんですか！」

「いや、つい」

「つい、じゃない！」

　怒おこるレスカだがそれが本気じゃないと分かるので、撫でる手を止めて黙だまって一歩下がる。

　だが、名残なごり惜おしさに一いつ瞬しゆんだけ、悲しい気持ちになりそれを感じ取ったレスカは、少しだけ罪悪感を感じるような素そ振ぶりを見せるが……

「そんな顔したって撫でさせませんからね！」

「駄だ目めか」

「駄目です」

「あらあら、お姉さん。置いてきぼりで目の前で見せつけられてるんだけど……壁かべを殴なぐりたいんだけど、やってもいいかしら」

　ニコニコ笑え顔がおだけど、苛いら立だちからか表情に影かげがあるヒビキ。

　そんなヒビキを落ち着けた後、ヒビキにとって初めてのレスカの牧場以外の仕事をすることになる。

「レスカ。今日は何をするんだ？」

「今日は、果樹園のお手伝いですよ。今の時期は、すももや杏あんず、ネクタリンなどの果くだ物ものが収しゆう穫かくできますよ」

「そう言えば、果樹園があったな」

　俺は寄ったことはないが、果樹園の木々が遠くからでも見れるために場所だけは知っている。

「収穫した果樹を水寒石を入れた水に浸つけて冷えたものを食べてもいいですし、ジャムにしてパンに付けても美味しいですよ。他ほかにも、干しフルーツにして少し季節をズラして食べてもいいですし、細かく刻んでパンケーキに混ぜ込むのも美味しいんです」

「おいしそうだな。朝食を食べたばかりなのにお腹なかには辛つらい話ね」

　甘い物は別腹ね、と呟くヒビキ。俺もレスカもそれなりに食べることが好きなので、実際に目の前に果物が並んだら食べられる自信はある。

　そうして俺たちは、午前中に果樹園の収穫を手伝うために出かけ、ペロは放牧したリスティーブルと一いつ緒しよに留守番だ。

　果樹園に向かうために牧場を出る直前、牧場の前でジニーが待ち構えていた。

「ジニー。今日は、訓練はないぞ」

　俺がそう言うとジニーは、小さく頷うなずき答える。

「うん。でも、訓練以外でも牧場の手伝いをすれば体力が付くと思うから手伝う」

　確かに、最下級のＦランクの冒ぼう険けん者は、最初は冒険に出るよりも薬草採取や町中の荷物運びなどの仕事で体力などを付けて行く。

　そういう意味なら、牧場の手伝いもあながち間ま違ちがいではなく、レスカとヒビキも歓かん迎げいしている。

「それじゃあ、ジニーちゃんには、果物を運んでもらいましょうか。高い場所にある果物を採るのは危ないですからね」

「ジニーちゃん、ほんと健けな気げ！　お仕事終わったら、お姉さんと一緒にご飯食べましょう！　食べさせてあげるわ！」

「やめろ、近寄るな、変質者」

　そう言って、じりじりと寄って来るヒビキから逃げるように俺の陰かげに隠かくれる。

「ヒビキ。ジニーであまり遊ぶな。嫌いやがっている」

「なによ、あんた！　さりげなくジニーちゃんの頭を今、撫でて！」

　ちょうど、俺の陰に隠れるジニーの頭がいい感じのポジションに来るので自然と撫でてしまっていた。

「ああ、私には懐なついてくれないジニーちゃんが目を細めて気持ち良さそうにしている！　なんか猫ねこっぽい！　いいわね！　懐なつかない野の良ら猫ねこっぽくて！」

　一人興奮するヒビキに対して、深い溜ため息いきを吐はき出す俺は、胡う乱ろんげな目を向ける。

「ヒビキ、いい加減にしないと俺も怒るぞ……」

「私は、何をされてもジニーちゃんと仲良くなるのを諦あきらめる気はないわよ！」

　俺がすっと目を細めてヒビキを見つめるが、普ふ通つうなら怖こわがられる俺の視線を受けてもヒビキは毅き然ぜんと答える。

「お仕事を真ま面じ目めにする年上の人は尊敬できるかも」

「さー、果樹園のお仕事しましょう！　そうしましょう！」

　ジニーの呟つぶやきを聞き、素す早ばやい切り替かえの速さで目的地も知らないのに先頭を歩き始めるヒビキ。

「変質者、ちょろいね」

　若じやつ干かん、ジニーの黒い面を見た気がして、微び妙みように渋しぶい表情になる。

　まぁ、冒険者を目指すなら、このくらい可愛いものだろう、と思いつつ、牧場町の果樹園にやって来た。

　だが、ここでもまた、俺の常識が崩くずれる音を感じる。

「ここが牧場町の果樹園ですよ。凄すごいですよね」

「……これが、果樹園か」

「そうですよ。あれ？　一度見ませんでしたか？」

　俺の目の前に、木の洞うろが人の顔のようになっている樹木が立ち並び、その木々の洞から、オォォォッという人の呻うめき声のような風音が聞こえる。

　それも全部だ。はっきり言って異常であり、不気味な光景を見ている俺だが、レスカは思いがけない言葉を掛かけてくる。

「コータスさんも一度見ているはずですよ」

「見ている？」

「ほら、Ｂランクの魔物が襲おそって来た時、足止めしてくれましたよ」

「……あの時か」

　つい最近、突とつ然ぜん変へん異いの推定Ｂランクの魔物が襲って来た時、地面から根が生え、その魔物に絡からみ付いて足止めしたことがあった。

　その時は、次々と変わっている戦せん況きように考える余よ裕ゆうがなかったが、根を自在に操あやつり、人の顔に見える洞を持つ存在は、一つ思い当たる。

「トレントか」

「はい。それも、五十年までの若いリトル＝トレントの果樹園ですよ」

　そう説明しながら、トレントの木々の間を歩いていくレスカ。

　牧場主を探そうと左右を見回すレスカに対して、近くのトレントが、枝葉を動かして、居場所を教え、その先にいるトレントたちが見えるように自身の根を動かして左右に退き、道を作る。

　芽め吹ぶき、一生その場所に留とどまる通常の樹木とは違ちがい、自我を持ち、多少なりとも動くことのできるトレントたちに囲まれた状態であるために、俺は少し居い心地ごこちが悪くなる。

「おおっ、不思議な光景ね。それにあの果物美味しそう」

「うん。甘そう」

　俺が居心地の悪さを感じる一方、ヒビキとジニーはこの果樹園を受け入れているのか、普通に話している。

　ヒビキの指差したトレントに実る果物を美味しそうと評し、ジニーが頷いている。

　そんな雰ふん囲い気きのままトレントたちの間を進み、俺たちは、トレントの果樹園の牧場主を見つけ、挨あい拶さつと仕事の割り振ふりを聞く。

「それじゃあ、収穫を手伝いましょうか。私は、腰こしにこの籠かごを付けて、梯はし子ごに乗って高い場所の果物を収穫しますからコータスさんは、梯子を支えてくださいね」

「全部収穫するのか？」

「いえ、手でもぎ取れるくらいの果物だけを選びます。もぎ取れない奴やつは、まだ収穫の時期ではありませんから」

「レスカちゃん、私とジニーちゃんは何すればいいの？」

「ジニーちゃんは、私が集めた果物を運んでください。ヒビキさんは、ジニーちゃんのお仕事を手伝いつつ、収穫が終わった後のトレントの樹きの根元に肥料を撒まきましょう」

　農場仕事の指示を受けて頷き、早さつ速そく作業に取り掛かる。

　レスカは、梯子を借り受け、梯子に登り果物をもぎ取っては、一つずつ腰に付けた籠の中に入れていく。

　俺は、そんなレスカの乗った梯子が倒たおれないように支えながら、トレントの樹を観察する。

『『『オオオオオッ──』』』

　どこもかしこもやや高い声が漏もれ聞こえる中で、不思議に思う。

「トレントは、魔ま法ほう使つかいの使う道具に使われると聞くが、何種類もの果物を実らせるのは初めて聞いたな」

「違いますよ。これは、若い頃ころの接つぎ木の結果です」

「接ぎ木？」

「はい。リトル＝トレントの樹に一いつ般ぱん的な植物の枝を接ぎ木するんです。トレントは、非常に生命力が強いですから、普通の樹に比べてかなり安定して接ぎ木が定着するんです。そうなれば、トレントの養分を吸って、一本の木から複数の果物が育つんです」

「だから、複数の果物を実らせるのか」

　梯子を押さえながらよくよく観察すれば、今レスカが収穫している果物の伸のびる枝と大本の台木とでは樹木の色が違う。

　また別の場所でも色や枝の質感が違う場所があり、そこがトレントと果物の接ぎ木の境界なのだな、と分かる。

「便利なものだな」

「そうですね。ですけど、接ぎ木は、トレントを傷つけますのでそう頻ひん繁ぱんに行うこともできないですね。それにトレントの果樹園にも期限がありますから」

「やっぱりトレントの寿じゆ命みようか？」

「どちらかと言うと生長ですね。トレントの枝の挿さし木によって生まれたトレントの苗なえ木ぎから樹じゆ齢れい50年までがリトル＝トレントと呼ばれ、その期間だけがトレントの果樹園にできるんです。それ以上だとトレントが進化して接ぎ木するのが大変になるので、その前に接ぎ木をした枝を全すべて切り落として自然に返すんです」

　それ以上の樹齢に達するとトレントと呼ばれ、３００年を超こえるとオールド＝トレント。更さらに１０００年以上を超えるとエルダー＝トレントに進化する可能性があり、進化する度たびに、知能や能力が飛ひ躍やく的に伸び魔法を使う個体も現れてくる。

　そうした循じゆん環かんサイクルがあり、リトル＝トレントの果樹園は一定数を保ったまま運営されているらしい。

「だが、勿もつ体たい無ないな。50年しか維い持じできないなんて、さらに接ぎ木の生長を考えると果物が収穫できる年数は40年前後か」

「でも人間の寿命を考えるとそのくらいの方が管理しやすいですし、何よりそれ以上だと知能を増して危険なんですよ」

「そうか。やっぱり、そういう考えか」

「それに、トレント種の魔物が一番弱いのは、力がなく、移動も自由にできない若い樹の頃ですから、その時期に牧場で管理して育ち、大きく安定したら、巣立つ。一種の共生関係として成り立っているんです」

「ああ、そういう見方もあるのか」

　レスカの魔物の話を聞きながら俺たちは作業する。

　一つのトレントの果樹から収しゆう穫かくを終えたレスカは、一度集まった果くだ物ものの入った籠を地面に下ろし、それをジニーとヒビキが運ぶ。

　俺たちが収穫を終えて梯子を移動させた後のトレントの根元にヒビキが肥料を載のせた猫ねこ車ぐるまを押し、スコップで肥料を撒く。

　その時、オオオオオッ、と嬉うれしそうな声が響ひびき、どこか風ふ呂ろに浸つかり極ごく楽らくの声を上げる人間のような反応に少しおかしく感じる。

　レスカが次の果樹の収穫に向かうので俺が梯子を持ち運び、再び設置して押さえ、レスカが梯子に登る。

　その中で事件が起きた。

『オオオオオオオオンッ──』

「きゃぁぁっ!?」

「おっ、なになに？　なんか始まるの？」

　今目の前で、ヒビキが肥料を与あたえ、ジニーが籠に入った果物を回収しようとしているところで、近くのトレントが叫さけびを上げ、地面から太い根が生え、二人の体を捕つかまえて持ち上げる。

「ジニーちゃん！　ヒビキさん！　えっ、きゃっ!?」

「レスカ、危ない！」

　レスカの乗っていた梯子が掛かるトレントも叫びを上げ出し、梯子が後ろに倒れる。

　梯子の上から落ちてくるレスカを咄とつ嗟さに受け止め、地面に倒れ、その拍ひよう子しに籠の中に収穫した果物が辺りに転がる。

「コータス兄ちゃん、レスカ姉ちゃん！　このっ！」

「ジニーちゃん、止やめなさい！　ここで火を使うのは！」

　倒れた地面から見上げた先にいるジニーとヒビキは、トレントの枝で作られた檻おりの中に入れられ、その拍子にジニーが抱かかえていた籠も横よこ倒だおしになり、檻の隙すき間まから転がり落ちている。

　なんとか脱だつ出しゆつするために火魔法を使おうとするジニー。

　だが、ジニーが火魔法を使うことを知らないが、暴発の危険性があることを感じ取ったヒビキによって止められる。

　そして、完全に果樹園の地面に埋うまっていた根を地面から引き摺ずり出し、少しずつ動き始めるトレント。

「待て！　ジニーとヒビキをどうする気だ！」

　俺は、受け止めたレスカを地面に優やさしく下ろし、トレントを止めるために、近くで横倒しになった梯子を拾い上げて、その幹に叩たたき付ける。

　だが、木の魔物であるトレントにはその攻こう撃げきは効かずに、逆に梯子が砕くだけて周囲に木片が飛び散る。

『オオオオオオンッ──！』

「ぐっ、がはっ！」

「コータスさん！」

　トレントの振るう枝木が俺を弾はじき飛ばし、別のトレントの樹に叩き付けられそうになる。

　だが、弾き飛ばされた先のトレントは、地面から抜ぬき出した木の根を螺ら旋せん状に構えて俺を受け止め衝しよう撃げきを押し殺したために、怪け我がらしい怪我は負っていない。

「なんなんだ。こいつらは」

　確かに、ジニーとヒビキを奪うばわれないように邪じや魔まはされたが、俺たちに危害を加えるつもりはないようだ。

　他ほかのトレントたちも俺たちの邪魔をするように枝葉で視界を遮さえぎろうとするが、攻撃をする素そ振ぶりは見せない。

　だが、ジニーとヒビキはトレントに捕まえられたままで助ける術すべがない。

「コータス！　ちゃんとこれを拾いなさいよ！」

　ヒビキは、レスカから借りた服から何かを引き千切り、こちらに投げてくる。

　鈍にぶい光を放つそれを空中でつかみ取るとそれはヒビキの着ている服のボタンということが分かった。

「絶対に無くさないでずっと持ってなさい！　ジニーちゃんは私が何とかするから！」

「ジニーちゃん、ヒビキさん！」

　レスカが二人の名前を呼びかけるが、勢いづいて走り出したトレントは、町中を疾しつ走そうしてそのまま自警団の警けい戒かい網もうを敷しく【魔の森】の境界を突とつ破ぱして、【魔の森】に突とつ入にゆうしていった。

　まさか、町中の方から異常事態が発生すると思わなかった自警団は、啞あ然ぜんとした状態のままそのトレントとトレントによって捕まったジニーとヒビキを見送ったようだ。
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　牧場町は、騒そう然ぜんとなった。

　Ｂランクの魔物の襲しゆう来らい、【魔の森】に落ちた隕いん石せき、そして、トレント果樹園から使し役えきしていた魔物が人間を攫さらい逃とう走そう。

　今までにない出来事に町の重役は、頭を悩なやませ、肉親を攫われたリア婆ばあさんは──非常に冷静だった。

「あんたらの話を聞く限り、あたしの孫まご娘むすめは、連れ去られたけど、別に傷つけるつもりはないようだね」

「そんな悠ゆう長ちようなことを言っていていいのか？」

　町の重役が一堂に会し、バルドルもその場に居てリア婆さんに聞くが、仕方がないと溜ため息いきを吐はき出す。

「トレント果樹園の牧場主の言うことが正しいならね」

　そう言って目を向けられた、顔を真っ青にした背の高い年若いトレント果樹園の牧場主が震ふるえる声で答える。

「こんなことは今までになかったし、親父おやじの代でもないし聞いたことがないって言っていた。それに俺とトレントとの繫つながりが途と中ちゆう、何者かに介かい入にゆうされて言うことを聞かなくなった。攫って逃にげたトレントの一体は、その何者かの命令を受けていた」

「ってことは相手は、トレントよりも更に上位の存在ってことになるねぇ」

　あの場の目撃者である俺たちもこの場に同席している。

　だが、その中での会話に分からない部分が存在する。

「レスカ。すまんが、どういうことだ？　普ふ通つう、調教して使役した魔ま物ものは、調教者の命令が優先だよな」

「そうですね。基本的にそうですけど、例外はあります」

　前置きして語り始めるレスカの話に耳を傾かたむける。

「魔物が命令を聞かない場合は、調教師と魔物との関係に不和が生じた場合です。この場合は、環かん境きようが劣れつ悪あくだったり、契けい約やく内容が違ちがう場合になりますけど、ララックさんは、そう言うことはないですよね」

「それは、酪らく農のうの神に誓ちかってそんなことはしていない！」

　レスカの言葉に激しく頷うなずき、自身の信しん仰こうする神にすら誓いを立てるトレント果樹園の牧場主。

　そしてレスカは、もう一つの可能性を口にする。

「もう一つの可能性は、その魔物が逆らえない圧あつ倒とう的てきな上位者や上位種。例えば、ゴブリンだったなら、ゴブリンキングやゴブリンエンペラーと言った存在。トレントの場合は──」

「エルダー＝トレント。もしくは、エルダー＝トレントと親交の深い木精せい霊れいか」

　そこまで話を聞ければ、ジニーとヒビキを連れ去ったものの正体が見えてくる。

「確か、ジニーは、【火魔法】の内包加護には、火精霊に関するものがあるはずだよな。なら、精霊関係でジニーが呼ばれたのか？　そうなるとヒビキは巻き込まれただけになるのか」

　今すぐに命の危機がないからと言って、【魔の森】は危険な場所だ。

　少女二人が連れ去られたままではいけない。

　そんな時、俺のズボンのポケットの中身が微かすかに震えているのを感じ、それを取り出す。

「なんだ？」

　これは、ヒビキが連れ去られる直前、レスカから借りた服から引き千切って俺に投げて寄よ越こしたボタンだ。

　金属製の大きめな飾かざりボタンが小刻みに震え、その存在を主張しているようだ。

　俺は、そのボタンに触ふれると、どこか遠い場所と魔力の繫がりがあるのを感じる。

　俺も自身の魔力をボタンに込こめて、魔力の繫がりの先に送り返す。そして、双そう方ほうの魔力が繫がり、ボタンが震えて声が聞こえ始める。

『あ、ああー、マイクテスト、マイクテスト。そっちに声聞こえる～』

「その声、ヒビキか！　ヒビキなのか!?」

　突とつ然ぜん、目の前のボタンが人の声を発して驚おどろきの声を上げると、ボタン自体が小刻みに振しん動どうし、甲かん高だかい鳥とり肌はだの立つ音を上げる。

『少し落ち着きなさい、声が大きいわよ！　でも、ちゃんと繫がったみたいね』

「これはどういうことだ？　通信の魔道具なのか？」

『そんな大層な物じゃないわよ。ただ、私の声を音の振動にしてあんたの持ってる飾りボタンに振動を再現して伝えているだけよ』

　細かな制せい御ぎよとかできないし、特定の人物に対してしか通信できないものよ、なんてボタンから聞こえるが、驚きよう愕がくに値あたいする魔道具だ。

　魔道具。それも通信をするものなど、王族や軍属に少数配備されているだけで個人が持っているような物ではない。

　そのことにヒビキは、何者なのか、という疑問が町の重役たちの間に流れるが、今は向こうの状じよう況きようの確かく認にんを優先し、唯ゆい一いつの情報源であるヒビキとの会話を邪魔しないように、黙だまってくれている。

『それじゃあ、こっちの情報を伝えたいけどいい？』

「ああ、頼たのむ」

『今は、私たちは、トレントたちに守られているわ。それとどうやらトレントたちに命令している存在がいるみたい』

「いるみたい？」

『ちゃんと姿を見てるわけじゃないわよ。ただ、片言で言葉を使うトレントに『タマゴ、アタタメロ』『タマゴ、シヌ』『シンダラ、ココヤカレル』って言葉を必死に繰くり返しているのよ』

　話を繫げると、トレントや上位のトレント、更さらに命令を下している木精霊が守る大事な卵が存在し、それを温めないと中の生き物が死んでしまう。

　そして、卵の中身が死んでしまったら、卵の親にでもトレントたちが殲せん滅めつさせられるのか？

　そんな状況はわけ分からんが、ヒビキが向こう側の状況をボタン越ごしに聞かせてくれるのか、トレントの呻うめき声が確かに聞こえる。

『今、私とジニーちゃんが卵を炎ほのおで温めているところよ。でも、この卵、なんか凄すごいものらしくてこの卵を狙ねらって、色んな魔物が集まって来るんだけど、今はトレントたちが守っているところよ』

「なら、俺たちは、どうすればいい？」

『とりあえず、迎むかえに来てくれる？　トレントたちは卵を手て離ばなしたがっているみたいだし、トレントに命令している何かも持ち帰ってほしいみたい。ああ、でもあまり大人数だと驚いちゃうから少数で迎えに来て』

「分かった」

『それじゃあ、こっちも卵を温めるのに集中したいから、切るわ』

　そう言って、テーブルに置かれたヒビキの飾りボタンは振動が止まる。

　だが、ボタンの魔力的な繫がりはまだ微かに残っており、それを辿たどっていけば、ヒビキたちのいる場所に辿り着けるかもしれない。

「聞いたな。俺たちは、これまで通り【魔の森】を警けい戒かいしよう。そして、ジニーとヒビキ嬢じようちゃんを迎えに行くのは、コータス。お前だ」

　バルドルが音おん頭どを取り、これからの予定を決めていく。

「【魔の森】を行くなら、俺の牧場のランドバードを使ってくれ、足は速いし、【魔の森】だって進んでいくことができるぞ！」

「なら、武器はまだないが、マチェットならできてる。武器代わりに持っていけ。それと余よ裕ゆうがあれば、この前落ちた隕石拾ってきてくれ！」

　ランドバードの牧場主と鍛か冶じ師しのロシューが口々にそう言ってくる。だが、ロシューが要望する隕石探しまでの余裕はない。と内心答える。

「こっちは、卵を温める炎えん熱ねつ石を集めておく。トレントが守って手離したい卵がどんな魔物のものなのか気になるぜ！」

「コータス、あたしの孫を頼むよ！」

　一人の牧場主は自身の好こう奇き心しんを抑おさえきれずにそう言葉にし、リア婆さんが立ち上がって俺の手を握にぎって、真しん剣けんな表情で頼んでくる。

「分かった。ジニーとヒビキは、ちゃんと迎えに行く」

「さぁ、動け！　これから日が暮れるぞ！」

　バルドルの声に俺は、この集まりからすぐに離はなれる。

　ヒビキが魔道具を作りそれを操あやつり、火魔法を使えるらしい内容は聞き取れたはずだが、彼女が何者であるか、誰だれ一人ひとり疑問を口に出すことなく、【魔の森】に俺を送り込む準備を進める。

　俺もレスカの牧場に戻もどり、厚手の服とブーツを履はき、次にロシューの工こう房ぼうより持ってきたマチェットを受け取る。

　その際、バルドルも一いつ緒しよに、ある物を渡わたして来る。

「ほら、コータス。前にお前が欲ほしがっていたものだ」
















　そう言って渡して来たのは、木刀だった。

「作るの苦労したぜ。お前が持ってた偽にせ鎧よろいから分ぶん離りした【グラド重鉱石】と前に使ってた木刀から回収した鉄てつ芯しんを合わせた合金をロシューに鍛きたえ直してもらった後、俺が木材を貼はり付けて圧縮したんだからな」

　受け渡された木刀は、ずっしりと重い。

　中心に一定濃のう度どで重力を発する【グラド重鉱石】と鉄の合金の芯が入れられ、その周りにはトレントの木材が貼り付けられ、バルドルの加護である【重圧の魔ま眼がん】によって極限まで押しつぶされて作られた特とく殊しゆな圧縮木刀だ。

　見た目以上にずっしりと重く、その場で素す振ぶりをして、空気を切る音の違いや木刀のしなり具合を確かめる。

　ただの鉄芯を使ったものよりも重く、ただの木刀を使ったものよりも硬かたい。

　本来は、鍛たん錬れん用の木刀になるはずだったが、下手な鈍どん器きよりも性能のいいものができてしまっている。

「ありがとう。使わせてもらう」

　バルドルに一礼して、次にランドバード牧場の牧場主がランドバードに鞍くらを付けているところに向かう。

「さぁ、こいつに乗ってジニーちゃんたちを迎えに行きな！」

　そう言って手た綱づなを手て渡わたしてくる牧場主から受け継ついだランドバードの嘴くちばしを撫なでると、クルルッと嬉うれしそうに鳴き声を上げる。

　そのまま嘴や頭、顎あご下したなどの撫で心地ごこちちのよさに思わず、やるべきことを忘れそうになったが、煩ぼん悩のうを振ふり払はらい、ランドバードの鞍のあぶみに足を掛かけて乗る。

　一応、乗馬の訓練などはしたことがあるが、馬よりも賢かしこいランドバードは、すんなりと俺を乗せてくれる。

　そして、ランドバードに乗った俺の前に現れたレスカの姿は──

「さぁ、コータスさん、ジニーちゃんとヒビキさんを迎えに行きましょう！」

「レスカ!?　何してるんだ!?」

　その姿は、牧場で待たせているはずのリスティーブルの背に乗り、リスティーブルの足元には、オルトロスのペロが腰こしを下ろして共に出発の準備をしている。

「ランドバードに乗せられても二人までですから。私も同行します。それに食料や薬なども万が一の時に必要ですから！」

　そう言って、俺の装備とは別のリスティーブルの背の荷物が入れられた鞄かばんを指差す。確かに必要な物資だ、と理解する。

　だが、その役目がレスカである必要はないだろう、という言葉が出そうになるが、レスカの力強い目に言えなくなる。

「……【魔の森】は危険だ。安全は保障できない」

「でも、コータスさんは守ってくれますよね。それに私には、ペロが居ますから」

『『ワンッ！』』

　任せろ、と言わんばかりに鳴き声を上げる双そう頭とうの魔犬は、盛せい大だいに尻尾しつぽを振って、やるぞ、やってやるぞぉ、と意気込みを見せる。

「分かった。ならいくぞ！　先頭は俺が進む！」

　俺は、ランドバードの手綱を繰り、ゆっくりとだが【魔の森】に進んでいく。

　トレントが移動した跡あとが色いろ濃こく残る地面、そして、ヒビキの残した魔力の繫つながりが残る飾りボタン、ペロの嗅きゆう覚かくがジニーとヒビキのいる場所に辿り着く道標となる。

　日も暮れ始めた【魔の森】に入り進んでいく俺たちだが、レスカの用意したライコウクラゲのランタンのお陰かげで暗い夜道を進むことができた。

　魔物の気配すら薄うすいトレントの通り道を辿りながら進むが、俺たちを襲おそってくる魔物は周囲には現れない。

　だが【魔の森】の各所では、動物や亜あ人じん系の魔物の悲鳴や断だん末まつ魔まが響ひびき、ここが安全ではないということを示している。

「やっぱり、【魔の森】か……っ!?　止まれ！」

　先行している俺は、ランドバードの手綱を引いてその場に止まる。

　するとレスカのランタンの光に惹ひかれたのか、進路に姿を現したのは、鷲わし鼻ばなに小人のような身長と体格、だが手や顔はゴツゴツとしており、腰こし蓑みのと棍こん棒ぼうだけの緑色の亜人の魔物・ゴブリンだ。

『グギャッ!?』

『『グルルルルッ！』』

　レスカの護衛であるペロが唸うなり声を上げて、威い嚇かくするが魔物として知能の低いゴブリンはそのまま棍棒を振り上げてこちらに襲い掛かろうとする。

　俺は、リーチの長い木刀でランドバードの上から頭を叩たたき、駆かけ抜ぬけようと算段を付けていたが、更に予想外のことが目の前で起きる。

『『『オォォォォォッ──』』』

　ゴブリンたちが振り上げた棍棒が真上から、ひょいっと取り上げられ、人の呻き声のような音が聞こえた。

　何が起こったのか確認するために視線を上げれば、木の枝がゴブリンの棍棒を奪うばい取った。

『グギャァァァッ──！』

　そして次の瞬しゆん間かん、地面から生えた木の根がゴブリンの胴どう体たいや足首に巻き付き、トレントの駆け抜けた跡から退けるように引き摺ずられ、暗い【魔の森】の奥に消えていく。

「「…………」」

　その光景に絶句する俺とレスカだが、まだ事態はまだ終わらない。

　俺たちの周囲にいる木々が全すべて騒ざわめき出し、木の幹が窪くぼみ、人の顔のような形を浮うかび上がらせる。

『『『オ、オオオオオッ──』』』

「くっ、囲まれていたのか！」

　俺は、ランドバードの上から木刀を構え、トレントたちと対たい峙じするが襲ってくる様子はない。

　むしろ、先に進め、と言うように枝先をトレントの駆け抜けた先を指し示す。

「えっと、あと少しで辿り着く。ってことでいいんでしょうか？」

　レスカの質問に、呻き声のような声を上げるトレントだが、木の幹全体を使って、肯こう定ていのように体を揺ゆする。

「コータスさん、ジニーちゃんとヒビキさんを迎えに行きましょう！」

「あ、ああ、分かった」

　レスカの【育成】の加護にある【魔物親和】や【共感】などの友好的な魔物に効果のある【内包加護】が働いているのか、俺より先に順応したレスカに促うながされ、先に進む。

　トレントたちの案内で辿り着いた先には、夜の空の下で一ひと際きわ目立つ炎ほのおの明るさとそれを取り囲むようにして作られているトレントの生身の防ぼう壁へき。

　そして、そのトレントの防壁の周囲に積み重なるように集まる様々な魔物の死体だ。

「ゴブリン、コボルト、オーク、それに肉食系の魔物が多いです」

　トレントたちが必死で守る何かを奪い取るために、亜人系や肉食系の魔物が押し寄せている中で、俺たちが近づくと、トレントの防壁が左右に分かれていく。

　そして、トレントの防壁の中でトレントが苦手とする炎を焚たいているジニーとヒビキの姿を見つけた。




　　　●




「ジニー！　ヒビキ！」

「あっ、コータス兄ちゃん、レスカ姉ちゃん」

「二人とも、お迎むかえありがとう！　とりあえず、これでも食べて休みましょう。まだ時間が掛かるから」

　そう、火柱を囲むように座っているジニーとヒビキの前には、大きな葉っぱに載のせられた大量の果実や木の実、キノコがある。

　それを木の串くしに刺さして炙あぶり、頰ほお張ばったり、そのまま食べている緊きん張ちよう感かんのない二人の姿に軽い頭痛を覚え、こめかみを押さえる。

「一体全体、どういうことだ？」

　俺とレスカは、それぞれランドバードとリスティーブルから降り、話を聞く。

「とりあえず、私とジニーちゃんが炎を起こして卵を温めて中の生き物が死なないようにしているんだけど……本当に大だい丈じよう夫ぶなのかしらね？　温めるんじゃなくて焼いて」

　そして、果くだ物ものを食べながら、激しく燃える火柱の中に目を向け、その炎の光に目を細めれば、話に聞いていた卵が直じか火びで焼かれていた。

　表面は、灰色をしており、どう見ても焼き卵にでもしているようにしか見えない。

「一応、トレントたちがずっと守ってくれているので安全だから、二人とも座ったら？」

　分からない状じよう況きようで考えても仕方が無いので、ヒビキに勧すすめられるままに座り、果物に手を付ける。

「わぁ、これ凄すごいですよ！　【魔の森】でしか採取できないものです！」

「食べて、大丈夫なのか？　このキノコ、怪あやしい色しているぞ、まぁ【頑がん健けん】の加護があるから死にはしないが」

　レスカは艶つややかな果物を手に取り、俺はヒビキから押し付けられた怪しいキノコの串焼きを受け取る。

　二人とも篝かがり火びを維い持じするためにこの場から大きく動けないが、それでも食べるなどの自由はあるようだ。

　俺やレスカは、ここまで運んでくれたランドバードとリスティーブルにも果物を分けたりするが、ペロは、果物より肉好きな片方の頭が落らく胆たんするが、肉厚で熱々の焼きキノコをハフハフいいながら食べている。

「トレントたちが手当たり次し第だいに集めたけど、まぁ案の定、人間が食べられるものとそうじゃないものを区別してなかったけど、ジニーちゃんがちゃんと分けてくれたわ」

「毒の植物やキノコは薬の材料になるから覚えている。それ以外も一応知ってる」

　薬屋の孫で高名な冒ぼう険けん者夫ふう婦ふの娘むすめであるジニーは、体力面は年相応だが、知識面は非常に充じゆう実じつしており、その言葉を信じ、焼きキノコを食べるが、芳ほう醇じゆんな香かおりが口に広がり、鼻から抜けていく。

　心なしか、体に活力が漲みなぎるような気がしてきた。

「意外と旨うまいな。このキノコってなんて種類のなんだ？」

「それは、紫むらさき笠がさ茸たけ。精力剤ざいの原料になる食用可能なキノコ」

「ぶふっ……ごほごほっ！」

　ジニーの、年とし端はもいかない少女が口にするとは思わなかった言葉に思わず咳せき込んでしまう。

「コータス兄ちゃん、食べても大丈夫。それ単体だとちょっと体力回復するキノコだから」

「いや、そういう問題じゃなくて……」

「あたしは、厳然たる事実を口にしただけ、恥はずかしいことはなにもないよ」

　そう言って、別の焼きキノコを食べるジニーにヒビキが俺の反応を見て苦笑いを浮かべ、レスカが顔を真っ赤にして固まっている。

　ジニーがませているのか、それとも性に関して疎うといのか、と俺は溜ため息いきを零こぼす。

　一息吐ついた俺たちは話を聞く。謎なぞの卵を温める炎は、最初の頃ころは、ジニーの体から火精せい霊れいたちが魔ま力りよくを半ば強制的に吸い取り、炎を生み出していたらしい。

　その後、魔力が不足して、ヒビキが交代して火柱を生み出し、何度か魔力の回復と炎の維持を繰くり返しているとのことだ。

　だが、火精霊が勝手に魔力を吸い出すジニーに比べて、ヒビキの方が長時間、火柱を生み出し維持しているらしい。

　今もこれほど威い力りよくの強い火柱を果物を食べながら片手間で維持しているヒビキは、改めて何者だと考えてしまう。

　そして、こんな【魔の森】の中心、魔物に囲まれて和なごやかな雰ふん囲い気きなど本来はあり得ないが、恐おそれていたことが遂ついに起きた。

『アオォォォォン！』

「狼おおかみの遠とお吠ぼえ!?」

　俺はすぐさま立ち上がり、武器であるマチェットを構える。

　直後、トレントの防壁を飛び越こえてくる狼とそれに乗った緑色の皮ひ膚ふを持つ亜人型の魔物が地面に転がるようにして着地してくる。

『『グルルルルッ』』

　魔犬のオルトロスであるペロが警けい戒かいの唸り声をあげ、騎き乗じようしていた狼から投げ出された緑の肌はだの亜人が起き上がり、自身の武器を確かめるように素す振ぶりをする。

　騎乗していた狼は、飛び越えるまでの間にトレントの攻こう撃げきを受けたのか、腹が裂さけ、血が溢あふれ、臓物が千切れて零れ出ている。

　子どものジニーに見せるには早い光景に、レスカがジニーを抱だき寄せて目め隠かくしする。

『オデ、クウ。ソレ、クッテ、シンカ、スル』

「こいつ、人語を喋しやべるのか。それに進化だと？」

　装備は、人間から奪ったような錆さびついた剣けんにサイズの合わない鎧よろいを纏まとった筋肉の張った亜あ人じんの魔物。

　身長は、１８０センチを超こえて、近寄れば見上げるような格好になる緑色の人型の頭には角が生えていた。

「ゴブリンの上位種。ゴブリン・ジェネラルか」

「オデ、ソレヲクッテチカラ、タメル。シンカシテ、キング……オウニナル」

　篝火の中の卵を見つめながら片言の言葉を喋るゴブリン・ジェネラルに俺は、視界を遮さえぎるように飛び出す。

「悪いが、キングにまで進化されては人間の災害になる。この場で倒たおさせてもらう」

　ゴブリン・ジェネラルの単独での討とう伐ばつランクは、Ｃランク。

　本来、同時に存在する無数の下位のゴブリンたちによって討伐ランクは高くなるが、トレントの防壁に阻はばまれ、下位のゴブリンは突とつ破ぱできずにいる。

　そして、単独でいるゴブリン・ジェネラルを倒すチャンスは、今だけだ。

「コータス、私も戦うわ」

「ヒビキは、炎を維持しつつ、レスカとジニーを守れ！　それに魔法を放てば、奴やつの背後にあるトレントに当たる可能性がある！　そうなったら、食い止めている魔物が入り込む可能性があるぞ！」

　俺の言葉にヒビキが息を吞のむのを感じ、ゴブリン・ジェネラルと対峙する。

「いくぞ！　──《オーラ》《デミ・マテリアーム》！」

「ジャマスルナ！」

　人間から奪うばった大剣だろうか、錆びており、刃は毀こぼれが酷ひどいが、それでも重量のある武器であるために叩たたき斬きることはできる。

　そんな剣けん戟げきに対して俺は、身体強化の魔法を使い回かい避ひを続ける。

　確かに亜人系の魔物は、人としての動きと魔物としての身体能力の高さがある。

　だが、親父おやじや師し匠しようたちの元冒険者の騎き士したちに比べれば、ただ闇やみ雲くもに振ふるっている攻撃は避よけるのはたやすい。

　そして、大振りの攻撃の合間にゴブリン・ジェネラルの腕うでや足、脇わき腹ばらなどのサイズの合わない革かわ鎧の隙すき間まから体を傷つけていくが、致ち命めい傷しように至らせるには、急所を狙ねらわなければならない。

「流石さすがに元々が農具じゃ倒せないか」

「ナゼダ、ナゼ、アタラヌ！」

　より剣を振るう速度を上げるが、太た刀ち筋すじや振り方は変わらないために、身体強化の魔法で上がっている俺の速度や知覚能力で容易に対処できる。

　このまま相手が限界まで大剣を振り回して息切れしたところで急所を狙ってもいいが、早期に決着を付けたい。

「試ためしてみるか……」

　俺は、マチェットを腰こしのベルトの鞘さやに収め、背中に背負ったグラド重鉱石を使った特性の圧縮木刀に持ち替かえる。

「バカガ、ソンナボウキレ、ナニニナル」

　肩かたで大きく息を吸いながらもこちらを侮あなどるゴブリン・ジェネラル。

　大上段に振り上げた大剣をそのまま重さと筋力で振り下ろしてくるのに対して、俺は、その斬ざん撃げきを見切り体を捻ひねる。

　そのまま捻った勢いから全身を使い、腕の振るう力に乗せて、踏ふみ込み、下から撥はね上げるように圧縮木刀を振るい、ゴブリン・ジェネラルの顔面に全力のスイングを叩き込む。

「まぁ、人型相手には、危ないよな、やっぱり」

「ナニ……ヲ」

　ぐるんと目が回転し、白目を剝むいて意識を飛ばすゴブリン・ジェネラル。

　以前、バルドルとの模も擬ぎ戦で容易に防がれた死角からの振り上げで顎あごを狙う一撃だ。

　自分よりも体格に優すぐれた相手への小手先の技わざであるが、人間と同じ人型の魔物には、一対一なら割と有効な手段でもある。

　顎を全力で打ち抜ぬかれ、脳が揺ゆれることによる脳のう震しん盪とうを起こす。どんなに立派な体たい軀くで筋肉の鎧を身に纏まとっても脳や内臓などの内部は鍛きたえられない。

　そして、倒れたゴブリン・ジェネラルに止とどめを刺すためにマチェットを引き抜くがその前に、地面より伸のびたトレントの木の根が首を圧へし折り、そのまま自身の地面の中に引き摺ずり込んでいく。

　他ほかにも、俺たちが戦っている間に、ゴブリン・ジェネラルの乗っていた狼も引き摺られて消えており、後には、手入れのされていない錆びだらけの大剣だけが残っていた。

「ふぅぅっ……」

　俺は、戦いの後の長い残心をして振り返って、今の戦いを鑑かんがみる。

　俺自身、新米騎士としてＤランク程度の実力しかないが、《デミ・マテリアーム》という身体強化の固有魔法を発現したお陰かげで、Ｃランクの魔物までは相手取れるようになった。

　それに、パワーだけならＣランク相当のリスティーブルの突とつ撃げきを耐たえたこともあり、発動自体もスムーズに行えた。

　この辺境の町に来て、自分は成長していることを実感できた。

　卵を狙う魔物の脅きよう威いが去り、振り返りレスカたちを見ると、その三人の更さらに後ろに半はん透とう明めいの輝かがやく人が存在していた。

「っ!?　なんだお前は！」

　俺が驚おどろき、圧縮木刀をレスカたちの背後に浮うかぶ半透明の輝く人に向ける。

　だが、そんな俺を微笑ほほえましそうに目を細めて見つめてくる姿は、幽ゆう霊れいなどのような禍まが々まがしさはない。

　半透明の輝く人は、耳が長く緑に金色のグラデーションの髪かみの毛を波打たせ、中性的な美しさと神こう々ごうしさを放っていた。

　その存在感の前で俺は、思わず圧縮木刀を構えた格好のまま固まり、遅おくれて気づくレスカやジニー、ヒビキもその存在を認にん識しきして、同じく固まる。

　目にするまでは、気配や存在すら認識できなかったのに、視認した瞬しゆん間かんから押し寄せる圧あつ倒とう的てきな存在感は、異常とも言える。

　それを言葉で表すなら──神秘性だろうか。

「……精霊」

　そう言って、口を開いた瞬間に薄うすれる神秘性に、俺は詰つまっていた息を吐はき出し、深呼吸を繰り返す。

『うん、正解。正確には、エルフの祖を生み出した精霊の一柱。木の大精霊とでも呼んでね』

　気安く語り掛かけてくるが、それでも神話上の存在だ。

　生まれたばかりの無形の精霊や動物の霊が昇しよう格かくして誕生する精霊など自然界のどこにでもいるような存在とはわけが違ちがう。

　世界の調停者とも調律者とも言える大精霊の一柱である。

　一部の神と木精霊が交わったことでエルフの祖が生まれたとも、神と木精霊が自分の姿に似せた存在としてエルフの祖を作っただの色々な説がある。

　間違いなく超ちよう常じようの存在とも言える。

　精霊が関かかわっていると思っていたが、トレントに指示を与あたえていた存在が予想以上の大物に驚きを超えて無反応になってしまう。

『さて、改めてトレントたちにお願いして、手て荒あらな真ま似ねをしてしまってすまないね。卵が十分に温まるまで今回の事を説明しようか』

　穏おだやかに話し始める木の大精せい霊れい。

『さて、まず何から話したらいいか……』

「ちょっと待ってくれ。そもそもあの卵はなんなんだ？　あれは何の卵なんだ？」

　ランドバードの卵よりも一回りも大きい卵は、普ふ通つうではない。それこそ大型の魔物とも言える。

　今なお、ジニーとヒビキが交代で維い持じしている火柱に炙あぶられ続ける卵を見て、ああ、と若じやつ干かん驚いたような表情を浮かべて、次の瞬間には微笑む大精霊。

『あれは、竜りゆうの卵さ。それも、暗あん竜りゆうのね』

「暗竜？」

「それって本当ですか!?　本物の暗竜の卵!?」

　声を上げるレスカに目を向ければ、そのまま俺に摑つかみかかるんじゃないかと思う勢いで説明してくる。

「暗竜は、竜の頂点に存在する真しん竜りゆう族の一種なんですよ！　コータスさんも知っているはずですよ！」

「……アラド王国が崇あがめる竜が真竜だったな」

　この国は、建国王が赤い真竜族と契けい約やくして国を興おこしたという話がある。それと同族の卵とは……

「正確には、真竜族は六種族が存在して、アラド王国が崇める火竜を始め、水竜、地竜、風竜、光竜、──そして、幻まぼろしの暗竜って言われているんです」

　幻？　存在すらあやふやなのに真竜の六種族に数えられるとは、暗竜とはどのような存在なのか。

「だけど、なんでこんな所に真竜族の卵があるんですか？」

『それはね。暗竜について話さなければならない』

　そう言った前置きをして、木の大精霊が暗竜について語り始める。
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『真竜族は、この世界最強の生物と言っても過言ではない。だけど、強すぎる力は目立つ。だから真竜族は、それぞれが人間も住まわぬ土地や洞どう窟くつに真竜の里や住すみ処かを築いた。

　火竜なら火山、水竜なら海底、風竜なら渓けい谷こくと言った感じでね。その中で、夜と闇やみを司つかさどる暗竜だけは、地上ではなく空に住処を求めた。それが──月さ』

　頭上を指差す木の大精霊の真上に映るのは、美しい半月だ。

　目の前に映る月に竜の里があると言われても、俺は想像ができない。

　その中で、一人だけ、ヒビキが理解を示した。

「月に生き物が生きられるわけないじゃない」

『それこそ暗竜は、夜と闇を司る暗竜だから生きられるのさ。あと、魔法の力をちょこっと使ってね。人間は存在しないけど、食用に適した魔ま物ものは存在するらしいよ。それ以外は、過か酷こくな極ごつ寒かんの、だけど穏やかな世界らしいよ』

　月にある竜の里と言われても俺もレスカもジニーも理解が追い付かない。

　ただヒビキだけは、この地上から見上げる月というものがどういう物か俺たち以上の知識と理解を持っているから否定の言葉。

　俺たちは、知識がないから漫まん然ぜんと、そういうものか、と思ってしまう。

『そんな穏やかな里にも一つだけ問題があってね。極寒だからこそ、暗竜たちは自分たちで卵を孵かえすことができないんだ。それこそ、竜の卵が凍こごえ死んでしまうほどにね』

　きっと誰だれかが口にしたら妄もう想そうとして切り捨てられるような話だが、大精霊の口から語られる事実は、重い。

『だから、暗竜たちは、地上にいる他の真竜たちの元に自らの卵を落とし、地上の真竜たちが代わりに温めて育てて再び月に帰す。それが暗竜と地上の真竜たちとの盟約なんだ』

「だけど、なんでその卵がここにあるの……まさか、その落ちてきた卵って、あの流れ星？」

　ジニーの呟つぶやきに、大精霊が頷うなずく。

　俺たちが見上げた、【魔の森】に落ちた流れ星の正体が、暗竜の卵だったとは。

『親竜が卵に与える最初で最後の守りは、万が一に地上に落ちても卵が壊こわれないようにするものさ。地上に落ちる時の熱と衝しよう撃げきは、いささか卵にはきついからね』

　そう言って、流れ星として地上に降りてきた、暗竜の卵に目を向ける。

『本来なら、どこかの竜の里に送られ、真竜たちが受け取るはずだったんだけど、卵を送るちょっと前に空間が歪ゆがんでね。落とす場所が大分ズレてしまったんだ。それも空間に歪みを残すほどの大規模魔法の使用だ』

　木の大精霊の言葉にヒビキは、自分の胸の前で拳こぶしを強く握にぎりしめている。

「それは、異世界召しよう喚かんを行ったからなんでしょ」

『正解。やっぱり、君は調べていたか』

「異世界召喚なんて、本当にあるのか？」

　異世界召喚は、お伽とぎ噺ばなしの中の魔法だ。それが行われたなど俄にわかに信じられない。

　だが、遥はるか悠ゆう久きゆうの時に存在する木の大精霊が断言する。

『異世界召喚は、ある。この世界以外の人間は、加護を持たない人間たちだ。だから、召喚される時、自動的にこの世界に適応できるだけの加護が与えられる』

　その強力な加護を求める召喚主は、様々な理由で異世界召喚を行う。

　どうしようもない危機的状じよう況きようを回かい避ひするための戦力として、また自身の権けん威い付けのための政治利用として、またその対象は人間ではなく優れた技術や珍ちん品ぴんなどの物品の場合もある。

　そして、様々な理由で国が滅ほろび、異世界召喚が散さん逸いつし、穴あな抜ぬけの資料を元に別の国で復元され、劣れつ化かし、また散逸を繰くり返す。

　その結果、多くの欠けつ陥かんを抱かかえた異世界召喚の魔法がこの世界に存在するらしい。

　そんな欠陥を抱えた異世界召喚を知るヒビキは、何者なんだ？

「ヒビキ、おまえは何者なんだ？　それに調べたって……」

　そして、それを知り、調べるヒビキの正体が自身の口から語られる。

「私は、たぶん暗竜の卵と同じね」

「同じ？」

「異世界召喚の被ひ害がい者しやかしら。暗竜の卵が落下地点を歪められたのに対して、私は、異世界召喚に巻き込まれて気がついたら森の中に一人で居たわ」

　そう言って、ヒビキは自じ嘲ちよう気味に笑う。

「じゃあ、調べたってのは……」

「巻き込まれた時、私にもちゃんと【加護】が授さずけられたみたい。その時に、加護の使い方が頭に浮かんで、それで調べたわ」

【加護】を授けられた瞬間に最低限の使い方が頭の中に浮かび上がり、それを使って、最低限のサバイバル能力と魔法の力を得て、牧場町まで生き延びたというヒビキ。

「私の加護は、【賢者】と【極大魔力】を与えられたわ」

　その【賢者】と【極大魔力】の加護を隠かくすために、記き憶おく喪そう失しつだと偽いつわり、【魔の森】から出てくる前の経歴については触ふれさせなかったのか。

　だが、話が突とつ拍ぴよう子しもなさ過ぎて、だんだんと頭が痛くなって来る。

　既すでにレスカとジニーは、深く考えるのを止やめてしまったようだ。

「それにしても【賢者】か……」

　加護の中には、【勇者】や【賢者】などの役割を持つ非常に強力な加護が存在する。

　その加護の中にある【内包加護】は、十を超こえる加護を纏まとめたものに等しい。

　例えば、勇者ならば、光魔法や魔力上じよう昇しよう、身体能力に関する内包加護を有し、勇者固有の魔法が使えるようになるとか。

　そして、ヒビキは──

「私の【賢者】の加護は、──魔法に触れたことがない私でも、知識さえあれば、全属性の魔法でも使えて、知識の蒐しゆう集しゆうと閲えつ覧らんができる加護ね。そのお陰かげで、なんとか【魔の森】で遭そう難なんすることなく生き延びられたわ」

　そして、全属性の魔法の使用を支えるだけの【極大魔力】の加護は、文字通り、極きわめて大きな魔力を与あたえる加護だ。

　初めて出会ったときから大きな魔力を感じないが、逆に大きすぎる魔力を【賢者】の加護で得た知識の中にある隠いん蔽ぺいなどで隠しているのかもしれない。

　だが、もう【賢者】の加護がバレたからと魔力の隠蔽を解除したのか、その魔力の大きさが揺ゆらめきとして感じることができた。

「最初は、元の世界から切り離はなされちゃって途と方ほうに暮れたし、これからどうなるか分からなかったわ」

　ブルッと身み震ぶるいするヒビキ。

　実際に、訳も分からず森の中で遭難したら、冷静に対処できる自信はない。

「だけど、悪いことばかりじゃなかったわ」

　そう言って、レスカとジニーの方を見つめて微笑ほほえむヒビキ。

「こうしてレスカちゃんやジニーちゃんたちのような可愛かわいい子たちと出会えたからね！　あー私の義妹いもうとにしたい……」

「きゃっ！　ヒビキさん!?」

「むぎゅっ、くっつくな、変質者！」

　突とつ然ぜん、レスカとジニーを二人纏めて抱だき付くヒビキ。

　突拍子もない行動で驚おどろき、身を固くするレスカと押しつぶされて、逃にげだそうともがくジニー、そんな二人に頰ほおずりしてだらしない笑みを浮うかべるヒビキは真ま面じ目めな雰ふん囲い気きが台無しだ。

　だけど、異世界召喚など、魔法の中でも秘中の秘のはずだ。

　もし実行されたのなら、どこかの国家が関かかわっている可能性がある、と考えてしまう。

　一人思考の渦うずへと入り込む俺と真面目な雰囲気を台無しにするヒビキを中心とする少女たち。

『まぁ、真しん竜りゆうの卵が事故でここにあることは理解した。ってことでいいよね』

「あ、ああ、すまなかった」

　木の大精せい霊れいは、微笑みを浮かべ、とりあえず話を進めようとする。

『じゃあ、話の続きを。事故でこの場所に落ちた【暗竜の卵】は、そのままだと凍え死んでしまうか、最悪、卵を見つけた魔物に食い散らかされてしまう可能性があるからね』

「だから、この場に多くの魔物たちが襲おそってきたのか」

『竜の卵は、野心的な魔物ほど魅み力りよく的に映るみたいだね。それも真竜族の卵だ。それを食べるだけで、数段階進化することだって可能だ」

　そう言って、ニコニコしている木の大精霊だが、その笑顔が怖こわい。

　現に、次の言葉に俺とレスカは、牧場町の危機ですらあったことを理解する。

『卵を迎むかえに来た真竜たちが食くい荒あらされた【暗竜の卵】を見たら、怒いかり狂くるってこの周囲で暴れていただろうね。仮に、卵が無事でも仮死状態だとしたら一刻も早く卵を温めるためにブレスをこの一帯に放つ可能性だってあった』

【暗竜の卵】を食べて進化した魔物など問題ではなかった。

　その後に訪おとずれる真竜の襲しゆう来らいと【魔の森】の消しよう滅めつの危機、ひいては、【魔の森】に隣りん接せつする牧場町も真竜たちのブレスで消滅の危機があったとは……

　知らないうちに最大の危機を回避することができたことに安あん堵どする。

『さて、そろそろ卵が温まりきるようだね』

　ジニーとヒビキが火柱を消せば、灰色だった【暗竜の卵】が熱を受け、漆しつ黒こくの色に変わっていた。

　決して焦こげたわけでもないし、卵の周囲は熱く、地面が溶とけてガラス状になっている中で平然と存在し続けていた。

『【魔の森】は、まだ危ないし、いくらでも魔物が寄って来る。できれば、【暗竜の卵】を君たちに預かってほしいんだ』

「分かった。【暗竜の卵】は、責任を持って迎えに来る真竜に引き渡わたそう」

　俺がそう言うと、元々透すけていた大精霊の姿が更さらに薄うすくなり始める。

「な、なんだ!?」

『大だい丈じよう夫ぶだよ。ただ地上に現界し続けるのが大変になって来たから精霊界に戻もどるだけだよ』

　そう、それと、と微笑みながら言葉を続ける大精霊。

『無理矢理連れてきてしまったお礼というかお詫わびに異世界の賢けん者じやさんと小さな精霊使いの子に【内包加護】を一つ教えて上げるよ。二人の【内包加護】が特とく殊しゆ過ぎて成長のさせ方が分からないだろうからね」

　その【内包加護】を参考に研けん鑽さんを積めば、新たな【内包加護】を得て成長するかもしれないからね。それに【暗竜の卵】を救ってくれたお礼、と木の大精霊に言われるジニーとヒビキ。

『まずは、異世界の賢者さんの【賢者】の加護には、過去の【賢者】の加護持ちたちの知識、記き憶おく、魔法を引き出すことができる【賢者の書庫】って【内包加護】がある。色々と考えて試ためしてみるといいよ』

「ありがとう、大精霊さん、試してみるわ」

『次に、小さな精霊使いの子の【火魔法】の加護には、特別に火精霊に好かれる【火精霊の愛いとし子】がある。火精霊が君を常に守ってくれるけど、嫉しつ妬と深ぶかい火精霊は、君の魔法を邪じや魔ますることもある。だから、よくよく火精霊と対話することだよ』

「ん。あたし、頑がん張ばる」

　そして、ヒビキとジニーの【内包加護】について伝えた木の大精霊は、完全に姿を消す。

　だが、最後に声だけが辺りに木こ霊だましている。

『それじゃあね。数すう奇きな加護を持つ君たちに、幸さちあらんことを』

　木の大精霊が、それだけ告げると、あとは辺りに【魔まの森】の静せい寂じやくが広がっていた。

　温め終わった【暗竜の卵】やトレントたちが集めてくれた果くだ物ものやキノコ、ゴブリン・ジェネラルの錆さびた大たい剣けんを回収し、俺たちは、【魔の森】から町に帰るためにランドバードとリスティーブルに乗る。

　乗る直前に、ヒビキが俺とレスカ、どちらの後ろに乗るかで騒さわいだが、うるさいので、問答無用で俺の騎き乗じようするランドバードの後ろに乗せ、レスカのリスティーブルの背には、ジニーが乗る。

　ジニーは疲つかれたのか既にレスカに寄り掛かかるように寝ねており、【暗竜の卵】は、レスカが布製の肩かた掛かけ鞄かばんの中に入れて大事に前の方に抱えている。

　俺の後ろに乗ったヒビキは、最初は、文句を言っていたがやはり疲れていたのか、途と中ちゆうから黙だまる。

　帰り道は、トレントたちの護衛が付いての移動であり、行きよりも安全でゆっくりと進んでいく。

「…………」

【暗竜の卵】の存在と木の大精霊との邂かい逅こう、ジニーとヒビキの持つ【内包加護】に誰だれもが衝しよう撃げきを受け、疲れているようだ。

　ジニーの加護である【火魔法】は、魔法系加護の中でも一いつ般ぱん的な物であるが、その中で火精霊魔法限定であるが精霊魔法に関連する【内包加護】があるのは珍めずらしい。

　更に、火精霊に関連する【内包加護】の正体が【火精霊の愛し子】という点だ。

【精霊の愛し子】系の【内包加護】は、無条件に精霊に好かれる。

　それは、使い方によっては、いい意味でも悪い意味でも様々な使い道がある。

　次に、異世界から召しよう喚かんされたヒビキだ。

　異世界召喚に巻き込まれたとは言え、異世界の住人だ。

　異世界人たちは、大たい抵てい、特殊な加護や知識を有している。

【賢者】の加護も、ここ数百年確かく認にんされておらず、ヒビキ自体が国家戦略級の存在だ。

　更に、歴代【賢者】の知識を自由に引き出せる【賢者の書庫】の【内包加護】がある。

　失伝した魔法や禁術の全容すら知ることができ、異世界の知識と【賢者の書庫】の組み合わせは、未知数と言うほかない。

　ジニーとヒビキ、二人の安全を考えるなら【加護】のことは隠しておく必要がある。

「ねぇ、コータス」

「なんだ、ヒビキ」

「なにも聞かないのね」

　俺の後ろでランドバードに乗るヒビキが尋たずねてくる。

　俺は、ちらりと後ろを向くと、困ったように笑うヒビキの顔が間近にあった。

「話の規模が大き過ぎて、一いつ介かいの左さ遷せんされた騎き士しには手に追えないからな」

「それじゃあ、聞きたいんだけどさぁ、私やジニーちゃん、どうなると思う？」

「面めん倒どう事ごとを避さけたいなら隠した方が良い。加護の正体を偽ることも別に悪いことじゃない」

　バルドルのような絶対的な強さへの自信があるなら、良いかもしれない。

　だが、力や後うしろ盾だての無い人間が強力な加護を持っていると知られると、国家や犯罪組織に狙ねらわれる可能性がある。

　だから、ジニーもヒビキも【精霊の愛し子】や【賢者】に関しては隠した方が良い。

「ジニーは、普ふ通つうの火精霊使い。ヒビキは、【魔女】の加護持ちってことにしておけ。数は少ないが、それでもいない訳じゃない」

【魔女】は、魔法を扱あつかう女性に贈おくられる加護だ。

　その知識範はん囲いも幅はば広ひろく、加護持ちも多いわけではないが、稀き少しようと言うほど少ないわけではない。

　今回、ヒビキが魔法を使ったことを誤ご魔ま化かすことができるはずだ。

「そう、ありがとう。私たちのことを考えてくれて」

　そう言って、お礼を言って俺の背中に寄り掛かってくるヒビキ。

　だが、今の体勢だと──

「すまない。もう少し離れてくれると助かる」

「なによ。はっきり言いなさいよ」

「いや、その……」

　胸が背中に押し当てられている。レスカほどではないが、確かに柔やわらかい感かん触しよくが……

　そんな俺の反応を楽しんでいるのが背後の気配で分かる。

「こういう時は、私たちの世界でこう言うわ。──当ててるのよ、って」

「確信犯か。なら、止やめてくれ」

「分かったわ。最後にそれともう一度、ありがとう」

　あっさりと離れてくれるヒビキに俺は、安堵の吐と息いきを吐はき出す。

　そして、ちらりと振ふり返るとヒビキは、場の雰囲気を和なごませるために行ったのか柔らかな微笑ほほえみを浮かべていた。
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　トレントたちの護衛と案内で深夜ながらも、【魔の森】を安全に抜ぬける俺たち。

　レスカの掲かかげるランタンの灯あかりが頼たよりの中、全員が黙っていたが、ヒビキはその沈ちん黙もくに耐たえきれなくなり、俺に尋ねてくる。

「そう言えば、私、コータスの【加護】について聞いてないのよね。あんたは何の加護があるの？」

「俺は、【頑がん健けん】という加護を持ってる。体が丈じよう夫ぶになり、怪け我がの治りが早くなる。あとは、体型を変えずに食べた栄養を体内に蓄たくわえることができる」

「えっ、何それ羨うらやましい。ケーキの食べ放題で体重気にしなくて良いってことじゃん！　前の世界で欲ほしかった！」

　はしゃぐヒビキの言葉を聞き、とりあえず、太らない体が欲しいということは分かった。

「でも、丈夫な体と怪我の治りが早くなるねぇ。本当にそれだけ？」

「ああ、努力して剣を振っているが並以上にはならないし、魔法だって身体強化系だけだ」

「ふぅん。本当にそうなのかしら？」

　ヒビキとしては、俺に過度な期待をしているようだが、特別な加護など持っていない。

　だが、【賢者】のヒビキは、何か違ちがうものを感じているようだ

「確かに【頑健】って体が丈夫って意味もあるけど、もっと深い意味があるんじゃない？　例えば、生物としての頑健性とか」

「生物としての頑健性？　それも異世界の知識なのか？」

　そして、隣となりを進んでいたレスカは、俺たちの乗るランドバードにリスティーブルを寄せて話に加わる。

「多分、ヒビキさんが言いたいのは、生き物が種として生き残るために得てきた特とく徴ちようなどの事じゃないでしょうか？　例えば、生存競争の激しい魔物たちが、何世代も掛けて戦うための牙きばや爪つめ、力強さを獲かく得とくするような進化による強さです」

「頑健性っていうのは、そういう物なのか？」

　まさか、俺の認識が間違えていたのか──と自身の加護について深く考察しようとしたが、遠くで森の切れ目が見えた。

『オオオオオオッ──』

　俺たちを護衛していたトレントたちが声を上げ、体を震ふるわす。

　どうやら、夜が明け始め【魔の森】の外に辿たどり着いたようだ。

　ゆっくりとランドバードとリスティーブルが歩き、【魔の森】から町の前の平原に辿り着けば、トレントたちは二体を残して俺たちに付いて来る。

　そのうちの一体は、ジニーとヒビキを連れ出した一番年若いトレントであり、トレント果樹園に戻るつもりのようだ。

　そして、もう一体のトレントは、年月を重ね、片言の人語を解するまで進化した個体でジニーとヒビキに精せい霊れいの言葉を必死に伝えようとしたトレントらしい。

『コレ、オレイ……』

「なんだ？　これをくれるのか？」

　ジニーとヒビキに渡わたしたものと同じ果物かと思い、受け取る。

　それは、上っていく朝日に照らされて、リンゴのような色いろ艶つやのいい果実で食べるのが勿もつ体たい無なく思う。

　そして、それを見たレスカが驚おどろきの声を上げる。

「それってまさか、トレントフルーツ!?」

「トレントフルーツ？」

「はい！　一個食べれば、一週間は不ふ眠みん不ふ休きゆうで働けると言われている珍しい果物ですよ！　一個が実るのに、トレントが数年分の養分をその実に全部蓄える必要があると言われています！」
















「そんな貴重なものもらっていいのか？」

　俺がトレントフルーツを渡してくれた個体に尋ねれば、頷うなずくように木の幹が揺ゆれる。

『マモラレタ、ルーベンス、アリガトウ、ツタエテ』

「ルーベンスに守られた？」

　俺は、小首を傾かしげていたが、トレントは【魔の森】に戻もどるために歩き始める。

　その後、【魔の森】の騒がしさを聞き付けた自警団に迎むかえ入れられながら、牧場町に戻って来た。

「んっ……お祖ば母あちゃん、ただいま」

「ジニー、よく無事に帰ってきたね！」

「……ちょっと、苦しい」

　リスティーブルの背中に揺られて眠ねむっていたジニーは、到とう着ちやくと共に目を擦こすりながら起き、リア婆ばあさんは無事に帰ってきたことを喜び抱だき締しめる。

　そして、もう一組──

「よかった。帰ってきて！　それと、今回はうちのトレントが迷めい惑わく掛けてすまなかった」

『オォォォォッ──』

　ジニーとヒビキを連れ出したトレントは、トレント果樹園の牧場主のララックと他ほかのトレントたちに迎え入れられ、今回の騒そう動どうに関かかわった人たちに頭を下げる。

　俺は、その際【魔まの森】に帰ったトレントが言っていたことを尋ねる。

「それは、気にしていない。それよりトレントと一番関わりのある牧場主に聞きたいんだが」

「なんだい？」

「【魔の森】で出会ったトレントの一体が『ルーベンスに守られたこととありがとうを伝えてほしい』という言葉を言っていた」

　片言だったが、大体こんなニュアンスの言葉を伝えると、牧場主のララックは目を閉じて、自分の顔に手を当てて撫なでる。

「そんなことがあるなんてな。たぶん、そのトレントは、うちの牧場の生まれだ。曾ひい祖じ父いさんがルーベンスって名前だし、代々トレント牧場をやっている。そうか、自分たちが一番弱い時期を守られていたことを覚えていたんだな」

　人間とトレントは、種族や寿じゆ命みようが大きく差がある。

　それでも人間と魔物との強固な絆きずながあることを俺は知って、その絆の眩まぶしさに目を細めるのだった。

　そして、無事に俺たちが帰ってきて、少し落ち着いたのか、眠たげなジニーを放し、周りに指示を始めるリア婆さん。

「さぁ、あんたら！　無事に帰ってきたんだから、撤てつ収しゆうするよ！　朝は、牧場町で一番忙いそがしい時間帯だからね！　それとコータスたちは、疲つかれただろうから、話は後で聞くよ！」

　そう言って、【魔の森】の監かん視しの自警団を残して、他の牧場主たちは帰って行く。

　俺たちは、乗せてくれたランドバードを労ねぎらい、ランドバード牧場の牧場主に返し、一度レスカの牧場に戻る。

　まだ眠たげなジニーや徹てつ夜やでテンションが高いヒビキ。

　そんな中、平気そうなレスカが俺の顔を覗のぞき込みながら尋ねてくる。

「コータスさん、疲れてますか？」

「やっぱり、そう見えるか？　流石さすがに、気疲れが出たのかもな」

　俺も【頑健】の加護で徹夜は平気だが、Ｂランク魔物との戦いの名残なごりである蓄ちく積せきした疲ひ労ろうや【魔の森】の移動による気疲れがあるのかもしれない。

　自分の顔を撫でながら、湯屋のお風ふ呂ろにゆっくりと浸つかり、と小さく呟つぶやくとヒビキが反応する。

「えっ!?　お風呂があるの!?」

「はい、ありますよ」

「私、お風呂入りたい！」

　最近、牧場町に来たばかりのヒビキは知らなかったようだ。

　この牧場町は、魔物の糞ふん尿にようを扱い、肉体労働が多いので汗あせを多く搔かくのだが、それでも町全体が清潔なのは、町に湯屋があるからだ。

　この国は、火山が幾いくつもあり、その火山で温められたお湯が湧わき出した温泉が国の各地にあり保養所として活用されている。

　温泉やお風呂は、汚よごれを落とし、体を清潔に保ち、血行を良くして疲れを癒いやす。

　だが、この牧場町は、火山から少し遠いために、湧き出すお湯の温度がさほど高くないので、サラマンダー牧場から採れる炎えん熱ねつ石を熱源に再加熱して活用するのだ。

　その風呂の話をレスカから聞いたヒビキは、体を痒かゆそうにしながら撫でる。

　別段汚れてもいないし、【賢けん者じや】の知識にある浄じよう化かの魔法で清潔に保っていたらしいが、それでも心理的なものらしい。

「そうですね。今日は大変でしたし、コータスさんたちも疲れているので入りに行きましょうか」

　俺を気き遣づかってくれるレスカに促うながされて、俺たちは、湯屋に行くことになった。

　一度、牧場に戻り、リスティーブルを牛舎に戻し、どうせ湯屋に行くと考えて牛舎の掃そう除じと餌えさ遣やりをしたら着き替がえの準備をしていたレスカとヒビキに呆あきれられてしまった。

　そして、湯屋には、着替えの他に【魔の森】を駆かけたペロと【暗あん竜りゆうの卵】を連れて向かった。

「ここが湯屋！　銭せん湯とうそのまんまね！　入ったことないけど！」

「あまりはしゃぐな。朝一番で人が居ないからって迷めい惑わくになる」

「分かっているわよ！」

　そう言って、レスカと俺が纏まとめて湯屋の料金を払はらい中に入る。

　牧場仕事で汚れた人たちが来る時間帯より早くに来たために、俺たちだけのほぼ貸し切り状態の湯屋に入る。

　ペロと【暗竜の卵】はレスカたちがお風呂に持ち込み、温め、汚れた体を洗うそうだ。

　俺は、一人男湯の脱だつ衣い所に入り、自身の服を脱ぬぎ棚だなに置く。

　風呂場に入れば、湯船に供給されるお湯を頭から掛かけて全身を濡ぬらす。

　そして、タオルで体の汚れを落として表面上の汚れを綺き麗れいにしてからやっと湯船に浸かる。

「ふぅ、体が温まる」

　ランドバードの騎き乗じようやゴブリン・ジェネラルとの戦い、木の大精霊との邂かい逅こうによる緊きん張ちようと徹夜によって冷えた体をじんわりと温めるお湯に目を瞑つぶり、ゆっくりと入る。

『凄すごい！　温泉じゃない！　このお湯の効能って何？』

『このお湯は、擦すり傷きず、打ち身、関節痛などにいいって聞きますよ？　具体的な話は分からなくて経験則的な物ですけど』

『へぇ～。美び肌はだの湯じゃないのは残念ね。ジニーちゃん、お姉さんが背中とか洗ってあげようか？』

『ち、近寄るな。不ふ審しん者！　その手の動かし方が怖こわいんだ!?』

　女湯では、ジニーとヒビキが騒さわいでいる様だが、大きな水音が聞こえないので、良識の範はん囲い内での話し合いだと思おう。

　俺も体が温まり、一度湯船から出て今度は石せつ鹼けんで頭を洗う。

　この石鹼は、魔物牧場で出る魔物の脂あぶらなどを原料に作られる物で割と普ふ及きゆうしている。

　普通の町だと石鹼は高級品であるが、この牧場町だと廃はい棄きされる物の再利用であるために安い。

『すっごーい！　この石鹼、きめが細かくて肌に優やさしい！　お肌、ぷるんぷるんよ！』

『そうなんですか？　他の石鹼とか使ったことないから分かりませんけど』

『質の悪い石鹼だと、肌の油分とか一気に奪うばっちゃってカサカサに乾かん燥そうしちゃうのよ！　だから、お風呂上がりのスキンケアとか重要なのよ！』

『へぇ、ヒビキさんは、物知りですね』

『そう言えば、あたしのお祖母ちゃん、お風呂上がりに何か顔に付けてた』

『噓うそ!?　それホント！　やったぁ、化け粧しよう水すいよ！　化粧水！』

　徹夜明けでテンションが高くなっているのだろうか。

　何をそんなに喜ぶことがあるんだ、と頭を洗い流して再び湯船に浸かる俺は、呆れていたのだが、その後、ヒビキの風呂上がりの保ほ湿しつという行こう為いについて力説されたレスカは、熱心に頷いている声が聞こえる。

　そして──

『こーんなに、いいもの持ってるんだからもっと綺麗に着き飾かざらなくっちゃ』

『ひゃっ!?　ヒ、ヒビキさん、どこ触さわっている……ひやっ!?』

『うふふっ、こんなにおっきなおっぱいして、お尻しりだって安産型とか、もう最高じゃない！』

『変質者、レスカ姉ちゃん嫌いやがってるだろ！』

『あら？　ジニーちゃんも混ぜてほしいの？　大だい丈じよう夫ぶよ！　お姉さん、大きいも小さいも等しく愛めでるから！　貧乳は今だけの希少価値よ！』
















『あたし、もうやだ！　この人話通じない！』

　騒がしいヒビキの言動にレスカとジニーの悲鳴やら艶なまめかしい声が風呂場に響ひびいてくるが黙だまって聞いている。

　正直、今ほど人が居なくて良かった、と思う時はなかった。

　その後、汚れたオルトロスのペロをレスカが丁てい寧ねいに全身を洗い、水気を切るために体を振ふって飛び散った水気に再び、レスカたちの悲鳴が響く。

【暗竜の卵】もお湯の入った風ふ呂ろ桶おけに入れられて、温泉掛け流しで温められているようだが、中は茹ゆだらないだろうか……いや、炎ほのおで炙あぶられても大丈夫だし、なにより鼓こ動どうが聞こえ始めたらしい。

　そして、しばらくして、お風呂で湯当たりを起こしかけたジニーをレスカが介かい抱ほうする名目で風呂場から連れ出し、ペロや【暗竜の卵】も移動し、やっと静かになった。

　流れるお湯の音が響く中、ヒビキが話しかけてくる。

『ねぇ、コータス。あなた、ムッツリスケベでしょ』

「……なんのことだ」

『ふふっ、黙ってレスカちゃんやジニーちゃんが私と戯たわむれる声聞いて楽しかった』

「茶化すのなら、俺は、もう風呂から上がるぞ」

　それだけ言って風呂場から立ち上がろうとするが、ヒビキの慌あわてた声が響く。

『待ってよ待って！　ほんの冗じよう談だんよ！　それに、あんたと二人っきりで話したかったのよ！』

「俺と？」

　ヒビキの声を聞き、再び浴よく槽そうに身を沈しずめる。

『そうよ。再度のお礼よ、改めて、ありがとう。それと聞きたいことがあるのよ』

「お礼は何度もいらない。騎き士しとしての職務だからな。けど、聞きたいことってなんだ？」

『自分でも言うのはあれだけど、一応、私って不審者でしょ？　最悪、牢ろう屋やに閉じ込められることだって考えたのよ』

　最初の出で迎むかえが物々しい物だったので、それが一番に過よぎったらしい。

　あれは流れ星によって【魔の森】から出てくる魔物対策であり、ヒビキには関係ないが、そう思われても仕方がない、と若じやつ干かんの罪悪感を感じる。

『だけど、ちゃんと食事を用意してくれて住む場所もくれた、お風呂にも入れてくれた。攫さらわれた私たちを迎むかえに来てくれた。だから、コータスとレスカちゃんには、感謝してるわ』

「…………」

　俺は、黙ってヒビキの話を聞く。

　ヒビキは、異世界召しよう喚かんに巻き込まれた人間だ。そのために、元の世界との繫つながりがなくなり、いくら強力な加護を持とうとも身寄りのない人間同然だ。

　一応、記き憶おくはないが、俺と身寄りのない元・孤こ児じという点では近いのかもしれない。

『それと、もう一つ聞きたいことがあるんだけど……』

「聞きたいことってなんだ？」

『コータスとレスカって付き合ってるの？』

「はぁ!?」

　浴槽のお湯を思わず叩たたいて水みず飛沫しぶきを上げてしまった。

『いや、同じ家に年とし頃ごろの男女が二人暮らしだからそういう関係なのかと思ってね。そしたら、私って、お邪じや魔まかなぁ……と思ったから早く一人暮らしするべきだと思ったのよ』

「俺とレスカは、そういう関係じゃない。ただの家主とこの町に派は遣けんされた騎士で居候いそうろうの臨時従業員だ」

　俺はそう言い切るが、レスカと恋こい仲なかということを考えると顔が熱くなる。

　これは湯当たりのせいだな、少し長く入り過ぎたようだ。

　ヒビキとの話は、切り上げて風呂から上がり、湯屋の前で涼すずんでいるレスカたちと合流する。

「コータスさん、おかえりなさい。どうでしたか？」

「ああ、気持ちいい湯だった」

　真っ直すぐな視線を向けてくるレスカ。

　ほんのりと上気した頰ほおとしっとりと湿しめり気を帯びた髪かみや肌、そして涼むために緩ゆるませた服の隙すき間まなど無防備なところが多く更さらに、直前のヒビキの言葉を引き摺ずっているようだ。

　顔が熱く、レスカから視線を逸そらす。

「コータスさん、湯当たりしちゃったみたいですけど、冷やしミルクでも買って飲みますか？」

「い、いやいい。気にしなくて」

「そうですか？」

　ジニーは、風呂上がりにキンキンに冷えた牛の乳を飲んで、俺を胡う乱ろんげな目で見ている。

　まさか、ジニーに考えていることを見み透すかされて……という考えを振り払えば、俺の後からヒビキも風ふ呂ろから上がって来る。

「あー、いい湯だったわ。それにフルーツ牛乳もあるのね！　贅ぜい沢たくだわ！　すごい充じゆう実じつっぷりね！」

　そう言って、風呂上がりの一いつ杯ぱいを、ぷはぁと一気飲みするヒビキ。

　そして、俺の様子を見つけたヒビキは──

「あらあらあら……意識しちゃっているわね」

「……煩うるさい」

　顔に面おも白しろい物を見つけた、と書いてあるヒビキの反応にレスカがきょとん、としている。

「どうしたんですか？　コータスさん」

「なんでもない。湯冷めする前に帰って休もう」

　俺は、ジニーを家に送り届けた後、レスカの牧場に帰ってきた。

　その後、徹てつ夜やであったために全員が昼間から眠ねむり、レスカの牧場は今日一日臨時休業となった。
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　翌朝、【頑がん健けん】の加護の回復力と日々の染しみついた習慣から朝早くに起き出す。

　それは、レスカも同じらしく、昨日不足していた牧場の管理を二人でやりながら、朝食を取る。

「おはよ～、ふぁっ……」

「おはよう。今日は、リア婆ばあさんのところに昨日の報告にいく。ヒビキは付いてきてくれ」

「コータスさん、私はどうします？」

「レスカは、牧場で【暗あん竜りゆうの卵】を見ていてくれないか？」

「わかりました。帰りに炎えん熱ねつ石を受け取ってきてくださいね」

　ヒビキが起きてきた後、朝食を取りながらその日の打ち合わせをする。

　そして、朝早くからヒビキを連れてジニーの家であるリア婆さんの薬屋の扉とびらをノックする。

「おや、きたね。ちゃんと休めたかい？」

「ああ、それで昨日のことの報告をしたい。それと相談だ」

「分かった。詳くわしく聞こうじゃないか」

　そう言って、家の中に案内してくれるリア婆さんに、俺とヒビキが入り、報告を始める。

　なぜ、ジニーとヒビキが攫われたのか、そして、流れ星の正体が【暗竜の卵】であり、それを守るために木の精せい霊れいがトレントたちを指示していたことだ。

　そして、肉親であるリア婆さんにもジニーの【火精霊の愛いとし子】の【内包加護】については話せないので、トレントたちが攫った理由に、近場にいた火魔ま法ほうを扱あつかえる人間ということで説明した。

　秘密は、知る人は少ない方がいいからな。

「ふぅ、なんか、一度に情報が多くて頭が疲れるよ。なんだい、作り話じゃないのかい？」

「いや、全部、本当のことだ」

　ただ、木の精霊が大精霊だったことや、ヒビキが【賢けん者じや】の加護持ちであることも伏ふせている。

「それで、そっちの【魔の森】から出てきた巻き込まれたお嬢じようさんは、【魔女】の加護持ちなんだってね」

　大方の報告をして、次にリア婆さんは、ヒビキの方に目を向ける。

「ジニーと一いつ緒しよに攫われたのに、よく内の孫まご娘むすめを守ってくれたね。感謝するよ」

「いえ、幼い子どもを守るのは、年長者の務めですから」

　人受けする笑えみを浮うかべてリア婆さんと受け答えするヒビキ。

　ここから先は、ヒビキの番であるために俺は黙るが、レスカやジニーと絡からむ時の言動と外向き用の態度の違ちがいに、猫ねこ被かぶれるのか、と思って仕し舞まう。

「それにしても【魔女】の加護持ちなんて貴重だろうに。それに魔道具を作れて、火魔法も扱えるそうじゃないかい」

「はい、そうなのですよ。以前いた場所では【魔女】の加護持ちのために望まぬことを強要されそうになり、当てもなくここまで逃にげてきたんです」

「そうだったのかい、大変だったねぇ」

　異世界人であるために、真実は話せず、それっぽい内容のことを並べてリア婆さんからの同情を引くヒビキ。

　真相を知っているために、俺が詐さ欺ぎの片棒を担かついでいるような気分にさせられ、罪悪感からボロが出ないように、口を引き結ぶ。

「こんな身寄りのない者ですが、今はレスカさんの温情で居候させていただいているんです。できれば、自立できるまでの仕事の斡あつ旋せんをお願いしたいんです」

「魔道具を作れる【魔女】なんて貴重だからね。外向けの商品を作る魔物牧場ではどこも引く手数あま多ただよ。だけど、私の方から声を掛かけておくよ」

「ありがとうございます」

　そう言って、深々と頭を下げるヒビキ。

　とりあえず、終わったか、と長い溜ため息いきを吐つき、今度はリア婆さんが話を切り出してくる。

「ところで一つものは相談なんだがね。あたしの孫娘と仲はどうだい？」

「はい。ジニーちゃんとは、とても仲良くさせていただいてます」

　ヒビキがほぼ一方的にくっついて、ジニーが鬱うつ陶とうしがっているけどな、と内心付け加えるが、リア婆さんはヒビキの言動を完全に信じているようだ。

「火魔法が扱えて、孫娘のために体を張ってくれて仲のいい人なら、任せられるね。知っているかも知れないけど、あたしの孫娘は、【火魔法】の加護を暴発させやすくてね。あんたにその指導を頼たのみたいんだよ。もちろん、火精霊関係に対して直接の指導はできないかもしれないけどね」

「確かに精霊魔法は、扱えませんけど、知識としては存在します。できる限り、指導するつもりです」

　ジニーの指導を任されたヒビキは、リア婆さんから見えないテーブルの下で小さくガッツポーズを取っているんじゃないだろうか。

「今は、冒ぼう険けん者としての技能をそっちのコータスに教えてもらう予定だけど、そこに加わる形で魔法も教えてやってくれないかい？　もちろん、魔法が扱えるまでじゃなくて、暴発しないようにすればそれで十分さ」

「任せて下さい！　ジニーちゃんを立派な魔法使いにして見せます」

　やっぱりヒビキは、詐欺師ではないだろうか、とその自信満々な様子を見て思ってしまう。

　その後、話し合いは一通り終わり、お茶を飲みながらの談だん笑しようでは、リア婆さんの作った化け粧しよう水すいやクリームなどの美容品などの話に移り、ヒビキがかなり食いつき、分けて貰もらったりもした。

　そして、帰りにランドバード牧場から炎熱石を受け取り、レスカの牧場に戻もどってくるのだった。



















　　　四章　左さ遷せん騎き士しと新たな畜ちく産さん







　トレントによって【魔の森】に攫さらわれ、【暗竜の卵】を持ち帰った俺たちだが、肝かん心じんの真しん竜りゆう族が迎むかえに来ない中、【暗竜の卵】はレスカの牧場の一室で炎熱石に囲まれて安置されている。

　また、【暗竜の卵】の存在は、バルドルに伝えて王宮にも連れん絡らくしているはずだが、音おと沙さ汰たはなく表面上は日常が戻ってきた。

　そんな中、今まで延期に延期が続いていたジニーの冒険者としての指導が行われることになった。

「さて、ジニー。とりあえず、柔じゆう軟なん体操をしてから牧場の周りを三周ほど走り込みして来い。俺はその間、準備をしておく」

「ん、分かった。行ってくる」

「無茶はするなよ。ちゃんと水分補給や休きゆう憩けいもするんだぞ！」

　そう言って、ジニーは、子ども特有の柔やわらかさで柔軟体操をした後に、レスカの牧場の柵さくの外側を走り始める。

　そんな彼女を横目に今まで空いた時間で木材加工所から貰ってきた手て頃ごろな太さの木材を削けずり、二本の木刀を仕上げていく。

「うん。良い感じに乾かん燥そうしているな」

　俺は、その太めの木材をナイフで荒あらめに削り、油を染み込ませた布で表面を拭ふいて手元に滑すべり止めの布を巻いて完成させる。

　その大小二本の木刀は、一本は俺用の木刀、もう一本はジニー用の物だ。

　現在使っているグラド重鉱石の合金芯しん入りの圧縮木刀よりも簡素な作りだが、今までの鍛たん錬れん漬づけの人生の中で何度も自作しているためにそれなりの木刀を作れる。

「よし、この木刀で素す振ぶりをするか」

　できた木刀で素振りを始めるがすぐに、軽すぎて手て応ごたえがないと感じる。

　やっぱり圧縮木刀の方を使おうか迷ってる間に、ジニーが走り込みから戻ってくる。

「はぁはぁ、コータス兄ちゃん、走り込み終わった。訓練を付けて、あたしを冒険者にしてくれ」

「分かってるよ。けど、幾いくつか話をしないといけないけどいいか？」

　前置きをすると、ジニーは息を整えながら力強く頷うなずき、俺は教える時の前提を話し始める。

「まず、俺は騎士だが、冒険者としての心得や基本的な技術は学んでいる。その知識を基もとにジニーに教える。ここまではいいか？」

「うん」

「次に俺は、ジニーの使いたい火魔法は一いつ切さい使えないんだ。俺が使えるのは体内に作用する身体強化魔法だけだ。そこで魔法に関しては、ヒビキから教わることになる」

「うん。お祖ば母あちゃんとも話し合って昨日聞いた。ヒビキ姉ちゃんなら、信しん頼らいできると思う……抱だき付かなければ」

　ジニーを義妹いもうとだとなんだと騒さわがしいヒビキを思い出して、遠い目をするジニー。

「そうか。そこまで分かってるなら後は実際に訓練から学ぼう」

　そう言って、ジニーは柔軟体操と走り込みで体が温まっているので早さつ速そく訓練を始める。

「それじゃあ、これがジニーの訓練用の木刀だ。絶対に人の居るところで振ふり回すなよ」

「うん。分かった」

「ジニーが最初にやることは実力の把は握あくだ。──とりあえず、俺に打ち込んで来い」

　俺は、木刀を横に持ち打ち込みやすい高さで構える。

　もっと煩わずらわしいことでもされるのかも思っていたようで驚おどろいた表情を浮かべるが、すぐに表情を引き締しめる。

「いいのか？」

「ああ、ただし打ち込むのは、俺の木刀で常に全力だ。そして、俺がいいって言うまで続けることだ」

「なら行く」

　引き締まった表情のまま木刀を構えて、真っ直すぐに振り下ろす。

　足元は少し覚おぼ束つかないが、上半身の振り下ろしは、少し様になっている。

　適性に合わない武器だろうが、そこそこ打ち込めるのは、【剣けん術じゆつ】の加護があるからだろうか。

　本当は、【内包加護】にもあった武器を選んでやりたいが、最初は自分の限界を知ってもらおう。

　──カン、カン、カンと断続的に木刀同士がぶつかり合う音が牧場に響ひびき、ジニーは一回一回を真しん剣けんに打ち込んでいる。

　だが、20回を過ぎると上体がぶれ始め、そこから徐じよ々じよに勢いは失われ、30回を超こえる辺りで最下級の魔物すら殴なぐり倒たおすことのできない打ち込みになる。

　それでも俺は、打ち込みをやめさせない。

　ジニーは、40回辺りまでは、木刀を根こん性じようだけで持ち上げて、54回目で木刀を取り落とす。

　だが、目は、まだやる気に満ちており、震ふるえる手で木刀を拾い、再び振り下ろすが、その時点で再び、木刀を取り落とす。

「やめていいぞ」

　俺のその一言を聞いて、その場に座り込んで息を荒あららげる。

「ジニー、想像してみろ」

「はぁはぁ……ん？」

　息の荒いジニーに問い掛ければ、疲つかれた表情から顔を上げる。

「お前は、何回振れた？」

「……54回」

「仮にその全すべてが一いち撃げきで魔ま物ものを倒すことができても、55匹ひき目で殺されている」

　そして、この55匹を超える魔物を相手にすることは、現実的である。

　俺が相手にしたクレバー・モンキーの群れは、１００匹を超える特大級の大きさだが、魔物の種類が違えば群れも違う。ゴブリンなどは、平気で50匹を超えて繁はん殖しよくする。

「今のジニーに必要なことは、剣を振るう力以前に体力だ。それともし50匹以上の群れがいた場合に逃にげるための逃げ足だ」

　先さき程ほども言ったように仮に一撃で倒せたとしても他ほかの魔物とも遭そう遇ぐうする可能性がある。

　また逃げるなら敵性魔物も追い掛けてくる可能性がある。

　その場合に、逃げながら攻こう撃げきする体力も必要だ。

　他にも、冒険者となれば、昼夜を問わず歩き続けなきゃいけない場合もあるだろう。

　だから、ジニーには、最低素振り１０００回と最低10時間以上は、歩き続けるだけの体力が要求される。

　言わば、生き残るための最低ラインだ。

　それを満たせてやっと戦えるための最低ラインに上がれる、と俺は思っている。

「ジニー。戦うことは誰だれでもできる。だけどな。戦って生き残ることができるのは、準備をした奴やつだけだ。夢を持って魔物に戦いを挑いどんで死んでいくＤランク以下の冒険者は大勢いるんだ。それを忘れるな」

　だから、バルドルは、町の自警団に走り込みをさせ、打ち合いで武器の扱あつかい方などを教えている。また、様々な状じよう況きようを想定して冷静に動けるように訓練も施ほどこす。

　ジニーの場合は、まだ子どもであるために基本中の基本から始める方がいいだろう。

「それじゃあ、次は──」

「はぁはぁ、走り、込み？」

　体力のなさを自覚しているジニー。

　冒険者になりたい、と言っていただけのことはある。

　憧あこがれだけじゃなくて冒険者の本質は、ちゃんと分かっている。

　それに冒険者になりたいという感情が、以前は先走っていたが、今は素す直なおに受け止める面を持っている。

「いや、疲れた状態で走らせるなんて危ないだろ。休みながら座学、と言うか魔法の勉強だな」

　そう言って、その場に座らせる訳にもいかず、牧場の縁えん側がわに移動して座らせ、そこで待ち構えていたヒビキに指導の役割を受け渡わたす。

「いらっしゃい。ジニーちゃん！　私の魔法講義にようこそ～」

　気の抜ぬけた声で出で迎むかえるヒビキに対して、ジニーは白い目を向ける。

　そんな目を向けられて、ちょっと嬉うれしそうにしているヒビキは大だい丈じよう夫ぶか、とも思うが前置きなしで早速、魔法の講義を始める。

「それじゃあ、魔法について話すわ。知っていると思うけど、どんな生き物でも体内に持っている力の源が魔力よ。それを自覚し、自在に操あやつり、現象を引き起こすのが魔法ね」

　極ごく々ごく当たり前のことだが、ジニーは頷き聞いている。

　何な故ぜか、リスティーブルまで近寄ってヒビキの話を聞いている。

　その中で、ジニーは疑問を口にする。

「それじゃあ、コータス兄ちゃんは、左遷騎士だけど、魔法使いでもあるのか？」

「左遷は余計だ」

　横で聞いている俺は、溜ため息いきを吐つき、ヒビキがその部分を詳くわしく教える。

「広域的には、身体強化の魔法も魔法なんだけど、世間一いつ般ぱんでは、魔法使いとは言わないわ。無属性やその他の魔法を使う人以外が大体、魔法使いと言われるわ」

　大体、無属性の魔法は、人口の九割以上が扱える可能性があるために魔法使いとは定義していないのだ。

「とりあえず、ジニーちゃんには、最初に魔力操作とかを学んで貰もらおうかしら？　そっちの方が、後々魔法を使ったり、身体強化する時に便利なはずよ。【無む詠えい唱しよう】もすぐに覚えられるはずだから」

「ちょっと待て。【無詠唱】を覚えられるのか？」

　横で聞いていた俺だが、さらりととんでもない事実を耳にする。

　俺は、身体強化の魔法を発動させる時、魔法名を口にする。あれは、何度も魔力を巡めぐらせて、イメージを固定化させやすいようにやっている【詠唱破は棄き】という技術だ。

　その上の【無詠唱】を覚えられるなんて……

「コータスは驚いているけど、【無詠唱】は、現象や効果を強く意識する必要があるから最初から呪じゆ文もんとか魔法名を叫さけぶような変な癖くせを付けないで想像力だけでいいらしいわよ」

　きっと【賢けん者じやの書庫】の知識なのだろう。まさか、今まで学んでいたことが間ま違ちがっていたなんて。

「まぁ、魔法名を叫ぶとイメージしやすくて効果が安定するらしいし、一長一短じゃないかな？　とりあえず無詠唱ができるような基き礎そ訓練をさせるわ」

　そう言ってヒビキに慰なぐさめられつつ、ジニーの指導方針を話すが、指導されるジニーは、きょとんとしている。

「その、【無詠唱】って凄すごいの？　安定しないならダメじゃないの？」

　冒ぼう険けん者への憧れはあるが、身近に魔法を使う人がいないために、【無詠唱】の凄さを理解していないジニー。

　そんなジニーに対してヒビキは──

「そうね。それじゃあ、私が【無詠唱】を使ってコータスと勝負して実際に【無詠唱】の戦せん闘とうを見せた方が実感するのが早いんじゃない？」

「……どうしてそうなる」

「いや、その方が早いし、あんな風になれればいいな、って憧れが原動のやる気は凄いわよ」

「……はぁ、分かった。協力しよう」

　そう言って、俺は普ふ通つうの木刀を持ち立ち上がり、ヒビキも牧場の縁側から緑地の方に移動して対たい峙じする。

「それじゃあ、勝負のルールは、コータスがその木刀で私に一撃を入れる。私は、コータスに魔法を当てる。ただ、魔法を使う私が有利だからそうね。十発当てれば勝ちでいいかしら？」

「異存はない」

　そう言って余よ裕ゆうを見せるヒビキ。

　いくら【賢者】の加護を持っていると言っても、少し前まで魔法を使ったことのない異世界人だ。

　十年以上、鍛たん錬れんを続けた俺は、負ける気はしない。

「ジニー、合図を頼たのむ」

「わ、わかった。──はじめ！」

　縁側で俺たちの勝負を見守るジニーは、俺が与あたえた訓練用の小さめの木刀を振り上げて、振り下ろす。

　その開始の合図と共にヒビキの背後には、二十を超える土の塊かたまりが生み出され、それが一いつ斉せいに俺を狙ねらってくる。

　その数を【無詠唱】で用意するとは思わず、一いつ瞬しゆん動きが鈍にぶる。

「くそっ！　はぁ！」

　次々と襲おそってくる土の塊を木刀を振ふるい叩たたき落とすが、呆あつ気けなく崩くずれて地面に落ちていく。

　ただの勝負だから威い力りよくは最低現の土つち塊くれの魔法なのだろうが、これが殺傷能力のある魔法だったらと背中に冷ひや汗あせを搔かく。

　そして、次々と放たれる土塊を避よけ、時に木刀で叩き落とし、こちらも負けてやるつもりはないために身体強化の魔法を使う。

「──《オーラ》！」

　基本的な身体強化の魔法を使い、真っ直ぐに放たれる土の塊を避け、一気に迫せまる。

「ふふん。甘い甘い」

　そう言うヒビキは、今度は、腕うでを縦に振り下ろすと足元の地面が沈しずみ、落とし穴になる。

　俺は、そのまま膝ひざ下したまでの小さな穴に足を取られ、地面に倒れ込む。

　勢いよく落とし穴に嵌はまったが、《オーラ》を纏まとっていたために、怪け我がや痛みはない。　だが、動きを止めた俺に再び土の塊が放たれ、地面を転がるようにして避ける。

「まるでスタントマンじゃない！　よくあんな動きできるわね！」

「倒たおれたところに追撃するのは基本だからな。すぐに回かい避ひできるように動くものだ」

　親父おやじや仲間の冒険者たちから徹てつ底てい的てきに扱しごかれてきた。

　生存能力重視の技能であるために並の騎き士しや冒険者よりしぶといつもりだ。

「それじゃあ、これは、避けられるかしら！」

　両手を前に突つき出して、掌てのひらを握にぎるように動かすと俺の足元の地面が大きく蠢うごめき、地面が割れる。

「なっ!?」

「コータス兄ちゃん!?」

　流石さすがに足場のない場所で避けることができない俺は、受け身を取ろうとするが、その前に退いた土が俺を左右から捕つかまえるように押し寄せてくる。

　木刀で弾はじくには重量が足りない。

　また、ただの土の塊とは違ちがい、液体のような流動性を持って俺を包み込むために木刀を叩き付けても衝しよう撃げきを吸収され、俺の体は拘こう束そくされてしまう。

　そして、でき上がるのは、俺の首から下が全すべて土に包まれた球体の土団子の完成だ。

　それを地面の空いた穴の場所に嵌はめ込むように下ろせば、首から下が地面に埋うまったような状態になる。

「勝負のルールは、私が十発コータスに魔ま法ほうを当てれば勝ちのつもりだけどどうする？」

「俺の負けだ。大人しく降参する」

「分かったわ」

　正直、ヒビキを甘く見ていた。

　実戦ではないが、【無詠唱】が厄やつ介かいなのを再認にん識しきした。

　これだけ的確に魔法を想像できて相手にどのような魔法なのかを察知されにくい点は非常に強い。

　俺が負けを認めたことで土の拘束から解放され、地面から土だらけの体を引き摺ずり出す。

「酷ひどい目にあった」

「コータス、ごめんね。突とつ然ぜん勝負を始めて巻き込んじゃって」

「それはいいんだが──『コータス兄ちゃん、大丈夫か!?』──」

　俺を心配して駆かけ寄ってくるジニー。

　その頭を撫なでて落ち着けようと思ったが、土塗まみれの体で撫でたら汚よごれてしまう、と思い言葉にする。

「大丈夫だ。だけど、これではっきりと分かっただろ。【無詠唱】の利点を」

「うん。弱い魔法でも【無詠唱】なら、速さや数で圧あつ倒とうできる」

　まぁ、これも一つの戦い方だ。魔力が沢たく山さんあり、魔物が密集していたら大きな魔法で纏めて倒すのも戦術の一つだが、とりあえずいいだろう。

「どう、ジニーちゃん。私の【無詠唱】の凄さ！　これが使えるようになるように頑がん張ばりましょう」

「えっと……」

　困ったように俺とヒビキを交こう互ごに見比べるジニー。

「……その、ヒビキ姉ちゃん。よろしくお願いします」

「きゃぁぁぁっ！」

　恥はずかしそうに答えたジニーの言葉に、感動したヒビキは、そのままジニーに抱だき付く。

「デレ期よ、デレ期！　ツンツンしていたジニーちゃんが私にデレてくれたわぁ！」

「うぐっ、苦しい離はなれろ、変態！」

　首を抱き締しめられて苦しそうにするジニーだが、頰ほお擦ずりを止やめないヒビキ。

「コータスさん、ジニーちゃん、ヒビキさん、そろそろ朝ごはん……ってなんですか、これは!?」

　しばらくして、朝食に呼びに来たレスカが縁えん側がわの前の地面を見て驚おどろきの声を上げる。

　土が周囲に散乱し、地面には穴が空き、俺は土塗れ、ヒビキはジニーに抱き付き頰擦りをして、それから逃にげ出そうとする。

　その後、俺とヒビキは、揃そろってレスカに正座をさせられて説教をされる。

「いいですか！　魔法のお勉強をするなとは言いませんけど、戦って牧場の土地を荒あらさないでください！」

「すまなかった」

「ご、ごめんなさい」

　原因である俺とヒビキが謝り、ジニーがレスカを宥なだめる。

「あ、あたしが悪いんだよ。【無詠唱】の魔法がどういうものか分からなかったから……」

「ジニーちゃん……」

　ふぅ、と長い溜息を吐はき出すレスカ。

「コータスさんは、今から湯屋に行って体を洗って来てください。ヒビキさんは、地面を元に戻もどしてください。魔物たちが穴に嵌って怪我しちゃいます」

「分かった。行ってくる」

　レスカの寒気を感じる微笑ほほえみに、ヒビキは巫ふ山ざ戯けた態度を取ることができず、黙もく々もくと地面を戻す。

　俺も着き替がえを持って湯屋に向かい綺き麗れいになり、レスカの牧場に戻って遅おそめの朝食を取った。
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　朝食の席、レスカはまだ怒おこっているのか、力強くパンを千切り、口に放ほうり込んでいく姿を見てビクビクするジニー。

　ぶちぶちっと小気味のいい音を立てる美お味いしそうなパンを俺も食べるが、どうも今日は味を感じないのは、雰ふん囲い気きが悪いせいだろう。

　原因である俺とヒビキは、互たがいにアイコンタクトを取るが、直後、レスカが盛せい大だいな溜ため息いきを吐き出す。

「牧場の地面をボコボコにする労力があるなら、二人ともこの後、働いてくださいよ」

「分かった。頑張る」

「え、ええ、任せてレスカちゃんの頼みなら何だって聞いちゃうわ！」

「とりあえず、今日は、【魔の森】で貰もらった果くだ物ものとかを片付けちゃいましょうか。食べきれずに傷いたんでしまうくらいなら、コンポートやジャムにして保存しましょう」

　そう言って、今日の予定を決めるレスカ。

　それを契けい機きに、怒るのを止めたのか、普ふ段だんの食事の雰囲気に戻り、パンを味わう余裕も出てきた。

　そんな中、ふと思い出したようにレスカが俺に尋たずねてくる。

「そう言えば、コータスさん。あれ……」

「あー、そうだな」

　レスカのアレで何を言わんとするのか分かった俺は、頷うなずくと、ジニーとヒビキが首を傾かしげる。

「なに？　何かあるの？」

「なに、二人だけで分かるような会話しているのよ」

　ジニーとヒビキが突っ込んだ内容を聞いてくるので、俺は手早く食事を搔き込み、自室からあるものを持ってくる。

「【魔の森】から出てきて保護した後、預かったままだったヒビキの服や鞄かばんだ」

　そう言って、返すのは綺麗に洗せん濯たくされたヒビキの服と鞄。

　かなり土や泥どろで汚れていたが、軽く水に浸つけて洗うだけですぐに泥が落ちた。鞄はヒビキしか開けられないのか中を確認できず、服も【魔の森】で遭そう難なんしていたのに解ほつれがないために魔道具だと思う。

　ヒビキは、信用できるだろうと判断し、返すことにしたのだ。

「ああ、これ私の服と鞄。コータスたちが預かってくれてたんだ。汚れてたから捨てちゃったかと思ってた」

「一応、鞄に凶きよう器きが入っていたら困るからな、預かっていた。服は、レスカが洗ってくれたんだ」

「そっか。レスカちゃんありがとね。お姉さん、もう大感謝だよ！」

　そう言って、レスカに感謝を述べるヒビキ。

　ジニーは、我関せずで黙々とレスカの美味しいご飯を食べている。育ち盛りだからな。

　ただ、預かった鞄や服などは、魔道具だと判断できるが、【賢けん者じや】のヒビキしか開けない鞄や解れのない服などは、普通の魔道具であるはずがない。

「とりあえず、返したが、その魔道具はなんだ？」

「うん？　異世界に巻き込まれても生き残るために、学校の制服には壊こわれない【不ふ壊え】や清潔に保つ【浄じよう化か】を付ふ与よして、鞄には【亜あ空間倉庫】って魔法を付与して無限鞄って奴やつにしたわ」

　今現在も、時間停止機能付きね、と説明するヒビキに俺は軽い頭痛を覚える。

【不壊】効果の服など破は壊かいできないために、武器に付与すれば最高の武器になり、防具に付与すれば最高の防具になる。

　王おう侯こう貴族なら暗殺対策で喉のどから手が出るほど欲ほしがる。

　また【亜空間倉庫】の付与された無限鞄など、国宝級だ。無限鞄一つあれば、戦争に必要な兵へい站たんの労力などなく侵しん略りやくできる。こちらは、殺してでも奪うばい取ろうとするだろう。

「なんで……そんなバレたらヤバイものを」

「いやぁ、【魔の森】でのサバイバルを生き抜ぬくために、必要だったのよ。解体なんてできないから倒たおした魔物をそのまま入れたり、移動する先にあった池が邪じや魔まで、池の中身を無限鞄で吸い上げたりと便利だったわ。魚も一いつ緒しよに吸い上げたから食料にも困らなかった」

　そう言って、なんとも逞たくましい反面、その無限鞄の中に今何が入っているのか、聞くのが恐おそろしい。

「ヒビキさん、これ時間が止まるんですか！　それじゃあ、果物とかも傷まないじゃないですか！」

「そうね。そう考えると冷蔵庫と違ちがって便利よね」

「とりあえず、【魔の森】の食材の半分とトレントフルーツは、ヒビキさんが保管して、残りはコンポートやジャムに加工しましょう。どちらも使い道はありますからね」

　そう言って、トレントたちから貰った果物などの半分がヒビキの無限鞄に吸い込まれていく。

　そして──

「そういえば、倒した魔ま物ものとかそのままだし、見た目気持ち悪くて食べなかった魚とか生きたまま居るけど、入れっぱなしは不ま味ずいと思うのよね。どうする？」

　内心、そんなものどこかに捨てるか、解体して素材だけ鞄に戻しておけ、と言いたくなるが、レスカが目を輝かがやかせて食いつく。

「ヒビキさん、もしかしたら新種の魔物かもしれません！　一度確かく認にんさせてください！」

「えー、ホント？　一応、食べられると思うけど、ナマズっぽいわよ。【魔物】から逃げる時やおびき寄せるための餌えさにしたから毒はないと思うけど」

「とりあえず、大きな桶おけに出して確かめましょう！」

　そう言って、食後の片付けもテキパキと終えて、ヒビキの無限鞄の中身を晒さらすことになる。

　無限鞄の中身を開ける時、生き物が時間停止して収納できるのは、どういう原理なのか、一般人の頭では分からず、魔法の神秘の一つだと思うことにした。

　俺とジニーは、暇ひまなのでレスカから解体用のナイフを借りて、俺がジニーに解体の手本を見せる。

　それを横目で見るレスカは、自身の体の半分ほどの長さのナマズを鷲わし摑づかみにするが、体表の粘ねん液えきの所せ為いで上う手まくつかめずにナマズが逃げようとする。

　だが──

「ああ、逃げちゃいます。駄目ですよ」

　容よう赦しやなく、エラに指を深く差し込み、ガッチリと摑み、引き摺ずるように水を張った桶の中に押し込む。

　その際、服に泥や粘液が付いて汚よごれているが構わないパワフルさ。

　そして、エラを摑まれても逃げようとするナマズの泥どろ抜ぬきをするために桶の上に蓋ふたをして、放置する。

「私の知っているナマズ系の魔物とは違う特とく徴ちようがありますね。とりあえず、泥抜きを一週間くらいしましょうか」

　その他、食用の他にも、万が一の飼育用なども取り分けるほか、レスカの見知った魚なども取り分ける。

　ナマズっぽい魔物を桶の中に隔かく離りしたレスカは、泥で汚れた服を一度着替えて、果物のコンポートやジャムを作るなどして、食事に関しては八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくを見せる。

　とりあえず解体も終わり、初めての解体で臓物を見て気力が減退しているジニーとヒビキを置いて、果物を煮に詰つめるレスカの近くにいく。

「レスカ。ヒビキの倒した魔物の解体が終わったぞ」

「コータスさん、魔物の解体ができるなんて凄すごいですね。それじゃあ、今から仕込みをして明日あしたの朝食に使いましょう」

　俺を褒ほめてくれるレスカにすっと手が伸のび、その頭を撫なでる。

「だ、だから、なんで私の頭撫でるか！」

「いや、つい……」

　俺たちのそんなやり取りに、解体で疲つかれたジニーから冷たい目を向けられ、何な故ぜかヒビキが悔くやしそうにしている。

「コータス兄ちゃん、またレスカ姉ちゃんに触さわってる……」

「なに、この甘い雰囲気は、甘々どころの騒さわぎじゃないじゃない。私もレスカちゃんを甘やかしたーい！　ついでにレスカちゃんから甘やかされたーい！」

　そんな意味の分からないことを呟つぶやくヒビキ。

　だが、思い当たる節はある。左さ遷せんされて騎き士しとしての将来性のない俺に優やさしくしてくれるのだ。

　左遷されて名めい誉よも立場もなく、給料だって安い。更さらにＢランクの災害魔物襲しゆう来らいの時に大おお怪け我がした時、働けずに食事や治ち療りようなどの負担をレスカに掛かけてしまったのだ。

　それなのに優しく接してくれて、居候いそうろうまでさせてくれる。優しいを超こえて甘やかしているとも言えるような気がする。

　俺は、レスカに釣つり合うような男になれたのだろうか……いや、まだなれていないような気がする。

「はぁ～」

「あれ!?　なんでコータスさんが落ち込んでる！」

　軽い自己嫌けん悪おに落ち込む俺は、肩かたを落としたために自然と下がる頭。

　そして、今度は逆にレスカに撫でられる。

　ついでに、ペロも側そばにより俺の足に、ポンと前まえ脚あしを置いて慰なぐさめてくる。

　そして、できた果物のコンポートをリスティーブルのミルクから作ったヨーグルトと合わせておやつにして食べた。
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　ヒビキの無限鞄の中に入っていたナマズ型の生物の泥抜きが完かん了りようするまでの一週間、俺はジニーに基き礎そ的な鍛たん錬れんを付けつつ、ヒビキが行う魔法講義に参加し話を聞く。

　その中で──

「流石さすがに、私も魔法が使えるようになって日が浅いからコータスの魔力操作なんかを手本にしたいわ」

「俺なんかが手本になるのか？　俺なんか身体強化しか使えない奴だぞ」

「あんた、自己評価低すぎよ！　私は、【極大魔力】によってごり押しで好きな魔法を使っているに過ぎないのよ！　付け焼き刃ばの魔法を使う私に比べたら全うに練習してきたんだから、胸を張りなさい！」

　一度、俺を負かした人間とは思えないセリフを素す直なおに受け止めることができずに微び妙みような表情になる。

　他ほかにもこの一週間は、ヒビキの無限鞄から出てきた食用可能な魚が食しよく卓たくを潤うるおし、レスカが作った果くだ物もののコンポーネントやジャムを使って、タルトやジャム入りクッキーなどがおやつに出てくる。

　ジニーなんかは、冒ぼう険けん者としての訓練の予定がない日でもおやつ目当てでレスカの牧場にやってくることが多くなった。

　他の変化としては、【暗あん竜りゆうの卵】の扱あつかいについて、真竜族からの引き取る遣つかいも来ず、バルドルが王宮に連れん絡らくしたはずだが、そちら側からの返事もない。

　最近は、そんな【暗竜の卵】の前にオルトロスのペロが陣じん取どり、守っている姿を見ることが多くなった。

　そして、今日──水の入れ替かえと泥どろ抜ぬき状じよう況きようを確認し、レスカから問題ないことが確認され実食会となる。

「ちゃんと水すい棲せい系魔物の牧場主にも話を通しましたし、この一週間、魔物図ず鑑かんで調べましたけど、この魔物は、新種の魔物だと判明しました」

「おー」

　俺とジニー、ヒビキは、横並びでレスカの宣言に小さな拍はく手しゆをする。

「基本、小型のナマズ系の魔物は、毒などはありませんし、ヒビキさんが魔物の餌として使っても異常を起こさなかったというので食用可能だと思います。では早さつ速そく、調理しましょう！」

　既すでに泥抜きしたナマズの桶は台所に運ばれ、暴れないように重石おもしを載のせた桶の蓋を開ける。

　そして、ピュアスライムの浄化水で満たされた桶の中には、まだ名前のない新種のナマズ魔物がおり、暴れようとするが──

「また逃にげようとするんですか。ダメですよ」

　桶に押し込んだ時と同じように、エラに指を深く差し込み、ガッチリと摑み、引き摺るように台所に移動させる。

　そして、エラを摑まれても逃げようとするナマズを締しめるために、頭に真っ直すぐに釘くぎを打ち付け、まな板の上に固定する。

　しばらくは、生きるために抗あらがっていたが次し第だいに抵てい抗こうも弱くなり、後は、動かなくなる。

「さて、先に粘液を洗い流した後で捌さばいてみましょうか。切り分けて色んな食べ方をしましょう！」

　そう言って、大量の塩をナマズの体に擦すり込み、ピュアスライムの水と繊せん維いの塊かたまりのタワシで粘液などのぬめりを落とす。

　完全にぬめりが無くなったところで、包丁で腹を捌き、色々と確認しながら、切り分ける。
















　三枚に下ろし、太い骨は取り除かれ、大きな二枚のナマズの切り身になったものを更にぶつ切りにするレスカ。

　そして、小さく切り分けたナマズを少しだけ焼いて食べ、何かを考えるように目を瞑つぶる。

「やっぱり、淡たん水すい魚ぎよ特有の淡たん泊ぱくな味わいですね。これならあの料理ができそうです」

　少しの切り身だけでナマズの試食の料理が決まったようだ。

　小さく呟いた後、レスカは、手て際ぎわよくナマズの切り身を磨すり潰つぶし、そこに匂におい消しの野菜などを混ぜ込み、スープの団子にしていく。

　別の品では、切り身に塩コショウで味付けして、小麦粉を塗まぶした切り身を薄うすく引いた植物油でソテーする。

　他にも、下味をつけた切り身に小麦粉、ランドバードの卵液、そして荒あらく磨り下ろしたパン粉の順番で潜くぐらせたものを温めた油の鍋なべに入れて揚あげていく。

　しばらくして、ナマズ料理が完成したのか、テーブルに並べていく。

「できました！　ナマズのツミレスープに、ナマズのソテー、そして、ナマズのフライです」

「すごい。私、あんなの絶対に料理できないと思ってたのに」

　そう呟くヒビキに俺も同意する。それだけレスカの調理技能は高く感じる。

　見るからに美お味いしそうに見えるが、ジニーもヒビキもすぐに手を出さない。

「……コータス兄ちゃん、先にどうぞ」

「そうね。ここはコータスが毒味、もとい味見を」

　試食として並べられた料理とは別に、ジニーとヒビキの視線の先には、レスカに捌かれて虚うつろな目をして半口開けたナマズ魔物の頭部と太い骨、ナマズの血で汚れたまな板だ。

　それを見て、表情を引き攣つらせる二人。ナマズ料理は、初めてであるために緊きん張ちようしているようだ。

「さぁ、コータスさん。遠えん慮りよせずに、どうぞ」

　ニコニコと嬉うれしそうに微笑ほほえんでいるレスカが、直接俺のために取り皿に取ってくれる。

　魔ま物もの牧場の食材に慣れ始め、レスカの作るものは不ま味ずいもののはずがないという信しん頼らいのもとナマズ料理を食べる。

「うん。意外といけるな」

　ナマズのツミレ団子スープは、淡泊な味だが柔やわらかい。だが、少し魚の臭くさみを感じるがすぐに香こう味み野菜の香かおりが消してくれるために、好きな人には好きな味だろう。

　次にナマズのソテーとフライだが、ソテーはニンニクと植物油で焼かれているために臭みも消え、ふわっとした白身のナマズの身が解ほぐれる。

　フライの方は、パン粉のカリっとした食感と簡単に解れる身にこちらも食べやすく、高温で加熱しているために臭みも気にならない。

　フライの方は、酸味の利きいたピクルスと合わせてパンにでも挟はさめばサンドイッチの具になりそうだ。

「うまいな。お替わりを頼たのむ」

「はい！　ジニーちゃんとヒビキさんもどうぞ」

　そう言って、勧すすめるレスカにジニーとヒビキも手を付ける。

　そして、ナマズ料理を食べた二人は──

「……ん、おいしい。スープが優しい味がする」

「おいしいけど、私には、ちょっと物足りないわ。はぁ、醬しよう油ゆや味み噌そ、ソースが欲ほしいわ。あと、蒲かば焼やきとか食べたいわぁ」

　早速、でき上がったナマズ料理の中でスープが気に入ったのかちびちびと飲むジニー。

　ヒビキには、物足りないのかそう呟きつつ、ナマズのフライに手を伸ばしている。

　多分、ナマズに合わせた食材か何かなのだろう。郷きよう愁しゆうの念を思い起こさせるほどの物だったんだろう。

「ヒビキさん、そのショーユとかミソ、ソースってなんですか？」

「ああ、ショーユやミソってのは、豆や穀物を発はつ酵こうさせて作る液状調味料やペースト状の調味料ね。ソースは複数の野菜や果物を、スパイスと煮に詰つめて作る液状調味料よ。確かトマトとかタマネギ、ニンジン、リンゴとか使った記き憶おくがあるわね、あと香味野菜とか」

「むぅ、発酵調味料は、すぐには難しいかも知れませんね。そのソースってのは材料がありますけど……」

「ソースの方は一ヶ月とか熟成させたりするらしいわね。いつも買ってたから作り方は分からないわ」

　レスカは、ヒビキの言葉を聞いて、深く聞き出す。

　そうか、俺は、異世界人のヒビキを特とく殊しゆな加護持ちだと認にん識しきしていたが、この地域にはない食文化を持つ外国人という認識もできるのか、と思い至る。

　そんなヒビキに対して、レスカは、話を聞き出しよりナマズを美味しく食べる方法を学ぼうとしているようだ。

「それじゃあ、カバヤキの方も調味料ですか？」

「蒲焼きは、料理名ね。串くしに刺さした長い魚の開きをさっき言った醬油や酒、砂糖を混ぜた合わせ調味料に付けて焼いた料理ね」

「むぅ、ここでまたショーユですか」

「あー、でもタレを付けずに焼く白焼きって料理もあるし、調理方法には、一度蒸むして魚の脂あぶらを落として旨うま味みを閉じ込めるってのがあるわね」

「蒸す！　そうですね！　試ためしてみます！」

　そう言ってレスカは早速、葉物野菜をフライパンに敷しいて、その上に塩こしょうで味付けしたナマズの切り身を置いて料理酒で蒸し始める。

「それは、白焼きじゃないんだけねぇ」

　そう言って苦笑いを浮うかべるヒビキ。

　まぁ、新しい料理には試し行こう錯さく誤ごが必要だろうと思いながら、パクパクとナマズ料理を口に運ぶ。

　ヒビキも、ソースが欲しい、と言いながら付け合わせのナマズのフライを食べる中、思い立ったように立ち上がる。

「って私、今魔法使えるじゃん！　それに【賢けん者じやの書庫】もある！　よーし、魔法で再現して見せるわ！」

「落ち込んだり、やる気を出したりして忙いそがしい奴やつだな」

　フォークを片手に拳こぶしを掲かかげるヒビキに対して、溜ため息いきを吐つく俺とジニー。

　ヒビキが幾いくつかの料理の作り方を提示しては、ナマズを調理するレスカ。

　どの料理も大変美味しく、自分で作った料理をレスカは非常に美味しそうに食べる。

　水棲系魔物の試食品としては、十分な出来なので試食会に牧場主たちを呼ぶことになった。

　そして後日──

「おー、レスカちゃんに【魔女】さん。ありがとう！　新しい畜ちく産さん魔物が誕生したよ！」

「ほう、それは良かったわ。偶ぐう然ぜん、【魔の森】で遭そう難なんしたとき荷物に生きたまま入っていたものだけど役だって」

　レスカとヒビキが新種のナマズ魔物と共に伝えた料理が受け入れられ、試験的な飼育が始まった。

　繁はん殖しよく力も高く、雑食性。ただ増やすだけなら管理の手間が少なく、だが味を追求するために餌えさの選定まで始める力の入れっぷりだ。

「それで、この魔物の名前、どうする？」

「あっ!?　そうですね。新種ですから名前がありませんね！」

　試験的に飼育しつつ、牧場主が観察記録を取っているが、やはり新種の魔物らしい。

　そのために名前がない魔物に新たな名前を付ける必要があるのだが──

「【魔女】さん。見つけた本人ですから、名前を付ける権利がありますけど、どうします？」

「えっ、私が？　どうしよう？　レスカちゃん」

「新種の魔物に名前を付けるなんて名めい誉よなことですよ！　一生、自分の名前が残ります！」

「えっ、でもナマズだし……」

　髭ひげの生えたでっぷりと太いナマズを見て、嫌いやそうにする。

　たとえ、自分の名前を付けて『ヒビキナマズ』なんて呼ばれれば、それは恥はずかしくて嫌かも知れない。

「私じゃなくて、牧場主さんが付けてくれる？　恥ずかしくて自分の名前を付けられないわ」

「そうですか。なら、前々から【魔女】さんの見つけたナマズとうちの牧場で呼んでいたんで『魔女ナマズ』って名付けることにします」

　対外的に【魔女】の加護持ちである発見者のヒビキに対する尊敬の意味を込こめた名付けに、レスカは羨うらやましそうにして、ヒビキを見ている。

　そんなヒビキは、まぁ仕方が無いか、と苦笑いを浮かべつつ了りよう承しようする。




　更さらに時が経たち、この『魔女ナマズ』は、辺境の牧場町だけでなく広い地域で養よう殖しよくされるようになり、一いつ般ぱん大衆に受ける白身魚の魔物として認知される。

　討とう伐ばつランクもＦランクと低く制定され、魔女ナマズ釣つりや色んなナマズ料理が登場し、一つの文化を築き上げる。

　だが、そんな未来がくるとは、俺もレスカもヒビキも想像することができなかった。



















　　　五章　左さ遷せん騎き士しと暗あん竜りゆうの雛ひな







【暗竜の卵】を預かって早三週間が経過した。

　その間、真竜族が卵を迎むかえに来る気配がないまま俺たちの日常は過ぎていく。

　一応、バルドルが騎士団の本部経由で王宮に対処方法などを求める手紙を出したらしいが、その返事もない。

　もしかしたら王宮の方で、この国の崇あがめる真竜と交こう渉しよう中かもしれないので俺たちは、【暗竜の卵】の管理に集中する。

【暗竜の卵】がやってきたレスカの牧場だが、大きな変化はなく平和である。

　レスカは、俺と共に毎日牧場仕事を楽しんで過ごしている。

　次にジニーは、毎朝とは行かないが、冒ぼう険けん者の訓練を受けにレスカの牧場を訪おとずれては、俺から剣けんの稽けい古こと体力作り、ヒビキからは魔法の講義と魔力操作や魔力感知などの基き礎そ中の基礎を共に訓練している。

　その訓練の後、レスカと共に台所で朝食の準備を手伝うのが日課となり始めていた。

　途と中ちゆう、魔法を使ってみようと【暗竜の卵】の部屋で熱量の放出を終えた炎えん熱ねつ石に熱を込こめるために火魔法を発動させようとして何度か暴発した。

　その原因は、ある一定の大きさの火魔法を使うと火精せい霊れいが嫉しつ妬として妨ぼう害がいするのだ。

　木の大精霊に言われたので今では火魔法を小さく使うことだけに集中し、それを成すための魔力操作と魔力感知を中心にした座学と基礎訓練をヒビキから受けている。

　ヒビキは今、時間を見て火精霊との交信手段を探しているようだが、【賢者の書庫】ではまだ見つかっていないようだ。

　最後に、この魔物牧場に馴な染じみ始めたヒビキの生活が大きく変わった。

　リア婆ばあさんの紹しよう介かいで魔物牧場での仕事を少しずつ受け始めたヒビキ。

　対外的に【魔女】の加護持ちと魔道具作りの能力を持つヒビキは、牧場町の職人たちと提てい携けいして魔道具の生産に携たずさわり始めた。

　完成した道具に魔法で簡単な効果を付ふ与よして魔道具にして、技術料でお金を得る。

　異世界で着ていた変わった服装に、魔女のトレードマークである黒いマントとツバ広の三角帽ぼうを被かぶって愛あい嬌きようを振ふりまいている。

　仕事も確実で丁てい寧ねい、さらに付与する能力の打ち合わせなどもしっかりするので厳しい職人たちからの受けが、非常にいい。

　なにより変わった服装だが、若くて可愛かわいい少女であり、ジニーを身を挺ていして守り続けたことや時折、子どもたちと遊ぶ姿などを見て、牧場町に受け入れられている。

　まぁ、幼い子どもに手を出して、俺に捕つかまるということがないことだけは願おう。

　そんな感じで、着実にこの町で地じ盤ばんを作り始めているヒビキ。

　そして、俺は──

「今日も終わりだな」

　硬かたくなった動く野菜の畑を耕し、井い戸どから持ってきた水を遣つかって、最後に地面に埋うまった動く野菜たちに霧きり吹ふきで天然の農薬である木もく酢さく液えきを吹ふきかける。

「臭くさいよなぁ。一度、湯屋に寄ってから牧場に戻もどるか」

　俺は、それぞれの野菜たちの様子を確認しながら、木酢液を掛かけ、虫除よけをする。

　前までは、短い芽を生やして動いていたゴツゴツしたジャガイモは、今では、大分茎くきを伸のばし、食用部分のジャガイモは、養分を吸われてしおしおになっていた。もうしばらくすると、自立して動くことは無くなるはずだ。

　同様に、最初は、動いていた野菜たちも更に大きくなり、自重を動かす労力が養分確保より大変になって来るとその場から動かなくなり、やっと普ふ通つうの野菜っぽくなる。

　それでも不用意に近づく害がい獣じゆうなどは、地面から伸びる植物の根で締しめ上げられて、地中で養分にされていく。

「だけど、寄って来る害獣だけじゃ養分が足りないらしいからな。今度、レスカに相談して追加の肥料を撒まこうか」

　今も風ふ呂ろに浸つかるように気持ち良さそうに木酢液の霧きりを浴びる野菜たちを見ながら、今後の農業計画を考えていた。

「さて、とりあえず、やることも終わったし町の巡じゆん回かいでもしながら戻るかな」

　レスカの牧場の手伝い、畑の管理、その後、他ほかの牧場の臨時の手伝い以外では、町中を適当に歩きながら、見回りしている。

　喧けん嘩かがあれば仲裁、犯罪が起これば捕ほ縛ばく、問題がなくても注意勧かん告こく、そうした兵士的な業務もこの辺境の町の仕事だ。

「おー、お前さんかい！　鍬くわの調子はどうだい？」

「鍬やスコップは前と殆ほとんど変わっていない。さっきも畑を耕したけど問題はなかった」

「がはは、そうかい！　そうかい！」

　町中を歩いていると俺と多少会話をする人間が軽く声を掛けてくる。

　今も、鍛か冶じ師しのロシューが声を掛けてくるし、子どもたちも目付きの悪い俺に物もの怖おじせずに話をせがむので、俺の親父おやじたちの冒険譚たんを聞かせたら懐なついてきた。

　まだ、俺の目付きの悪さや外部から来た人間ということで少し距きよ離り間があったが、それでも来た当初より俺の人ひと柄がらが伝わり、大分居い心地ごこちのいい雰ふん囲い気きになる。

　たまに声を掛けると、目付きの悪さで驚おどろかれたりするが……

「そういやぁ、あのヒビキの嬢じようちゃんが持ち込んだ錆さびたゴブリン・ジェネラルの大剣は、結構な量の金属になったぜ！　また農具作りが捗はかどるぜ！」

「そりゃよかった」

「あと、リア婆さんが呼んでいたぞ。なんでもお前に話があるとかな」

「リア婆さんが？」

　何な故ぜ、俺に、と首を傾かしげる。

　ジニーに関してのことなら、ジニーを同席させるか、魔法の指導をしているヒビキにも声を掛けるはずだ。

　確か今は、牧場でレスカのお菓か子し作りの手伝いをしているはずだ。

　俺は首を傾げながら、リア婆さんの薬屋へ向かおうと思ったが、木酢液が少し服に掛かっているので、牧場に戻り、着き替がえを取りに行って湯屋に寄ってから向かうことにした。

　そして、身を綺き麗れいにしてさっぱりしたところでリア婆さんの薬屋を訪れる。

「すまない。騎士のコータスだ。話があると聞いてきた」

「入ってきなさい、空いているよ」

　身み嗜だしなみを整え、薬屋の扉とびらをノックすれば、奥から店の中に入るように声を掛けられる。

「いらっしゃい。そろそろこの牧場町に慣れた頃ころだと思ってね。話を聞きたいんだ」

　町の顔役の一人であるリア婆さんには、ジニー経由で一番顔を合わせているために、そういう話を聞く役目が回って来たのかもしれない。

　そう呼ばれた理由に納なつ得とくしつつ、素す直なおな考えを述べていく。

「慣れた。と言えれば良いが、毎日が新しん鮮せんな気持ちだ。植物もどんどん生長するし、魔ま物ものも日々変化して勉強の毎日だ」

「あんた、若いのに年寄りみたいなこと言うねぇ。まぁ、いいさ。ここでの生活には不満はないんだね」

「不満を言えば、罰ばちが当たる。毎日、美お味いしい食材で料理を食べさせてもらっているし、時々珍めずらしい物も食べられる。【魔の森】関係の事件はあったが、人間の引き起こす問題は少なく、平和と言える」

　人間性と言うやつだろうか。

　牧場町は、朝早くから働き、夕方以降は、休む。

　夜の酒場に繰くり出す人も少なく、そのために酔よっ払ぱらいの喧嘩は偶たまにしかない。

　それも自警団の自じ浄じよう作さ用ようが強いために正直、俺のような左遷騎士の立場がないくらいだ。

　基本、兵士や騎士は、金食い虫だ。国民の税金で維い持じして、平和な時ほど疎うとまれ、争いが起これば尊ばれる。

【魔の森】からＢランクの魔物が襲しゆう来らいした時や【暗竜の卵】が空から墜おちてきた時などは、頼たよられるが、本来なら、今くらいの平和が騎士にとって一番だと感じる。

　そんな俺の内心の考えを思い浮うかべている間も、うんうんと頷うなずくリア婆さんが俺に最後の質問を投げかけてくる。

「それじゃあ、このままこの牧場町で所帯を持って生きることも考えてるかい？」

「はい？　それは……」

「どうせ、左さ遷せんされて何年かして戻っても居場所なんてないんだろ？　なら、この町で完全に居場所を作って定住すればいいさ」

「…………」

　諭さとすようなリア婆さんの言葉に、確かにその考えはなくはないな、と思い浮かべる。

　元々、貴族系の騎士に疎まれて左遷されたんだ。なら、何年か経った後に王都に戻されてもきっと居場所など無いし、左遷されたという事実から出世の道は絶望的だ。

　それにやっとこの牧場町に慣れ始め、居場所があるように感じてきたのだ。

　なら、この町で騎士兼けん農家の手伝いをしながら生きる道もありかもしれない。

「あたしは、あんたが町の誰だれかと結けつ婚こんしてこの町に居場所を築けばいいと思ってるんだよ。自分の結婚相手とかのことを考えたことあるかい？　ないなら、安心しな。あたしは、この町で仲人なこうどを長年やって来たんだ。いい人を紹介できるよ」

　そう言われて、俺は、考えが一いつ瞬しゆん固まる。

　自分自身が誰かと結婚するなど、想像できないし、何より結婚した相手を養うことができるのか、という話だ。

「結婚するにも左遷された俺の収入は、低い。結婚するにしても貧しい生活になる。そうなれば、どちらも不幸になる」

「あんた頭硬いねぇ。こんな田舎いなかなんて一応は、お金を使ってるけど、その気になれば、自給自足や物ぶつ々ぶつ交こう換かんでも生きていけるよ。それに、安心しな、婿むこ入いりの場合は、大たい抵てい、家族経営の牧場仕事を手伝うことになるから逆玉の輿こしが可能だよ。良かったね」

「俺は、自分で言うのもあれだが、目付きが悪くて怖こわがられもするからご破算になる可能性もあるぞ」

　左遷前に、町中の巡回をした際に助けた女性に目付きが怖くて泣かれたことがあるくらいだ。顔に自信はない。

　だが、そんな俺の抵てい抗こうに対して、リア婆さんは、ニヤニヤとした笑いを浮かべている。

「そんなのあんたを見て平気な年とし頃ごろの女の子がちょうど居るじゃないか、ほら、レスカが」

「レ、レスカ!?」

　結婚相手の名前として、レスカの名前が出て、思わず狼狽うろたえてしまう。

「いや、だがまだ会って一ヶ月とちょっとだぞ」

「レスカは、あんたを居候いそうろうさせ続けるだけの信しん頼らいはしている。それに、あんただって無体なことをしていないし、真ま面じ目めに牧場の手伝いをしてくれるから推おしているんだよ」

　俺は、黙だまり込んでしまう。

　レスカと結婚という場面を想像すると、容易に想像できてしまうが、今の生活と余り変わらないが穏おだやかな日々を過ごせるような気がする。

「レスカは、器量よしで料理も上手な働き者さ。それに、あれは安産型だから、きっと子宝にも恵めぐまれるよ」

「いや、後半の部分は俺にするべき話じゃないだろ」

　レスカは安産型……っていや、そんなことを意識するな。と頭を軽く振るう。

「なんだい。レスカは嫌いやかい？」

「そういう話じゃなくて……」

「なら、新しく来たヒビキって子かい？　まぁ、町の外から来た者同士でこの地に定住してくれるなら文句はないよ。あの子みたいな特別な技術を持つ子は、町の産業的に重要だからね」

　魔道具を作れる【魔女】であると大々的に告げたヒビキは、革かわ細工などに魔法を付ふ与よする技術とレスカの牧場の手伝いで少しずつ慣れようとしている。

　なにより、黒目黒くろ髪かみという神秘的な容姿とその人ひと懐なつっこい性格や明るさで目付きの悪い俺以上に早くに牧場町に受け入れられている。

　レスカとは、別の方向性の美しさや憧あこがれを抱いだく女性だろう。……まぁ、レスカとジニーに見せる言動はやや、アレだが。

「なんだい。同じ屋根の下で暮らしているレスカやヒビキも駄だ目めかい！　それなら、うちの孫まご娘むすめかい!?　まぁ、師弟関係が恋れん愛あい関係に発展するのは古今東西でもあることだけどね」

「いや、歳としの差があるだろ。って言うか、自分の孫娘に俺との結婚を勧すすめる気か？」

　まだ12歳だぞ、と口から言葉が出そうだが、その前にリア婆ばあさんの言葉に遮さえぎられてしまう。

「５歳の歳の差なんて普ふ通つうにあるさ。まぁ、あたしの孫娘だからね。将来美人になることは決まってるんだ。それなら将来性って意味で婚こん約やくだけでも十分にあり得るよ。それに、ジニーが婚約して婚約者のあんたがこの町に居着けば、冒ぼう険けん者なんて馬ば鹿かなこと言い出さなくなるだろうってね」

　前半は孫自じ慢まんか、と思ったが、後半部分はリア婆さんの本音だろう。

　俺を出だしにして、ジニーの無茶を押さえるつもりか。まぁ、そう提案される程度には、俺は信頼されていると見ていいのだろうか。

「さぁ、レスカ、ヒビキ、ジニーの誰を選ぶんだい？」

「だから、なんでもう選ぶこと前提なんだ」

「なんだい。決められないのかい！　それともまさか全員って訳じゃ……」

「そんなわけあるかい！」

　珍しく俺が大きな声で返したのでリア婆さんは、目を見開いて驚くが、すぐに破顔する。

「冗じよう談だんだよ。けど、なんでそんなに嫌がるんだい」

「いや、嫌がってる訳じゃなくてな。まだ自分自身が結婚など考えられそうにない。それに一応、上司のバルドルを差し置いて結婚は気まずいと思う」

「まぁ、いきなり過ぎたのは確かだったね。まぁ、こっちも牧場町の発展のために考えて欲しいんだよ。あと、バルドルに紹しよう介かいするのは、控ひかえてるんだよねぇ」

　そう言って、俺を茶化していたリア婆さんだが、バルドルの話題になると気まずい表情になる。

「何故？」

「何故って、まぁ来た当初のバルドルを知らないなら仕方がないかぁ。左遷された当初は荒あれていたのさ。まぁ暴れるとか暴力的って感じじゃなくてとにかく無気力だったんだよ。それに牧場仕事の手伝いも嫌々やっていてねぇ」

　元近この衛え騎き士しだったバルドルとしては、華はなやかな王城の警備が中心だったために畑の土弄いじりや生き物の糞ふん尿にようなどは慣れるまでがキツかっただろう。

「だから、精神的に弱さがあったから見送りだよ。だけど、そうさねぇ、そろそろバルドルにもいい人見つけないとねぇ」

　そうなると、二十代前半から後半当たり。いや、三十代前半の姐あねさん女によう房ぼうでしっかりと手た綱づな握にぎって貰もらった方がいいか、とぶつぶつと呟つぶやいているリア婆さん。

「まぁ、とりあえず結婚について考えておくれ。なんなら、あたしの仲人なしで告白してもいいから」

「……考えてみる」

「なんだい、やる気のない返事だねぇ」

　不満顔のリア婆さんに見送られて俺は、薬屋を後にして、レスカの牧場に戻もどる。

　なんだか無む性しように疲つかれたが、今の精神状じよう況きようでレスカたちと会うのも気まずいが、行く場所もないので大人しく帰ることにする。
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「ただいまー」

　直前に、リア婆さんに変なことを言われて、モヤモヤした気持ちのままレスカの牧場に戻れば、台所からバターと砂糖の焼ける甘い匂においが漂ただよってくる。

「あっ、コータスさん、おかえりなさい。畑はどうでした？」

「もうじき、根付きをしそうだからな。それに合わせて肥料の追加をどうするか聞きたいんだ」

「あー、それなら一度、次に畑を耕す時に全体に肥料も混ぜ込んで、後は、液状肥料を土に与あたえる形にしましょうか」

「レスカ姉ちゃん、まだかな？」

「ジニーちゃん、もうちょっとですよ」

　そう言って、ジニーに呼ばれて、台所の方に向くレスカの視線の先を覗のぞき込む。

「今は、何を作ってるんだ？」

「クッキーですよ。森の果くだ物もので作ったジャムを載のせたやつです」

　俺も覗き込めば、鉄のオーブンに温められたクッキーの生き地じは、中央が軽く窪くぼまされており、その上にスプーン一いつ杯ぱい分の色取り取りのジャムが載せられている。

「コータスさんが牧場のお仕事を手伝ってくれるお陰かげで、こうして料理を作る時間が増えました。ありがとうございます」

「……俺は、ただ居候としての手伝いをしているだけだ」

　言った後、自分でもぶっきら棒な言葉に、この言葉はないんじゃないだろうか、と軽く後こう悔かいするが、レスカは気にした様子はなくニコニコしている。

「コータスさんも疲れたでしょうから座っていてください。ジニーちゃん、まだクッキーが焼けそうにありませんからお湯を沸わかすの手伝って貰えますか？」

「うん！　任された！」

　元気よく駆かけていくジニーは、薪まき代わりの切り落として乾かん燥そうしたコマタンゴの手足を竈かまに投げ込み、その燃料の下に指先を掲かかげ、小さな火種を生み出す。

「ジニーは、前より魔法が上達したよな」

「あたし、頑がん張ばったんだ。当然だ」

　テーブルの席に着き、竈に火を付けるジニーを褒ほめれば、自信満々に胸を張り、嬉うれしそうにニヤけた顔をしている。

　魔ま力りよく操作や魔力感知などの地道な基き礎そ訓練をやっている。そのために火精せい霊れいが嫉しつ妬とせずとも干かん渉しようしようとして不安定になる小さな火魔法をきっちりと発動させることができるようになった。

　今は、火種のような小さな一歩だが、ジニー本人に取っては大きな一歩である。

　そして、竈の上に置かれたヤカンが温まるのに時間が掛かかるので俺の側そばに来て、チラチラとこちらを窺うかがうように見てくる。

　若じやつ干かん、頭の天てつ辺ぺんをこちらに傾かたむけているように見えるが、直前にリア婆さんに言われたことを思い出して、どうするべきか、と悩なやんでいると、諦あきらめたのか寂さびしそうな表情をするので、咄とつ嗟さに手が伸のび、何い時つもより少し荒あらく頭を撫なでる。

「むぅ、今日はなんか雑」

「そんなことはない」

　ジニーは、乱れた髪かみの毛を手て櫛ぐしで整え、俺に抗こう議ぎしてくるが、俺は惚とぼける。

　正直、表情には出ていないだけで内心は、レスカたちとの関かかわりについて悩んでいるんだ。

「あら～、良い匂いねぇ。今日のおやつはクッキーなのね」

「ヒビキ、だらしないぞ」

「いいじゃない。家にいる時くらいラフな格好でも」

　クッキーの焼ける匂いに誘さそわれて、自室に籠こもっていたヒビキが出てくる。

　その格好は、寝ね間ま着きとも普ふ段だん着ぎとも取れる格好でだらしなく、髪もボサボサで後頭部に一ひと括くくりに縛しばり、元々の持ち物なのか眼鏡を掛けている姿は、正直ダサいの一言だ。

　ヒビキのそんな姿を見たために、妙みように意識していた結けつ婚こん相手の可能性という部分から離はなれることができたのは、良かったのか、悪かったのか、と溜ため息いきを吐はき出す。

「はい。ヒビキさん、お茶ですどうぞ」

「レスカちゃん、ありがと～。お姉ちゃんに優やさしくてうれしいわ」

「昨日は、夜よる遅おそくまで読み物でもしてたんですか？」

　姉の件を無視して話を進めるレスカ。もう、ヒビキの扱あつかい方に大分慣れているようだ。

「そうなのよ。異世界からの転移者だからねぇ。この世界の文化や風習とかそう言うのは、一通り知識として知りたいからね」
















　そう言って、再び眠ねむそうに欠伸あくびするヒビキ。

　現在は、レスカの牧場の手伝いをしつつ、職人から受注した道具の付与の内職をしつつ、知識の収集に努めているらしい。

　だが【賢けん者じやの書庫】を持つヒビキの保有する知識量は、世界有数の人間だろうに、なぜ今いま更さら、知識を集めるのだろうか。

　以前、それを質問したことがあるが──

「確かに【賢者の書庫】は、有用だけど、その時代ごとの賢者の知識には偏かたよりがあるからね。それに【賢者の書庫】は、いわゆる本の目録が頭の中に浮うかぶ状態なのよ。その中から、欲ほしい知識に近いタイトルの本を見つけて、自分で読み進めないといけない。結局、地道に覚えなきゃダメってことね」

　知識の宝物庫、中に金銀財宝があることは分かっているが、その中身を確かめないと何があるか分からない。そんな印象を【賢者の書庫】から覚えた。

　時折、魔法の試ためし打ちをするのは、そうした地道に覚えた魔法を使っているらしい。

「とりあえず、適当に興味のある分野の本を読んで過ごしているんだけど、疲れたわ。ジニーちゃん、私を癒いやして～」

「やめろ！　手を伸ばすな！　変質者！」

　フシャァ！　と猫ねこのように俺の陰かげに隠かくれてヒビキを威い嚇かくするジニー。

　そんな俺たちの様子にニコニコしながらレスカは、焼き上がったクッキーをオーブンから取り出し粗あら熱ねつを取っている間に、ジニーの沸かしたお湯でお茶を用意してくれる。

「はい。お茶です」

「ありがとう、レスカ」

「レスカ姉ちゃん、あたし、砂糖とミルク」

「私は、砂糖で貰うわ」

　俺は、甘さのないストレートティーを貰い、ジニーがリスティーブルのミルクティー、ヒビキがティースプーン一杯分の砂糖を加え、それぞれが好みのお茶を飲む。

「それにしてもレスカの叔お父じさんは色んな本を持っているわね」

「そうですね、伝承、民話、地方の環かん境きようと生態系、魔物図ず鑑かんとか集めてました」

「私としては、そう言った古い話は、物語として読めるから楽なのよねぇ」

　そう言って、粗熱が取れ、お皿に盛り付けられたクッキーを口に放ほうり込むヒビキ。

　ジニーも自分が手伝ったクッキーを美お味いしそうに食べ、レスカも人が美味しそうに食べ、自分も美味しく食べるので幸せそうだ。

「あれ？　コータスさん、食べないんですか？」

　小首を傾かしげて俺の顔を覗き込んでくるレスカに余計、ドキッとさせられる。

　そんな中、【暗あん竜りゆうの卵】の置かれた部屋の方から足あし跡あとが響ひびき、オルトロスのペロがおやつ時の食堂に駆け込んでくる。

『『ウゥゥゥ、ワンワン！』』

「どうした、ペロ？　そんなに慌あわてて」

　俺は、騒さわがしいペロを落ち着けるために頭や首元を撫でるが、その手から逃のがれるように身を捩よじって、俺の服の端はしを咥くわえて引っ張る。

　まるで、【暗竜の卵】のところに連れて行こうとするような仕草である。

「分かった。俺が付いて行く。レスカたちは、待っててくれ」

「私も行きます！　【暗竜の卵】に何かあったのかもしれません！」

「あたしも行く！」

「面おも白しろそうだし、私の結界で保護した場所だから私も見に行くわ」

　遊びじゃないんだが……と溜息を吐き出すが、そんな時間も煩わずらわしいとペロがより力強く俺の服を引っ張る。

　なので、大人しく俺たちは、【暗竜の卵】の置かれた部屋に移動すると、部屋の中からコツコツと何かを叩たたくような音が聞こえる。

「開けるぞ」

　俺が全員の確かく認にんを取り、扉とびらを開けると部屋の中に置かれた音の発生源は、部屋に置かれた【暗竜の卵】からだった。

　殻からを破ろうとコツコツと内側から叩いているらしいが、俺としては、どうすればいいか悩む。

「やっぱり、生き物の孵ふ化かには、手を出しちゃ駄だ目めだったよな」

「はい。どんな生き物でも生まれる時に最初に起こる試練です」

「頑張れ、頑張れ」

「おー、竜の誕生かぁ、異世界に来たんだねぇ。まぁ、巨きよ大だいトカゲの子どもとか見たし、今更かもしれないけど」

　応おう援えんするジニーとのんびりと部屋でくつろぐヒビキだが、俺としては、本来迎むかえに来るはずの真竜たちが一向に現れず、卵だけが孵化しようとしている事態にどうするべきか悩んでいる。

　本来、バルドルに伝えるべきなのだろうけど、一応は子どもでも竜という世界最強生物だ。戦うことができる俺がこの場を離れることができず、バルドルを呼びに行かせるために誰だれかを走らせるにも動きそうにない。

「仕方がない。このままここで見守るか」

　俺は、卵の前の床ゆかに座り込み、卵をジッと見つめる。

　そして、少しずつ殻を叩く感覚が短くなり、遂ついに卵の殻に罅ひびが入る。

「もうちょっとで生まれる！」

「今、一いつ瞬しゆん黒い体が見えたわよ」

　興奮するジニーとヒビキだが、妙に静かなレスカの方を見つめると、その目は二人とは別の意味で真しん剣けんだ。

「すごい。真竜の、それも暗竜の孵化に立ち会えるなんて……」

　感動に今にも泣きそうな顔をしているレスカ。

　そして──

「生まれるわ！」

　暗竜の雛ひなの誕生に興奮したヒビキが俺を押しのけてより近くで見ようと前に出るが、勢いよく割れて弾はじけた卵の殻の上部がヒビキの額に当たる。

「あいたっ!?」

　大きく分厚い卵の殻の破は片へんを額に受けたのだ。

　鋭するどい卵の殻ではないので怪け我がはないが、それでも驚おどろき尻しり餅もちをついたヒビキとそれを支えるジニー。

　そして、飛び出した勢いで俺の顔に体当たりをして来る黒い物体……もとい、暗竜の雛だ。

『キュイキュイ！』

　甲かん高だかい声で鳴く暗竜の雛を顔から引き剝はがし、俺の膝ひざの上に乗せる。

　生まれたばかりの暗竜は、ほんのりと湿しめっており、竜の鱗うろこは、剣けんすら弾くと聞いているが、触ふれた感かん触しよくからして生まれたばかりは柔やわらかいようだ。

「この子が、暗竜の雛ですね」

『キュイ！』

　既すでに嬉し泣きをしながら笑顔で暗竜の雛を覗のぞき込むレスカに対して、今度は、俺と同じようにレスカに飛びかかり抱だき付き、その頰ほおの涙なみだをちろちろと舐なめ取る。

『キュイ？』

「あははっ、慰なぐさめているんでしょうか。別に悲しくて泣いているわけではないのに嬉しいですね」

　そう言って、はにかんだように微笑ほほえむレスカ。

　レスカの腕うでに抱かかえられゆったりと揺ゆらされる暗竜の雛は、瞼まぶたがとろんとしてきて、眠り始める。

　そんな暗竜を毛布に優しく包み、これからの事を相談することにした。




　　　●




　卵の殻が当たった額を赤くしながら、デレデレとした表情ですやすやと眠る暗竜の雛を見つめるヒビキは、幸せそうな溜息を吐き出す。

「はぁ、可愛かわいいわねぇ。ドラゴンの赤ちゃん」

「そうですねぇ。やっぱり、生き物の赤ちゃんは、どれも小さくて可愛いですね」

「おーい、レスカ姉ちゃん。バルドルさん呼んできたよー」

　暗竜の雛が孵化した後、ジニーに伝言を頼たのみ、先任騎き士しのバルドルを連れてきてもらった。

　一応、元近この衛え騎士であるために王宮に多少なりとも繫つながりがあるために何かいい知ち恵えを授さずけてくれると思うのだが、やって来たバルドルは、頭が痛そうな表情をしていた。

「まさか、竜が孵かえっちまうなんて。王宮からの指示はないのに」

「ああ、どうするべきか」
















「どうするべきだろうなぁ」

　騎士であり、男二人が互たがいに顔を合わせて、悩なやんでいる。

「暗竜の雛など何を食べるのか分からないからな。これから目を覚ました後に何を与あたえれば良いのか」

「そのことかよ！　いや、確かに気にするべきことだけど、そうじゃないだろ！」

　俺の言葉にバルドルがツッコミを入れるが、すぐにバルドルは、長い溜ため息いきを吐はき出す。

「卵は、部屋に置いて適切な管理をすれば、トラブルにはならないが、生まれてしまったのならそれは動く。そして、その雛に何かあれば、最悪、真竜の怒いかりがこの町に向くことになるんだぞ」

「……そうだな」

「本当なら、卵の内に真竜に引き渡わたすかしたかったんだがなぁ。真竜も迎えに来ないし、王宮からの連れん絡らくもないからなぁ」

　そう言って、ぼやくバルドル。

「この場合、どんな可能性があるんだろうな」

「そうだなぁ。卵を巡めぐる主導権の派は閥ばつ争あらそいでもしているのかもな。真竜と契けい約やくした王祖と同じように真竜との関かかわりを持つための橋はし渡わたしって話になるかもな」

「はぁ、なんでそんな面めん倒どうなことを考えるかなぁ」

　俺としては、生まれてきた命に対して真ま面じ目めに取り組むべきだと考えるが、そこに政治的な価値を見み出いだすなんて。

「……まぁ、とりあえず国からの指示がない場合は、上司である俺が裁量を握にぎっている訳だ」

「そうだな」

「だから、上司として命令する。お前が当面、真竜の雛を育てろ。良かったな竜を育てられるなんて騎士の誉ほまれだぞ」

「……それはなんだ？　左さ遷せんされた俺に対する皮肉か？」

　無表情で尋たずね返すが、別段怒おこっている訳では無い。

　元々、暗竜の雛は、真竜の迎えが来るまで俺たちで守っていくつもりだった。

「そんな怖こわい顔するなよ。騎士の誉れって部分は冗じよう談だんだ。だけど、飛ひ竜りゆうと同じだとするなら、最初に見た物を親と思い込む刷すり込みがあるはずだ。だから引き離はなすにも離せないだろ」

　そう言っていると、ちょうど眠ねむりから目を覚ました暗竜の雛は、部屋に見知らぬ男であるバルドルを見つけて盛せい大だいに慌て、レスカに助けを求めるように飛びつき、毛布に絡からまって転ぶ。

「ほらな。だから、しばらくは、お前らが付きっ切りで面倒見ろ。俺は、どうなっているか直接催さい促そくと現状の報告で出かける」

　ランドバードを借りれば、すぐだ。と言って今すぐに出かけるようだ。

「コータス後は任せたぞ」

「分かった。善処する」

　俺は、そう答えて、バルドルを見送った。

『キュイキュイ』

『『ワフッ……』』

　目を覚まし、バルドルが居なくなった後でも甲高い鳴き声を上げる暗竜の雛をレスカは、抱き上げて、揺するが今回は、眠るわけじゃ無さそうだ。

「お腹なかが空すいているんでしょうか？　何を食べさせましょうか？」

「うーん。あたしのクッキー食べる？」

　そう言って、ジニーがジャムの載のったクッキーを差し出すが、ぷぃと顔を背そむけるためにしょんぼりと肩かたを落として差し出したクッキーを自分で食べる。

「とりあえず、卵の殻じゃないのか？　卵生の魔ま物ものの中には、最初の餌えさとして卵の殻を食べると言うのは聞いたことがある」

　グリフォンや飛竜などの魔物がその類たぐいらしい、と拙つたない知識ながら推測する。

「なら、私が持って来るわ」

　俺の言葉を聞いてヒビキが立ち上がり、暗あん竜りゆうの部屋に置いたままの卵の殻を取りに行く。

　しばらくして、大小に割れた卵の殻を持ってきたヒビキがテーブルに広げると暗竜の雛がレスカの腕の中からテーブルの上に飛び移る。

　まだ、雛とも呼べる竜で、皮ひ膜まくの張った小さな翼つばさをパタパタと動かして滑かつ空くうするようにテーブルに着地する。

　どう見てもあのまんまるとした体を支えることなどできそうにない翼なのだが、そこは、魔法なのだろうか、と思いながら、パリパリと卵の殻を食べ始める雛を見つめる。

「最初は、卵の殻を食べるんですね。でも次からは何を与えればいいんでしょうか？」

「ペロと同じ生肉か？」

「でも竜は雑食ですし、まだ雛ですから消化にいいものが良いのかもしれません」

　レスカと話している間も卵の殻を食べ、半分ほど無くなったところで俺の所に飛んできて、頭の上によじ登る。

『キュイ！』

「なんだ？　俺の頭の上が気に入ったのか？」

『キュイ！』

　がしっと前まえ脚あしで俺の後頭部に抱き付き、後ろ脚を俺の両肩に乗せる暗竜の雛。

　生まれたばかりだが、それでも前脚に爪つめがしっかりと存在し、後ろ脚も両肩を摑つかむ力は強く、しっかりと固定されている。

「ちょっと肩が痛い。具体的には、爪が食い込んでいる」

『『ワフッ』』

　今、ペロに我が慢まんしろ、と言われた気がした。

　そのまま俺の頭に擦すり寄るように頰ほお擦ずりしてくる。

「なんで俺の頭なんだ？」

「最初に見たのがやっぱりコータス兄ちゃんだからじゃない？」

「あとは、黒くろ髪かみだから、そこで強い同族意識を感じているとかかしら、ほら、私も黒髪よ～」

　ヒビキが自分の髪の毛を一ひと房ふさ摑つかみ、暗竜の雛の目の前で揺らしてみると、視線の先が、すすすっ、とそちらに行き、パクッと咥くわえ食べられないものだと判断して離す。

「やったわ。私にも構ってくれた！」

「ヒビキ姉ちゃん、多分それ、竜の尻尾しつぽか何かだと思ってじゃれたんじゃ？」

「あら、そうなの？　なら、今度からポニーテイルにすれば、赤ちゃん竜ホイホイになるわね！」

　何とも前向きだ。そして、早さつ速そく髪を一ひと纏まとめにして暗竜の雛ひなに見せつけるが反応せず、今度こそ落らく胆たんして見せる。

「ほら、いくらそこが気に入ったからって落ちるかもしれないんだ。こっちで大人しくしていろ」

　俺は、暗竜の雛に手を伸のばして捕つかまえると、俺の膝の上に乗せる。

『キュイ？』

　不思議そうにこちらの方を見上げてくる暗竜の雛の顎あご下を擽くすぐるように撫なでると嬉うれしそうに目を細めて俺の体に寄り掛かかる。

　背中や尻尾などを触さわって確かめるが、生まれたての鱗の柔らかさはもうなく、そこには小さいながらもしっかりとした鱗を持っていた。

　だが、それでも感覚が通っているのか、撫でられると気持ちのいい場所があるみたいだ。

「いいなぁ。私も」

「ん、分かった」

「ちょっ!?　いいなって、私も触りたいって意味で撫でられたいって意味じゃないから！」

　思わず空いた手でレスカの頭も撫でたために、怒られた。

　逃にげるように俺の手から離れるレスカに撫で場所を失った手が代わりに寄って来たペロの頭を交こう互ごに撫でる。

「もう、私は、暗竜の雛が他ほかにも食べられそうなもの探してきます」

「私も森の中を彷徨さまよってた時に見つけたものの中から良さそうな食べ物でも探すわ」

　レスカは台所、ヒビキは、無限鞄かばんを持って庭の方に移動する中で、俺とジニー、そしてペロだけで暗竜の雛を見守ることになる。

　しばらく俺に撫でられ続けた暗竜の雛は、俺の服にしがみ付く様に爪を立てて尻尾を腕に巻き付けながら眠るので、動くに動けなかった。

　それは、次に暗竜の雛が空腹で目を覚ます時まで続き、軽く腕が痺しびれたくらいだった。

「さぁ、私とヒビキさんで料理を用意しました。何を食べるか調べましょう」

　暗竜の雛が食べられるものを探すために、暗竜の雛が寝ねている間に料理を用意した。

　竜は、雑食性ということで色んな種類の食べ物を用意しつつ、真しん竜りゆう族の雛がどのような食べ物を好むのか、の育成記録を付けるためにレスカは、紙とペンを用意して観察している。

「さぁ、好きなものを食べていいですよ！」

　レスカが勧すすめる中、暗竜の雛は一つずつ、並べられた料理に鼻先を近づけて、匂においを確かめる。

　そして、興味を無くしたものは食べられないもの、もしくはまだ食べるには早いものとして避よけられ、食べ盛ざかりのジニーとペロが食べたそうにテーブルの料理を凝ぎよう視ししている。

　最初に食べた卵の殻からも一いつ緒しよに置いてあるが、そちらは食べられるはずだが食べる気配はなく、半分以上の殻が残っている。

「この中には無いんでしょうか？　生肉や焼き肉、魚とか野菜炒いためはダメなんでしょうか」

「無さそうだね、レスカ姉ちゃん、でも、これ美お味いしいよ」

　レスカは、育成記録を付け、ジニーが暗竜の雛の興味を無くした料理に手を付け、ペロに分ける。

　ペロは、茹ゆでられたソーセージをそれぞれの頭で美味しそうに咥えて食べている。

『キュゥ～』

「どれもまだダメか」

　一通りの料理を見て回った暗竜の雛は、落胆の様子が見える。

　食べたいけど、まだ体が受け付けないと言った感じの様子の暗竜の雛の頭を優やさしく撫でる。

　ただ、果くだ物ものやミルクを使った料理は気になるようで匂いを何度も嗅かいでいた。

「果物と牛乳ですか。調理済みの奴やつはダメそうですからそのままのものを用意してみますね」

　レスカは、そう言って新たな取り皿にリスティーブルのミルクを注ぐ。

　それには、暗竜の雛も嬉き々きとして反応し、ミルクを飲もうと頭を下げるが、生まれたばかりで頭が重いのか、暗竜の雛は顔からミルク入りの取り皿に突とつ撃げきして、取り皿をひっくり返してしまう。

　そのために黒い鱗うろこが牛乳の白に染まり、慌あわてて俺が抱だき上げ、レスカがミルクに濡ぬれた暗竜の雛の体を拭ふいていく。

「どうやって食べさせましょうか？」

「大変だな。暗竜の子どもを育てるのって」

　皿のミルクを零こぼしてしまったことが悲しいのかピィピィと甲かん高だかい声で鳴く暗竜の雛をあやす俺とレスカ。

　そんな俺たちを見て、半目で見てくるヒビキは、思わぬ言葉を俺とレスカに投げかけてくる。

「なんか、コータスとレスカちゃんのそんな姿を見てるとまるで子守りをする夫ふう婦ふなのよね」

「えっ、あ、わ、私とコータスさんがふ、夫婦!?」

　言われたレスカは、顔を真っ赤にして驚おどろき、俺と暗竜の雛を交互に見る。

「こ、これはそんなつもりじゃなかったからな！」

「分かったから、とりあえず落ち着こう」

　俺は、そう言ってレスカを落ち着かせるが、互たがいに変に意識してしまい気き恥はずかしさを感じる。

　そんな俺たちを見かねて正気に戻もどしたのは──ペロだった。

『『グルルルッ、ワンワン』』

　双そう頭とうの頭が咆ほえ、暗竜の雛を預けろと言うように俺の服の端はしを引くので、身を掲かかげて差し出せば、ミルクに塗まみれた体を一いつ生しよう懸けん命めい舐なめていく。

　それがくすぐったいのか、楽しい気持ちにさせるのか、キュイキュイと嬉しそうな鳴き声を上げて機き嫌げんを直す暗竜の雛。

　そして、今度は、ペロは暗竜の雛を背中に乗せて、食堂を飛び出し、建物の外に駆かけていく。

「おい、何ど処こに行くんだ！」

「コータスさん、追いましょう！」

　俺たちは、暗竜の雛を背中に乗せたペロの後を追う。

　背中に乗せてもらい走るのが楽しいのか、楽しそうな鳴き声が聞こえる中で、ペロが向かった先は、牧場の牛舎であった。

　近づいてくるペロの存在を感じ取ったのか、牛舎の中からリスティーブルがのっそりと姿を現す。

『『ワンワン！』』

『キュイ？』

『ヴモ～』

　何かを訴うつたえるように咆えるペロとリスティーブルを見上げて首を傾かしげる暗竜の雛。そして、溜ため息いきのような鳴き声を上げるリスティーブル。

　そして、リスティーブルの体の下にペロが潜もぐり込み、ちょうど背中に乗せた暗竜の雛が飲みやすい位置にあるリスティーブルの乳ち房ぶさを咥えさせて、直接ミルクを飲ませ始める。

「ああ、暗竜の雛がミルクを飲んでる」

「ああいう風に飲ませるのもいいんですね。けど……」

　追いついた俺とレスカが協力して暗あん竜りゆうの雛にミルクを与あたえるペロとリスティーブルの様子を見て、魔ま物ものたちの方がしっかりしているように思う。

　しばらくして、リスティーブルのミルクを飲み終えた暗竜の雛は、お腹なかをポッコリを膨ふくらませて眠ねむたそうにしている。

　口には、ミルクが付いており、零れたミルクが背中に乗せていたペロの体にも落ちているのをレスカが綺き麗れいに拭き取り、暗竜の雛を抱き抱かかえる。

「最初は、真綿に浸ひたして少しずつミルクに慣れさせたら、ミルク粥かゆや磨すり下ろした果物、次にお肉とかでしょうか」

　そうして、背中を軽くポンポンと叩たたくと、ケフッと可愛かわいらしいげっぷを出す暗竜の雛に俺たちは、自然と目元を細めて微笑ほほえみを浮うかべる。

　暗竜の雛が卵から孵かえり、どうなることかと思ったが、これなら少しは面めん倒どうを見れそうだと思った。










　　　六章　左さ遷せん騎き士しと竜りゆうの試練







　暗竜の雛が孵ふ化かしてから三日が経たったが、その間にも色々なことがあった。

　牧場町に暗竜の雛が孵ったことが広がって、大勢の人がその姿を見ようとレスカの牧場に押し寄せる。

　その騒さわがしさに苛いら立だったリスティーブルが駆け出し、見物人たちが蹴け散ちらされそうになって、逃げ帰ったり、落ち着けるために俺が前面に立って受け止めたりした。

　また、暗竜の雛を一人で寝かせるわけにはいかないので、レスカとペロが暗竜の雛と一緒に寝ることになることに決まった。

　昼間は、俺の後頭部にしがみ付く様にしてくっ付き、牧場や畑仕事、騎士としての町中の巡じゆん回かいなどをするようになり、今まで以上に別の意味で目立つようになった。

　暗竜の雛の食事は、一日五回。そのうちの三回は、リスティーブルから直接貰もらい、残り二回はミルク粥のようなトロッとしたものを少しずつ食べさせて食事の訓練をさせる。

　そして、王宮への連れん絡らくを伝えに町に出たバルドルだが、まだ戻ってこない。一度、手紙が届き、長引きそうであることが伝えられたので、とりあえず心配はないらしい。

　そして、もはや恒こう例れいとなりつつある俺、レスカ、ジニー、ヒビキの四人での食事で互いの予定を話し合う。

「それじゃあ、今日は何か仕事はあるか？」

「今日はありませんけど、そうですねぇ。少し平原まで足を延ばしませんか？　リスティーブルの散歩のついでにサンドイッチでも持って野草摘つみでもしましょうか」

「あたしは、祖ば母あちゃんに薬作りを習うから参加できない」

「私は、受け取った革かわ細工を三日後までに魔ま道具に仕上げないと……」

　なら、平原まで出かけるのは、俺とレスカの二人だけになる。

　ここ数日、暗竜の雛ひな関連でドタバタしていたために、少しゆったりと平原で過ごすのも悪くないかもしれない。

　それに暗竜の雛も俺に付いて回るだけの行動範はん囲いではいけないと思い、頷うなずく。

「私は、サンドイッチを作っておきますね。それならヒビキさん一人でも食べられますよね」

「分かった。なら、俺は、ジニーを送り届けてくる」

「なら、お姉さんは、一人内職でも励はげみましょうかね」

　朝食を食べ終えた俺は、ジニーを祖母であるリア婆ばあさんの薬屋まで送り届けた後に、レスカの牧場に戻って来る。

　牧場に戻って来るとレスカが既すでに、お昼のサンドイッチをバスケットに詰つめていた。

　ヒビキ用のサンドイッチはお皿に盛られ、汚よごれないように清潔な布を被かぶせられ、横にメモ書きを残して、ペロと暗竜の雛と一緒に待っていた。

「コータスさん、お帰りなさい」

「ああ、それじゃあ行こうか」

「はい、行きましょう」

　嬉うれしそうに笑みを浮かべるレスカと俺は、放牧しているリスティーブルを加えて町の外の平原に出る。

　そこでリスティーブルを離はなして平原の草を食べさせ、ペロは、背中に暗竜の雛を乗せて落ちない速度で平原を駆けている。

「穏おだやかだな」

「穏やかですね」

　互いにその一言を口にして、沈ちん黙もくが広がる。

　だが、決して気まずい訳ではなく居い心地ごこちのいい雰ふん囲い気きなのだ。

　そして、ふとした気の緩ゆるみが一気に眠ねむ気けとして襲おそってくる。

「ふわっ～」

「コータスさん、眠いんですか？」

「人間本来の生理的な物を止めるのは、難しいな」

　俺は、そう呟つぶやき、再びもう一度欠伸あくびをする。

　十分に睡すい眠みんを取っているが、天気が良くて心地のいい風が吹ふく平原で微睡まどろみたくなる。

「あの、コータスさん。寝ねちゃってもいいですよ」

「いいのか？」

「最近、働き詰づめでしたし、暗竜の雛のことで気を張っていたでしょう。ですから今だけは、私やペロに任せて休みませんか？」

「分かった。それなら少しだけ眠らせてもらう。何かあったら起こしてくれ」

　俺はそう言って、平原の上に敷しかれた敷しき物ものの上で胡坐あぐらを搔かいて腕うでを組む。

「ちょ、ちょっとコータスさん！　その寝方って！」

「ああ、何かあった時、すぐに起き上がることができて、それでいて眠ることもできる」

「そんな寝方じゃちっとも休まりませんよ！　ほら！」

　そう言って、俺の肩かたを摑つかんでそのまま横に体を倒たおすレスカ。

　レスカにされるがまま倒された俺は、敷物ではなく柔やわらかくて人ひと肌はだほどの温かさの場所に寝かされる。

「こ、ここなら寝れますよね！」

「レスカの緊きん張ちようが伝わって寝れそうにない」

　俺が横に倒されて寝かされたのは、レスカの太ふと腿ももの上──所謂いわゆる、膝ひざ枕まくらという体勢だ。

　確かに横になっているために背筋や首に掛かかる負担に比べれば、平気であるが、レスカの緊張が伝わって逆に気になる。

「やっぱり、起きて寝よう」

「いやいや、コータスさんは、このまま休みましょう！」

「だけど、何か眠気が跳とんだ」

「そんなはずはありません！　寝れます！」

　変な押し問答の結果、再び沈黙が訪おとずれるが、今度は変な空気になり、互いに黙だまる。

　されるがままの俺が黙って目を瞑つぶると、レスカが緊張した手付きで俺の頭を撫なで始める。

　それが境となり、俺の体からふっと緊張が抜ぬけ、それがレスカにも伝わったのかレスカの緊張も解ほぐれる。

　緩やかに穏やかさが戻って来る中で、眠気も戻って来た俺は、そのままレスカの膝の上で眠る。

　そして、次に目が覚めたのは、お昼ひる頃ごろだった。

　ふと俺の顔に影かげが差し、目が覚める。

「レ、レスカ……」

　俺の頭を膝に乗せたレスカも頭が前後に揺ゆれており、自然と互たがいの顔が近くにある。

「……あ、すみません。私も寝ちゃってました」

　恥はずかしそうにはにかむレスカの膝から頭を起こして互いに向き合う。

「すまない」

「何を謝るんですか。それよりコータスさんはちゃんと休めましたか？」

「ああ、一応眠れた」

「それは良かったです。それじゃあそろそろお昼でも食べましょうか」

　ほわっとした笑えみを浮かべ、サンドイッチの入ったバスケットに手を伸のばそうとして表情が固まる。

「……レスカ？」

　その不可解な動きに怪け訝げんそうに尋たずねると、レスカはぎこちない笑みを俺の方に向けてくる。

「その……足が痺しびれました。ちょっと、待ってください」

「なんか、すまん」

　俺は、再び謝るが、やっぱりレスカは微笑み、気にしてない事を伝えてくる。

「その、足の痺れが治るまでの間に、ペロと暗竜の雛を呼んで来てください」

「分かった。少し落ち着く時間が必要だな」

　落ち込んでいるレスカとは少し時間を空ける必要があるように感じ、平原に敷いた敷物の上から立ち上がり、ペロと暗竜の雛を探し始める。

　ペロと暗竜の雛の姿は、すぐに見つかった。

　平原に寝そべるリスティーブルとペロに寄り掛かるように眠る暗竜の雛。

「さて、起きてるか？」

　俺の声にオルトロスの双そう頭とうの右頭がピクッと反応し、遅おくれて左の頭も目を覚まし立ち上がる。

　暗竜の雛は、まだ眠そうにしており、その体を俺が拾い上げて抱える。

「お前も来るか？」

　俺がリスティーブルに尋ねれば、仕方がないと言った風に長い息を吐はき出し、立ち上がって付いて来る。

　俺は、三匹びきを連れてレスカの元に戻もどれば、足の痺れは治ったがほんの少し顔を赤くしてレスカがサンドイッチを広げて待っていた。

「コータスさん、準備できてますよ」

「ありがとう、いただこう」

　俺は、レスカからお絞しぼりを受け取り、両手を綺き麗れいにしてからサンドイッチを頰ほお張ばる。

　前にも食べた組み合わせの具材だが、何度食べても飽あきることはない。

　レスカは、ペロにお肉を渡わたし、暗あん竜りゆうの雛はリスティーブルから直接ミルクを貰っている。

　そんな光景を見ながら、のんびりと昼ごはんを終え、俺は暗竜の雛を背中に乗せ、食べられる野草を探していた。

「わぁ、こっちはお浸ひたし。こっちは、汁しる物ものに入れてもいいですね」

「一応、これも食用だったな」

　俺は、冒ぼう険けん者だった義父やその仲間たちから食べられる野草の見分け方などを学んでいるが、流石さすが野草探しに慣れているレスカは、俺の倍以上の速さで集めていく。

「……おっ、四つ葉のクローバーが生えてる」

　野草を探す途と中ちゆうで、四つ葉のクローバーを見つけ、それを摘み取り、くるくると手元で弄いじるとレスカが手元を覗のぞき込んでくる。

「本当ですね。四つ葉のクローバーは幸せの象しよう徴ちようですよ。見つけられて良かったですね」

　そう言ってレスカは微笑ほほえむ。

　そして、クローバーで遊んでもらっていると思ったのか、キュイキュイと俺の頭にしがみ付き、嬉しそうな声を上げる暗竜の雛の様子を見て、レスカは、小さく笑う。

「コータスさんは、四つ葉のクローバーがどうやって生まれるか知っていますか？」

　レスカに問われて、俺は首を横に振ふる。

　自然の中で偶ぐう然ぜん見つけることのできる幸せの象徴くらいしか知らない。

「踏ふまれたり、栄養が多すぎたり、日ひ陰かげだったりすると簡単に四つ葉のクローバーが生まれるんです」

「そうなのか。でも、なんでなんだ？」

「クローバーは、問題が起こった時、養分を確保するため──植物ですから沢たく山さんの太陽の光を浴びれるように葉っぱを増やそうと変化するらしいんですよ。それを突とつ然ぜん変へん異いって言いますね」

「突然変異か」

　魔ま物ものでも時折異常に強い個体が現れたりするために、突然変異という言葉に良い印象は覚えない。

　だが、こんな身近な植物にも突然変異という言葉が使われるとなんだか不思議な感じがする。

「それと余談ですけど、魔物牧場で使われる飼料の【荒こう野やのクローバー】は、魔草の一種で一日で元通りになるほどの再生力があるので突然変異する要素がないんです。だから、絶対に四つ葉のクローバーは、生まれないんですよ」

　そう言って、魔物牧場のうんちくを披ひ露ろうするレスカに安心感のような物を覚え、自然と頰が緩む。

「そうか、だが俺が持ってても使い道がないからな。レスカ、貰もらってくれないか？」

　俺が差し出した小さな四つ葉のクローバーをそっと受け取るレスカは、はにかんだ笑みを浮うかべる。

「ありがとうございます。なら、厚紙に挟はさんで栞しおりにしましょうか。それなら何い時つまでも残しておけますから」

　そう言って、ハンカチに大事そうに包み、仕し舞まい込む。

　本当なら、女性に植物をプレゼントするなら、綺麗な花の方が良いのかもしれないが、素そ朴ぼくな四つ葉のクローバーに喜んでくれるレスカに心が温まる。

　集める野草の量は、ちょっと少なかったが、あまり長居する訳にもいかず、そろそろ帰ろうか、と考えている時──俺たちの頭上に大きな影が差し込む。

「なんだ、雲か……っ!?」

　見上げた先にいたのは、翼つばさを羽ばたかせその場に留とどまる巨きよ大だいな竜。

　真しん紅くの鱗うろこを全身に纏まとい、頭部に生える片方の角がない竜だ。

　その竜は、頭上を通り過ぎる際に、こちらを細長い瞳どう孔こうの瞳ひとみで一いち瞥べつすると旋せん回かいして俺たちの前に降りてくる。

　巨きよ体たいに似合わず、柔らかな着地をする一方、俺たちに向けて大口を開き──

『ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯＯ──』

　真紅の竜が咆ほう哮こうを上げ、その風圧が平原の下草を波打ち駆かけ抜ける。




　　　●




　レスカは、真紅の竜の咆哮を受けて腰こしを抜かし、俺はレスカを支えるように腰に手を回す。

　真紅の竜の咆哮により、リスティーブルは怯おびえ後あと退じさり、ペロは尻尾しつぽを抱かかえるようにして縮こまる。
















　そんな中、暗竜の雛ひなだけは、しがみ付いた俺の頭から身を乗り出すようにして、目の前の真紅の巨竜に顔を向ける。

『迎むかえに来たぞ、暗竜の幼子よ』

　頭に直接響ひびく声は、低い男性の声でこちらに語り掛けてくる。

『まさか生まれているとはな。早く連れて帰るか。だが、その前に腹ごなしをするか』

　目の前の紅くれないの真竜は、おもむろに右手を上げる。

　その右手には、鋭するどい爪つめが生えており、人間など軽く引き裂さき、貫つらぬくことができそうな爪に唾つばを飲む。

　そして、その振り下ろされようとする先には──

「あっ、ダメ！」

　レスカのか細いながらもしっかりとした声が俺の耳に届く。

　暗竜の雛をレスカに預けて、レスカを敷しき物ものの上に座らせて駆け出す。

　ゆっくりと振り下ろされる真竜の爪とその爪の向けられたリスティーブルの間に入り込む。

「…………」

『なぜ止める人間。貴様も食べてしまうぞ』

「……悪いが、こいつはこの町の人間の大事な財産で家族だ。食べさせるわけにはいかない」

　最強生物である真竜の前に無防備に両りよう腕うでを広げて立っていることで、口の中が緊きん張ちようから渇かわく。

　だが、レスカの悲しむ顔を見たくないために、俺は譲ゆずれない。

『ふん、それは人間の道理であろう。我ら真竜には関係ない』

　そうして、警告とも取れる一言と共に、今度は俺ごと引き裂こうと爪を振り下ろそうとするが──

『キュイキュイ！　キュイ！』

『む、止やめろと言うのか。暗竜の幼子よ。なに？　その男が貴様の親だと？』

　俺を援えん護ごするようにレスカの腕の中で鳴く暗竜の雛に目を向ける。

　同族同士でなら意い思し疎そ通つうができるかもしれない、そんな淡あわい期待を抱いだきながら、俺は紅の真竜と暗竜の雛の様子を見守る。

『キュイキュイ！』

『その家か畜ちくは、お主の姉で乳をくれる存在だから食べるな、だと？　おかしなことを言う。そやつは、竜でもないのだぞ。それを姉などと。それに乳が欲ほしければ、子育て中の真竜の乳を貰えばよかろう』

『キュイキュイ！』

『なに？　こやつの乳でなければ嫌いやだと？　……幼子は真竜の宝。多少の我わが儘ままは聞こうとしよう』

　一いち縷るの望みが繫つながった。紅の真竜の言葉に期待し、次の一言に絶望する。

『ならば、幼子と共にこの家畜を我の巣に連れ帰るとしようか。さぁ、こちらに来るがいい！』

『キュイキュイキュイキュイ！』

　言葉は分からないが、強い拒きよ否ひ感を示す暗竜の雛に紅の真竜がたじろぐ。

『むぅ、何が気に食わぬと言うのだ。貴様の言うように、そこの家畜は殺さずに連れて行くことで妥だ協きようしておるに』

「リスティーブルを連れて行くのは止めてくれ。それに、そんなことをしたらこいつは長生きすることができない」

　リスティーブルは、ストレスを溜ため込むと暴れて発散しようとする性質を持つ魔物だ。

　人間が魔物牧場で伸のび伸びとストレスを溜めないように管理しているが、その管理者が最強生物の真竜に替かわればどうなるか。

　何時、食べられるかもしれない恐きよう怖ふ、真竜の圧あつ倒とう的てきな存在感、合わない環かん境きようや食事など様々な要因でストレスを溜め込み、一度暴れれば、面めん倒どうだと感じた真竜によって引き裂かれるだろう。

　引き裂かれないまでも暴れた結果、自傷してしまう可能性もある。

　その性質を語りながら、懇こん願がんする俺の言葉に耳を傾かたむける紅の真竜。

『死んだらそこまでだろう。弱肉強食の世界を知るいい教材となった。残った血肉は我らが頂こう』

　真竜に全く話が通じず、頭が痛い。

　その間にレスカが少しだけ正気に戻り、逆に真竜に尋たずねる。

「あの……なんで早くに暗竜の雛を迎えに来なかったんですか？」

　レスカの率直な疑問に真竜は、溜ため息いき一つ吐はき出して答える。

『本来ならどこかの里に送られた【暗竜の卵】だが、どこぞの愚おろか者の所せ為いで空間が歪ゆがみこの近くの森に墜おちた。木の大精せい霊れい経由で人間に【暗竜の卵】が保護されたと知ったのだが──』

　なにやら、疲つかれたような雰ふん囲い気きを醸かもし出す紅の真竜。

『事故で墜ちた【暗竜の卵】。本来なら、どこかの里に送られるはずだが、それがこの場所に墜ち、どの里の場所で暗竜の幼子を育て上げるか、揉もめに揉めていた。どの里も【暗竜の卵】を育てることは盟約であり栄えい誉よだからな。だが、議論が長引き、先日、孵ふ化かしたと聞き、一番近くにいた我がこの場に迎えに来た』

　紅の真しん竜りゆうの語る事情に、迎えが遅おそくなった理由は分かった。

　だが、真竜側には、人間の意思が存在しないところを見ると、王国側との繫がりはないようだ。

　王国の動きが分からないのが怖こわいところだ。

『さて、話は済んだな。しばらくの間は、我の住すみ処かで暮らし、その後に火竜の里に移る。さぁ、来るのだ！』

『キュイキュイキュイキュイ！』

　またしても強い否定に、何度も否定されたことで不ふ機き嫌げんになる紅の真竜。

『いい加減にせんと我も怒おこるぞ！』

「この子は、まだ生まれたばかりなんですよ！　怒ど鳴ならないでください！」

　思わずだろうか、強い口調で言い返すレスカは、暗竜の雛を守るように抱だき締しめる。

　まさかレスカに、人間に言い返されるとは思わなかった紅の真竜は、ぽかんと口を開けて、そして、大きな声を笑い出す。

『ははははっ、こいつは愉ゆ快かいだ！　我に言い返す人間など数百年ぶりだぞ！』

「えっ、あの……ごめんなさい」

『気に入ったわ。その家畜と共に連れて帰る。これで暗竜の幼子も寂さびしくないであろうし、その家畜を世話する人間も確保できる』

「ちょっと待て！」

　俺は、さも良いことを思いついたというような真竜を止めるために言い返す。

「今度は、レスカも攫さらって行く気か！　それも止めろ！」

「そ、そうですよ！　困ります！　私にも生活があるんですよ」

　紅の真竜から、面倒だ、という思念が俺たちに届き、こちらを睨にらんでくる。

『我は、ただ暗竜の幼子を連れて行くだけだ。だが、幼子自身が離はなれたがらない。なれば、離れたがらない原因ごと連れて行くしかあるまい』

「なぜそうなる！　暗竜の雛を説得し、納なつ得とくさせろ！　説得に協力する！」

『面倒だ。真竜族は、生まれながらにして強者だ。その考えを変えさせるのは、並なみ大たい抵ていではない。更さらにそれが頑がん固こな幼子だから、ぶつかり合う前に強引な解決を図はかる』

「その矛ほこ先さきを俺たちにするな！」

『貴様らが妥協すればよかろう！』

『キュイキュイ！　キュイ！』

　俺を援護するように鳴く暗竜の雛だが、紅の真竜は、適当にあしらう。

『こちらは妥協案を出した。その家畜は食わぬし、そこの人間も連れて面倒を見させる。これは決定だ』

『キュイ！』

『今のままを欲ほつするか』

　紅の真竜が目を閉じ、僅わずかな間考え込むように黙だまる。

　もしかして、納得してくれたか、と僅かばかりの期待を抱くが──

『そこの小こ僧ぞう！　名はなんという！』

「俺か？　俺は──コータス・リバティンだ」

　閉じていた目を開き、細長い瞳孔を持つ金色の瞳で俺を見つめてくる。

『貴様は、我に意見したな。家畜を殺すな、人間を連れて行くなと。だが、我は真竜。この世の頂点に立つ生物！　それに意見するということは、全すべてを失う覚かく悟ごがあるのだろうな！』

　思念を叩たたき付けると共に牙きばを剝むき、吼ほえ、その風圧で倒たおれそうになる中で、何とか押し留まる。

『これは真竜の試練だ！　貴様の全てを失うか、貴様らの望む全てを得るか！　それとも諦あきらめて生き延びるか！』

　牙を剝き、俺に問うてくる紅の真竜。

「レスカとリスティーブルを連れて行かれるわけにはいかない！　だが、暗竜の雛を引き渡わたしたくない訳ではないし、真竜とも争うつもりはない！」

『戯たわけ！　暗竜の幼子が我と共に行かず、この場に残ることを望んだ！　ならば、幼子を守れる意思を見せろ！　そして、理り不ふ尽じんを払はらい退のける力を示せ！』

　叩き付ける威い圧あつ感かんが一いつ瞬しゆん高まり、上空に向けて、炎ほのおの吐と息いきを吐き出す。

　離れていても伝わる熱気と眩まぶしさに腕で顔を覆おおう。

『一日の猶ゆう予よをやろう。我の炎を搔かい潜くぐり、我に一いち撃げきを入れてみせろ。一撃、たった一撃だ。我の認める一撃を行うことができれば、我は貴様の言い分を受け入れてやろう』

　一方的な物言いと共に飛び立ち、空に真竜の咆ほう哮こうを響かせる。

　再び、飛び立つ紅の真竜の姿に牧場町の方は、慌あわただしくなり、ヒビキが魔ま法ほうを使ったのか、空を飛んで、平原で放心状態の俺たちのところに降りてきた。

「ねぇねぇ！　今のドラゴンよね！　竜よね！　暗竜の雛を迎えに来たの？　って、なんで暗竜の雛が居るの？　それになんでコータスもレスカも顔色悪いの？」

　ヒビキの言葉に、紅くれないの真竜との接せつ触しよくの衝しよう撃げきが大き過ぎてすぐには答えられず、俺たちは、無言で一度牧場に戻もどる。

　牧場に戻り、レスカが落ち着いた頃ころ、牧場にやってきたジニーも話に加わり、平原で起こったことについて話す。

　それに対する反応は──

「なによ、それ！　勝手なこと言って！　あのクソドラゴン、明日あした来た時、撃うち落としてやるわ！」

「あたしの魔法で爆ばく裂れつさせてやる！」

「落ち着け、ヒビキ。それにジニー」

　俺以上に憤いきどおりを覚えたヒビキは、今すぐにでも殴なぐり込みに行きそうな勢いを持っており、レスカに懐なついているジニーも魔法は上手に扱あつかえないが積極的に加勢するつもりらしい。

「落ち着いていられるわけないじゃない！　暗竜の雛ひなは、元々竜に引き渡す予定だけど、レスカちゃんやレスカちゃんの牛も一いつ緒しよに連れていかれるなんて、おかしいじゃない！」

「俺に言うな。俺だって頭が痛いんだから」

　真竜が何を考えてあんなことを言ったのか分からない。

「なら、コータス。あんな竜、ガツンとやっつけちゃいなさいよ！」

「無理ですよ。それにコータスさん、危ないことしないでください。私なら大だい丈じよう夫ぶですよ。リスティーブルと一緒にこの子を育てるだけですから」

『キュイ～』

　力なく微笑ほほえむレスカに俺は、胸が苦しくなる。

「いい訳ないじゃない！　攫われるってことは、今までの人生全部を奪うばわれるようなものなのよ！　これから先、やりたいこと、やってみたいことの可能性が閉とざされる！」

「でも……」

　迷うレスカ。そして、ヒビキの言葉には、強い力が込こめられていた。

　実際に、異世界召しよう喚かんに巻き込まれ元の世界との繫がりを切り離されたヒビキからすれば、他ひ人と事ごとではないのかもしれない。

　その実感の籠こもった叫さけびは、レスカのためか、ヒビキの本音か。

　そして、俺の考えは、最初から決まっていた。

「レスカには、夢があるだろ？」

「私の夢？」

「この牧場を一番の魔物牧場にする夢。そして、調教師として他ほかの調教師の魔物と戦いたい夢。それを叶かなえたいんだろ？」

　俺は、言葉を投げかけながら、落ち着かせるようにレスカの頭を撫なでる。

　すると、堰せきを切ったように瞳ひとみから涙なみだが溢あふれ出し、俺の胸に顔を押し付け、本音を口にする。

「わ、わたし、行きたくない！　この場所でコータスさんやみんなと一緒に！　夢を、夢を叶えたい！」

「任せろ。俺が絶対なんとかする。俺を信じろ」

　そう言って、レスカの本音を聞き出し、落ち着くように抱きしめて背中を撫でる。

　しばらくして、落ち着いてきたが啜すすり泣き、恥はずかしさからか顔を埋うずめたままのレスカを抱きしめ続ければ──

「ぐぬぬぬっ、レスカちゃんにハグするなんて。でもよく言ったわ！　それで策はあるの!?」

「ただ【頑がん健けん】の加護の再生能力によって炎のブレスを突とつ破ぱし、一撃入れる。それだけだ」

「コータス兄ちゃん、それダメそう」

　町から紅の真竜のブレスを見ていたジニーは、そう呟つぶやき、小さく噴ふき出したレスカはやっと笑顔を見せ、顔を上げた。

「コータスさん、本当に大丈夫ですか？」

「まぁ、少し何とかなることを考えるさ」

　俺は、それだけ言って、レスカたちから離れ、借りている自室へと戻る。

　レスカを安心させるように言ったが、実際には、ジニーの言う通り失敗する可能性の方が高い。

　あんな炎を受ければ、常人など容易たやすく消し炭になる。

　そして、身体強化の魔法を使っても耐たい火か性が大きく上がるわけではない。

　だとすると俺が一瞬でも真竜を上回れるのは、超ちよう高こう濃のう度ど魔ま力りよくを体に満たす身体強化の禁術の《マテリアボディ》と半物質化した魔力を纏まとう《デミ・マテリアーム》と名付けた固有魔法だけだ。

「これを組み合わせたらどうなるのか、俺自身も分からないんだよなぁ」

　加護の力のお陰かげで最悪、死ぬことは免まぬかれていたが、もしかしたら次こそ死ぬかもしれない。だが、潔いさぎよく真竜にレスカとリスティーブルを渡すつもりはない。

　そんな折、俺の部屋がノックされた。

「コータス。ちょっといい？」

「ああ、いいぞ」

　俺の許可を得て入室したヒビキは、呆あきれたような困ったような表情を浮うかべている。

「あんたさぁ。愚ぐ直ちよくよね」

「なんだ唐とう突とつに」

「馬ば鹿か正直にあの竜りゆうの要求を吞のんで対決しなくてもいいのに。レスカやリスティーブルを連れて逃にげるとか、他の真竜を探して暗竜の雛を預けるとかね」

「そんな時間はないだろう。やろうと思えば、紅の真竜は、俺たちを探し出すだろうし、下手に動いて暴れられても困る」

「そう、そうね……」

　そう呟いて、腕うでを組んで、壁かべに背を預けたまま目を伏ふせる。

「ごめんなさい。変なこと言って」

「いや、でもあの時は、そこまで考えてなかった」

　紅の真竜が降り立ったとき、レスカとリスティーブル、ペロだけは、牧場町に帰しておくべきだったと後こう悔かいする。

　そして、そんな俺を見て、ヒビキが溜ため息いきを吐はき出し、何かを投げ渡してくる。

「なら、せめてこれくらいは、準備しなさい」

　そう言って投げ渡してきたものは、革かわ製の飾かざり紐ひもである。

　細く裁断した牛革で編んだもののようだが、微かすかに魔力のような物を感じる。

「【賢けん者じや】の加護謹きん製せいの防火のお守りよ。まぁ、どれくらい通用するか分からないけど、無策で竜のブレスに突つっ込むよりはマシでしょ？」

「ああ、感謝する」

「ほんと、男の子って無む謀ぼうが好きよね」

　困ったように笑うヒビキは、もう一つのレスカから預かった伝言を教えてくれる。

「今日の夕飯は、飛び切り豪ごう勢せいにするそうよ。明日、あんたが怪け我がしてもすぐに傷や怪我が治るようにありったけの食べ物を食べていけるようにって」

「ああ、ありがとうって伝えてくれ」

「それくらい、自分で伝えなさい」

　そう言って、ヒラヒラと手を振ふって部屋から出ていくヒビキ。

　俺は、ヒビキから貰もらったお守りをベルトに括くくり付け、目を閉じて紅の真竜と対たい峙じする場面を思い浮かべる。

　どのように一撃を加えるか、相手がブレスを放つ前に一気に距きよ離りを詰つめるか、それとも大回りで動くか、それとも炎を乗り越こえて攻こう撃げきを加えるか。

　たった一撃が果てしなく遠く、正直、できるとは思えない。

　今から体や技わざを鍛きたえたところで真竜には到とう達たつしない。

　だから俺は、意識を内側、より魂たましいに刻まれた加護に向けていく。

『──生き物が種として生き残るために得てきた特とく徴ちようなどの事じゃないでしょうか？　例えば、生存競争の激しい魔物たちが、何世代も掛かけて戦うための牙きばや爪つめ、力強さを獲かく得とくするような進化による強さです』

『──クローバーは、問題が起こった時、養分を確保するため植物ですから沢たく山さんの太陽の光を浴びれるように葉っぱを増やそうと変化するらしいんですよ。それを突とつ然ぜん変へん異いって言いますね』

　レスカの言葉がふと過よぎり、カチリと頭の中で何かが嵌はまる。

「生き残るための生存戦略が全すべて【頑健】の加護に詰め込まれていたのか」

　試ためしに、自身の少ない魔力を高密度に圧縮して、部分的な禁術《マテリアボティ》を再現する。

「痛っ!?」

　それは、右手の指先に集中すれば、耐たえ切れずに全ての指先が裂さけ、小さく血を噴き出す。

　その痛みに顔を顰しかめ、そして【頑健】の加護の回復能力で裂けた傷が塞ふさがり、今度は耐えきれなくなった別の場所が裂ける。

　そうして、体の破は壊かいと再生を繰くり返すと、次し第だいに体の方が禁術に適応していき、傷が塞がるペースが速まり、最後には指先が裂けることはなくなった。

「ふっ！」

　予備の木刀を作るために部屋に置かれた木材に貫ぬき手てを放てば、禁術で強化された指先の跡あとが残る。

「なるほど、【頑健】の加護は、そういう加護だったのか……」

　その瞬しゆん間かん、やっと長い間の疑問である【頑健】の加護の力を知ることができた。

　これで真竜と対峙した時に僅わずかな希望がでてきた。
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　翌日、紅の真竜が指定した時間に、俺は同じ場所の平原に立っていた。

　この場には、レスカたちの他にヒビキとジニーしかおらず、他の町人たちは、町の避ひ難なん所じよに避難している。

　俺は、腰こしに駐ちゆう在ざい所しよに補ほ充じゆうされたばかりの長ちよう剣けんを下げ、ベルトにヒビキから貰った防火のお守りが揺ゆれている。

「来たか」

　俺が見上げれば、頭上を飛ひ翔しようする紅くれないの真竜が俺たちの前に舞まい降りてきた。

『小こ僧ぞう、問おう。貴様の答えを』

「挑いどませてもらうぞ！　全部を奪わせない！」

『ならば真竜の試練として、我に一撃を入れてみることだな！』

　その言葉のやり取りの後、どちらも沈ちん黙もくし、俺はゆるりと長剣を引き抜ぬく。

　そして、大きく息を吸い込む紅の真竜に対して俺は、一気に駆かけ出す。

「はぁ──《マテリアボディ》、《デミ・マテリアーム》！」

　貯蔵された養分を魔力に急速変へん換かんし、体内を超ちよう高こう濃のう度どの魔力で満たし更さらに、両りよう腕うでと両足の部分的な箇か所しよを半物質化した魔力の鎧よろいで覆おおい、両手で構えた剣先まで魔力で覆う。

「はぁぁぁっ!?」

『遅おそいわ！』

　地面を蹴けって駆け出した直後、炎ほのおのブレスが放たれ、俺の体は飲まれてしまう。

　レスカが何かを叫んでいるように聞こえるが、轟ごう々ごうと燃え盛さかる炎が煩うるさくて聞こえない。

　超高濃度の魔力で強化した肉体は、体内から裂け、血を噴き出し、その血が炎に炙あぶられて蒸発し、半物質化した魔力の籠こ手てが軋きしみを上げる。

　体の至るところが火傷やけどと再生を繰り返し、炭化した皮ひ膚ふ表面が剝はげて、その下から新しい皮膚が再び炙られる。

　神経を焼かれる痛みに気が狂くるいそうになるが、【頑健】の加護で耐える。

　それでも少しでも温度の低いところを体が求め、地面に倒たおれ、地面と接している面だけが冷たく感じ、炎のブレスを耐える。

　そして──

『ふん。口ほどにもない。所しよ詮せん、人間は人間だったのだな』

「コータスさん！」

『さぁ、暗竜の幼子よ。その人間と家か畜ちくを連れて帰るぞ』

　既すでに決着を付けたと判断した紅の真竜だが、俺はその場でゆっくりと立ち上がる。

「昨日、今までを振り返って【頑健】の加護を理解することができた」

　体の表面がボロボロと剝がれ落ち、真新しい皮膚が覗のぞく。

　ベルトのヒビキの防火のお守りのお陰か、腰回りの衣服は比ひ較かく的てき無事だが、上半身は裸はだかだ。手に持っていた鉄の剣も溶とけて無くなっている。

　だが、禁術で裂け、炎で焼かれた体は、白い煙けむりを噴きながら、次第に再生していき、立ち上がる俺の姿を見て、紅の真竜は、ぎょっとした目を向ける。

『貴様、何な故ぜ生きていられる！』

「俺には、【頑健】の加護がある」

『何を言っているんだ』

　訝いぶかしげな様子で問い掛けてくる紅の真竜を見上げながら、立ち上がる俺。

「俺の持つ【頑健】の加護は、どうしようもない状じよう況きようを生き延び、乗り越えるために変化を引き起こす加護なんだよ」

　俺の体は、何度かの禁術を繰り返したことで耐えうる強度を獲得した。

　そして、一度目の炎のブレスを生き延び、耐たい熱ねつ性を得た。

『変化を生み出すだと？』

「そう、脅きよう威いに晒さらされて生き延びた人間は、生き延びようとその脅威に適応するための力を得る！　それは時に、生き延びるだけじゃなく打ち勝ち克こく服ふくする力を与あたえる！」

　俺は、両手を前に突き出し、魔力を集中させる。

　相手の体に魔力を叩たたき込む《練れん魔ま》と容量は同じだ。

　一ヶ所に魔力を集中させ、自身の想像力によって、集めた魔力に変化を齎もたらす。

「──はぁぁぁぁっ！」

　想像するのは、失った代わりの剣。真竜に一撃を入れるための武器だ。

　そして半物質化した魔力の籠手に似た半はん透とう明めいな青白い大おお盾たてを摑つかみ取る。

　具現化されたのは、真竜の炎を完全に防ぐための盾だ。

『ならば、もう一度炎で燃やし尽つくしてくれるわ！』

　再び息を吸い込み、炎を吐き出す真竜。

　だが俺は、両腕を前に突き出し、魔力を込こめる。

　青白い具現化された魔力の大盾を中心に障しよう壁へきが発生し、炎を防いでいく。

　体を覆うほどの大盾の隙すきを埋うめるように押し寄せる熱気には、体の各所を覆う半物質化した魔力の籠手が守り、覆いきれない場所は、耐熱性を獲得した俺の体が耐える。

　そして、炎が途と切ぎれるのを待ち、再び真竜を見上げる。

「俺はもう、お前の炎を克服した！　さぁ、諦あきらめろ、真竜！」

　俺は、両手で支えていた大楯の形を変え、半透明な青白い剣を摑み駆け出す。

　竜種は、何度も連続でブレスを吐き出すことはできない。

　俺が炎を耐え、次のブレスが来る前に紅の真竜に一撃を入れる。

『こざかしいわぁ！』

　そんな接近しようとする俺に紅の真竜が咆ほう哮こうし、青白い長剣と赤い爪がぶつかり合う。

　青白い魔力の長剣が削けずれて粒りゆう子しが飛び散り、罅ひびが入る。

　たった一撃、ぶつかり合っただけで真しん竜りゆうの爪の鋭するどさを理解してしまった。

「くっ、それなら──ぐはっ!?」

　真っ正面からでは無理だと弧こを描えがくように側面に回ろうとすれば、尻尾しつぽが横よこ薙なぎに振るわれ、俺は弾はじかれ、正面に押し戻もどされる。

『ふん。我が真竜の巨きよ体たいは、鈍どん重じゆうだと思ったか。貴様ら人間の浅い考えなど、読めておるわ』

　真横から振るわれる尻尾の一撃に咄とつ嗟さに青白い長剣を盾にしたが、罅が大きくなっている。

　青白い長剣を杖つえのようにして立ち上がるが、正面から見上げる紅の真竜は、喉のどの奥に炎を溜ためていた。

『愉ゆ快かいだったぞ、小僧。だが、あの炎が我の本気だとでも思ったか？』

　三度放たれる炎。だが、その色は、今までの赤では無く青──蒼そう炎えんのブレスである。

　咄嗟に、魔力の長剣で切り裂こうとするも押し寄せるブレスに罅の入った魔力の長剣が耐え切れずに砕くだけて消える。

　魔力の大盾を再構成して受け止めるが、すぐさま大盾が軋み、悲鳴を上げ始める。

　押し寄せる熱気は、先さき程ほどまでの比ではなく、獲得した耐熱性を上回り、肉体が焼けていく。

『一夜にして一国を滅ほろぼす炎があの程度だとでも？　貴様の加護が生き残るたびに力を身に付けると言うのなら、生き残ることが叶かなわぬ炎をどうやって耐える！』

　更に吐はき出される蒼炎のブレスに押され、押し返される。

　魔力の大盾の罅から炎が入り込み、俺の体を嘗なめるように触ふれるだけで体が炭化する。

【頑がん健けん】の加護の適応能力を過信し、真竜の力を見誤った。

　絶体絶命に立たされる俺が選んだのは──

「──うぉぉぉぉっ！」

『まだ立ち向かうか！　小僧！』

　俺は、魔力の大盾を構えたままブレスに逆らうように駆け出す。

　動く度たびに揺れる大盾の端はしから押し寄せる蒼炎が体を掠かすめ、黒く炭化しては再生する体を無視し一気に近寄り、跳ちよう躍やくする。

『なん、だと……』

　残った魔力で身体強化を施ほどこし、殴なぐりつけるための腕うでと足に半物質化した籠手で保護と強化の重ね掛けをして紅の真竜に迫せまる。

「認めろ！　俺の力を！」

　俺は、魔力の大盾を振ふり回し、そのまま鈍どん器きとして紅の真竜の頭部に叩き付ける。

　ブレスを止めて、首を避よけようとしたが、自身の頭に生える残った角の根元に大盾が当たり、角が圧へし折れ、空中を回転する。

「──ぐっ!?」

　握にぎっていた魔力の大盾は、青白い破は片へんとなって崩くずれ、空気に溶けていく。

　破れかぶれに近い一撃を終えた俺は、肩かたから地面に落ち、全すべてを出し尽くした反動で仰あお向むけのまま動けない。

　ただ直後に何かがサクッと地面に突つき刺ささる音が聞こえた。

『貴様の力を認めよう。一いつ瞬しゆんでも我の力を凌りよう駕がした』

　地面に倒れた俺に向けられた紅の真竜の宣言に俺の一撃が認められたことを理解する。

　だが、喜びの声を上げたいが上げる力は残っておらず、俺の状態に気が付いたレスカが小さな悲鳴を上げる。

『だが、その体を見て、暗竜の幼子を預ける気にはなれんな』

「コータスさん、コータスさん！」

　朦もう朧ろうとする意識の中で、俺はレスカたちの声を聞いている。

　ヒビキは、治ち癒ゆ魔法でも使おうとしているのか、小さな傷は塞ふさがるが、体の中に蓄たくわえられた養分を絞しぼり尽くした俺は、今は傷を治す力はない。

【頑健】の加護の正体は、脅威を乗り越こえるために自身進化する加護。

　だが、それを支える根底にあるのは、養分。

　それが尽きれば、どのような生き物も死ぬ。

　だからこそ、養分貯蔵の【内包加護】があるが、生き延び、戦うための魔力に変換し、自己崩ほう壊かいと炎のブレスで傷付いた体を癒いやすため使い、もう残っていない。

　ジニーも直接、傷薬を体に掛かけているが、そもそも回復するだけの余力がないために効果は見られない。

『その状態でたとえ生き延びたとしても暗竜の幼子は守れまい』

「なら、お願いです！　コータスさんを助けてください！　竜の血はどのような病や傷をも癒すと聞きます！」

『そのようなことは、約束にはない。それに、その男が死のうが、生きようが我に取ってどうでもいい。むしろ、生物は死ぬことを暗竜の幼子に教えるいい機会だ』

『キュイキュイ！』

　俺の体にしがみ付き、鳴き声を上げる暗竜の雛ひな。

「レスカちゃん、ヤバイよ！　コータスの呼吸がどんどん浅くなってる！」

「なにか、方法が助ける方法があるはずです」

　朦朧とする意識の中でレスカたちの声は聞こえる。

【頑健】の加護で辛かろうじて一命だけは留とどめているが、そう長くは続かないだろう。

『よもや、その暗竜の幼子から血を捻ひねり出すなどと言うことはあるまいな。そのようなことをすれば、我だけではなく、真竜全てが貴様らを滅ぼすぞ』

「あたしたちを見くびるな！　絶対に助ける方法を見つける！」

「絶対に助けます。コータスさんを死なせはしません」

　ジニーが紅の真竜に食ってかかるが、その後に俺を助ける方法を探しているようだが、見つからない。

　次し第だいに意識が遠とお退のき、体の端から徐じよ々じよに冷えていく感覚を覚える。

　今まで何度か、大おお怪け我がや死にそうになった記き憶おくはあるが、本当に死にそうになる感覚を味わうとは思わなかった。

「何か、竜の血以上に再生能力のあるものは……あっ！　ヒビキさん！　無限鞄かばんに預けたトレントフルーツ！」

「分かったわ。ちょっと待って！」

　ヒビキが無限鞄からごそごそとトレントフルーツを取り出したのか、レスカに手て渡わたす。

「コータスさん！　これを食べてください！　食べて怪我を治して！」

　トレントフルーツ。一個食べれば一週間不ふ眠みん不ふ休きゆうで働けるほどの栄養を持つ果くだ物ものだ。

　これ一個食べれば、確かに体を癒すのに必要な栄養を短時間に摂せつ取しゆできるだろう。

　だが、駄だ目めだ。体は硬こう直ちよくして顎あごが開かず、嚙かむ力もでないために食べられない。

「ちょ、レスカ!?」

「レスカ姉ちゃん!?」

　直後、驚おどろいたような声が響ひびくと、なにか柔やわらかいものが唇くちびるに押し付けられる。

　炎ほのおに炙あぶられ、水分の抜ぬけたカサカサの唇が柔らかいものにこじ開けられ、強引に口の中にドロリとした物を流し込まれる。

　そのまま奥に押し込まれた甘いドロリとした物を飲み込み、胃の奥に落としていく。

　直後──カッと体の奥が熱くなり、それに合わせて少しずつ体が癒いえていく。

　大きな傷が塞がり、血が増産され、皮ひ膚ふが新しく生まれ変わり始める。それでも不足する養分を体が強く求め、再び柔らかいものが押し付けられると、そこから流し込まれたことを本能的に感じ取り強く舌が求め、柔らかいものの中からドロリとした物を奪うばい取ると、今回はすぐに離はなれてしまった。

「な、なな、何するんだ！」

「な、何って？」

　目を覚ました俺が見た物は、顔を真っ赤にして潤うるんだ瞳ひとみをこちらに向けるレスカと齧かじり掛けのトレントフルーツ。

　レスカの唇の端には、唾だ液えきが糸を引いており、それを隠かくすように服の袖そでで口元を隠す。

　そして、押し付けられた柔らかい物の正体を理解し、俺もカッと顔が熱くなる。

「ここ、これは、その人命救助！　そう、薬になり得る果物の経口摂取の補助です！」

「そ、その、ごめん。なんか色々すまなかった」

　軽いパニックになっているレスカになんて声を掛けていいのか分からず、互たがいに視線を合わせられない。

　レスカが流し込みやすいように嚙み砕いたトレントフルーツを口移しによって、俺に食べさせ、その後──と考えて顔から火が噴ふきそうに熱くなる。

　そんな俺とレスカの様子を見かねたヒビキが声を掛けてくる。

「はいはい。コータス。何い時つまでそんな姿でいるの」

「コータス兄ちゃん……スケベ」

　ヒビキから受け取ったローブを羽織って肌はだを隠すと、ジニーから白い目を向けられて心が痛い。

「ほら、レスカちゃんも落ち着いて。とりあえず、回復したんなら後は、トレントフルーツを自力で食べられるでしょ？」

　そう言って、レスカの持つ齧り掛けのトレントフルーツを受け渡わたされ、俺はそれを食べ体の中に栄養を行き渡させる。

　だが、その傷の再生速度は、今までと比べ物にならないほど早くなっていた。

「【頑健】の加護の再生能力は更さらに上がっている？」

『貴様の言う【頑健】の加護による変化であろうな。大きな傷と死の淵ふちを体験してそれに適応するために今度は、耐たい熱ねつ性とは別の再生能力が進化したのか』

【頑健】の加護の一いつ端たんを見た気がしたが、どこまで自分は強くなるのか、進化するのか、その先が気になるが、怖こわくもある。

　俺は、最後には人のままでいられるのだろうか……

　だが、その前に──

「紅くれないの真竜……約束は果たしてもらうぞ」

『分かっておる、不ふ遜そんな人間よ。真竜に刃は向むかうなど、何百年ぶりだ。お主を暗竜の幼子の親と認めよう』

「ってちょっと待て！　俺が問題視していたのは、レスカとリスティーブルを連れていくことだ！　流石さすがに、暗竜の雛は、真しん竜りゆう族の里で育てないのか!?」

『お主らの寿じゆ命みようを考えれば、たかだか数十年だろう。その程度は竜の寿命で言えば、ほんの僅わずかな時だ。その時にお主らのような愉快な人間と交わるのもまた経験だ』

　人間の言葉では、留学ともいうのか、とボケたことを言う紅の真竜を半眼で睨にらむ。

　おいおい、そんな考えでいいのか長命種族、と内心ツッコミを入れる。

『それに長い真竜の歴史の中で人間に育てられた竜も存在する。竜を育てし者たちは、真竜たちの出した試練に打ち勝ち、認められた。それは何時しか竜たちの掟おきてにもなった。故ゆえに貴様は、正式な竜の保護者だ』

　俺は、そう宣言され、なんとか目的は達成したようだが疲つかれたような感じがして脱だつ力りよくする。

　そんな俺が無事であることを喜ぶ暗竜の雛は、俺の体に突とつ撃げきしてくる。

『では、貴様と契けい約やくを結ぶとするか。我が名は、アラドだ。改めて、貴様の名を問おう』

「俺の名は、コータス・リバティンだ。──ってアラド？」

　聞き覚えのある名前、この竜を崇あがめる国であるアラド王国の国名と同じ。

　なら、目の前の紅の真竜は、王祖と契約した真竜と言うことになる。

「まさか、王祖と契約した真竜だったのか？」

『懐なつかしいことを言うな。数百年前の話だ。それより契約をする──真竜族火竜・アラドがコータス・リバティンを竜の保護者と認め、暗竜の幼子・チェルナを預ける。これにてアラドとコータスとの間に親と子の契約を結ぶ』

　紅の真竜・アラドは、歌うような咆ほう哮こうを上げ、それが訳された思念が俺たちの頭に響く。

　そして、俺とアラドの体に赤い魔ま力りよくの繫つながりが生まれ、スッとその繫がりが見えなくなる。

『これで我が親。貴様が子の関係となった。親は、コータスの身元を保証し、正式に真竜の間では暗竜の幼子・チェルナを育てることを認められる』

「そうなのか」

『そして貴様は、その魔力の繫がりで我に念話を送ることができ、我は必要に応じて貴様に力を貸す。だが、対価は貰もらうぞ。そうだな、酒さか樽だる五つと大皿の料理が十で手を打とう』

「随ずい分ぶん、即そく物ぶつ的な対価だな。それに今考えただろ」

『ふん。貴様のような小こ僧ぞうに金銀財宝など集たかるほど落ちぶれておらん。それにそう頻ひん繁ぱんに呼ばれたら敵かなわんからな。無理ではないが面めん倒どうな範はん囲いだ』

　暗竜の雛はチェルナと名付けられ、難しい話を嫌いやがったのか、早さつ速そくレスカたちの方に飛んでいき、女の子三人に囲まれて、嬉うれしそうにしている。

「それよりチェルナって、女の子？」

『何をいまさら。可愛かわいらしい女子であろう？』

　竜の表情はよく分からないが、ニヤリと笑ったように見える。

　確かに暗竜の雛は可愛いが、性別まで気が回らなかった。

『ある程度の歳とし。そうだなぁ、あと五十年くらいしたら反はん抗こう期に入る。その時を覚かく悟ごするがいい』

「なんとも気の長い忠告だが、分かった」

　俺は、立ち上がり体の調子を確かめる。

　あり得ないくらいに体の調子がいい。まるで一度生まれ変わったような気分と充じゆう足そく感を覚える。

『なら、我はもう行こう。時折、チェルナの様子を見に来る。それと我の角を折った貴様への褒ほう美びにその角をやろう。さらばだ！』

　そう言って飛び立つ真竜・アラドは、嵐あらしのように去って行った。

　レスカとリスティーブルを守り、ついでに竜の保護者としての役割を貰った俺は、とりあえずの平へい穏おんを得た。



















　　　終章　左さ遷せん騎き士しと竜りゆう騎き士し







　真竜の襲しゆう来らいを乗り越こえ、再びやって来た穏おだやかな朝。

　俺は、愛用の圧縮木刀に魔力を通して重量を増した状態で素す振ぶりを行い、剣けん術じゆつの型を確かめる。

　軽く汗あせを搔かいてタオルで拭ぬぐった後、軒のき下したで精神統一の瞑めい想そうを始める。

（体に魔力を巡めぐらせ、それを効率よく運用できるように魔力の精密操作の精度を高めていく）

　真竜の炎のブレスを乗り越えて起きた身体からだの変化による齟そ齬ごの修正も兼かねたこの鍛たん錬れんも大分、違い和わ感かんが無くなってきた。

「おはようございます。コータスさん」

「おはよ～」

　両りよう腕うででリスティーブルのミルクの入ったバケツを抱かかえるレスカとその隣となりには、暗竜の雛ひなであるチェルナを両腕で抱えながら欠伸あくびをするヒビキが挨あい拶さつをし、オルトロスのペロがこっちを見上げている。

「おはよう。リスティーブルの様子はどうだ？」

「ここ数日、アラドさんとの遭そう遇ぐうで大分精神的に参っているようです。暴れる気力すらないほど。だけど、その気力が回復したらまた突撃すると思うので相手をして頂けたらと思います」

「分かった。その時が来たら相手をしよう」

　リスティーブルのストレス発散は、危険を伴ともなうので、女の子のレスカたちには任せられないために、請うけ負う。

　瞑想の姿勢のまま話をする俺の所に、ヒビキの腕の中にいたチェルナが飛び出し、俺の頭にしがみ付き、定位置に収まる。

「それじゃあ、私は、朝食の準備をしてますね」

「なら、朝食ができるまで少し魔ま法ほう談義して待っているわ」

　レスカとペロが牧場の母おも屋やに入っていくのを見送る俺とヒビキ。

　そして、レスカが見えなくなったところでヒビキが俺に尋たずねてくる。

「ねぇ、コータス？　あんた、魔力が増えた？」

「よく分かったな」

「【賢けん者じや】の加護を貰ったのよ。それくらい分かるわ」

　そんなことも気が付くのか、と【賢者】の加護について感心する。

「とりあえず、コータスの今分かること全部話しなさい」

「全部か。そうだな……【頑がん健けん】の加護については、環かん境きようや脅きよう威いに対する自己適応を促そく進しんする加護というところだな」

「それで、今回得たのが、耐熱性能、再生能力、固有魔法の魔力武器？」

　ああ、と俺は頷うなずくが、何もこれはあの瞬しゆん間かんに全すべてが揃そろっていた訳では無い。

　今までの人生の中で、少しずつ蓄ちく積せきされた経験が一定を越えると起きる適応進化のようなものに感じる。

　最近では、ジニーの魔法の練習で暴発に巻き込まれて少しずつ耐熱性の適応進化の下地はできていた。

　再生能力もＢランクの魔物との一件で命に関かかわる怪け我がや禁術による内側からの身体崩ほう壊かいを得て、回復能力のその先、再生能力まで進化した。

　固有魔法も魔力の籠こ手てである《デミ・マテリアーム》から一歩踏ふみ出し、守りの形から武器の形に変化した。

　ただ、それらの能力を得るのは大きな博打ばくちであり、真竜との対たい峙じの前までどのような能力を得るのかは想像も付かなかった。

　そのことをヒビキに伝えれば、いくつかの疑問点があるようだ。

「私の【賢者の書庫】だと《マテリアボディ》って禁術による肉体の自己崩壊？　を乗り越えたみたいだけど、それって再生速度が追い付いているから？」

「それもあるが、少しだけ体全体が禁術に耐たえ切れる強度を得た。まぁ、まだ完全とは言えないけどな」

　それに……と続けながら、他ほかに変化したことを伝える。

「あと、ヒビキが指し摘てきした通り、魔力が増えた。今なら《オーラ》の上位魔法の《ブレイブエンハンス》も使えるだけの魔力がある」

「魔力が増えたんなら、あの魔法は？　武器生み出すやつ」

「ああ、あれな」

　俺が、自身の魔力を手に集めると、半物質化した魔力武器が次し第だいに形作られる。

「正直言えば、アラドと対峙した時は、蓄たくわえた養分を魔力に変へん換かんして使っていたから本来の魔力から大おお幅はばに底上げしてた。だから、剣や盾たてなんかの形ができた」

《ブレイブエンハンス》の身体強化魔法を使えるだけの魔力が増えたと言っても増えた魔力だけで半物質化した魔力武器を作り出すには、短剣が限界だった。

「そうなのね」

「それに、体から離はなれるほど生み出すのに魔力を多く使うから今だとこれが限界だ」

「なら、あの時、その短剣投げて一発当てれば終わりじゃなかったの？」

「残念だけど……」

　俺は、自身の生み出した魔力の短剣をなにもない方向に投げれば、10メートル離れたところで砂のように先せん端たんから崩くずれて行き、半物質化した魔力武器が空気中に消える。

「俺の魔力の精密操作があるから剣の形に維い持じできるんであって、手離せば、維持できずに消える」

「なら、もっと魔力を増やせば、あの時みたいな一時的な強さじゃなくて本当の強さを手に入れられるの？」

「理論上はできる。だが、魔力なんて滅めつ多たに増えないだろ」

　魔力の保有量は、一いつ般ぱん人は一生を掛かけて緩ゆるやかに増えるが誤差程度と言われている。

　ヒビキのような元々膨ぼう大だいな魔力を保持していたり、魔力のある魔法使いが生しよう涯がいを鍛錬に費ついやした結果、上じよう昇しようすることは可能だが、一般人程度の魔力を精密操作でやりくりしていた俺とでは状じよう況きようが違ちがう。

　俺の場合は、必要に迫せまられたから【頑健】の加護によって魔力の最大保有量が増えたのだろう。

「私の【賢者の書庫】でも魔力を増やす方法は、幾いくつかあるわ」

「そうなのか？」

「一つは、魔力の密度が濃こい場所で生活すること。もう一つが、魔力を含ふくむ食べ物を摂せつ取しゆすることね」

　外界からの魔力摂取は、魔法使いの修しゆ行ぎよう法ほうの一つだ。

　聖域と呼ばれる場所での修行は有名だ。

　そして、もう一つが、魔力を含む食べ物・魔物を喰くらうことで強くなることも冒ぼう険けん者の間では有名だ。

「なら、大量の魔力を求めることによる【頑健】による適応進化とトレントフルーツの影えい響きようか」

　禁術を使うために体内の貯蔵した養分が底を突つくほどに魔力を欲ほつし、使用するために、魔力の保有量が増え、また直後にトレントフルーツという養分や魔力を十分に含んだ魔物由来の食べ物を喰らったために変化した。

　これならＢランク魔物襲しゆう来らい後に進化すればよかったのに、と考える。

　そして、ふと思ったことを口に出す。

「戦った直後に、求める姿に適応進化する──まるで魔物の進化みたいだな」

　自分は人間なのに、まるで魔物みたいに段階ごとに強くなるなんて、と自じ嘲ちよう気味に笑えば、ヒビキに頭を小こ突づかれる。

「あんたは、ちゃんとした人間でしょ！　この程度、人間辞やめたみたいなこと言ったら人間を本当に辞めたような人たちに失礼じゃない」

　俺は、ヒビキの言葉にはっとさせられた。

　確かに、俺の元々の自力など一般人に毛が生えた程度だ。

　それが加護の力で強くなったからと言って英えい雄ゆうや勇者などと言われる正しよう真しん正しよう銘めいの人外相手に失礼だった。

「そうだな。悪かった、変なこと言って」

「別に気にしないわよ。たとえ、あんたが化け物になっても私は態度を変えるつもりはないわよ」

　そう笑え顔がおで言い切るヒビキに、異世界人と言うのは不思議な人が居るものだ、と思う。

　付き合いが浅いのに情が深い。

「コータスさん、ヒビキさん。朝食ができましたから来てください」

「わかった。今、行こう」

「はーい。今行くわ」

　俺たちは、母屋のレスカの声に返事をして朝食の席に着く。

　今日は、ジニーが鍛錬や魔法談義の場に来なかったな、と思いながら、レスカとヒビキの今日の予定を聞いていると、食事の終わり際ぎわにジニーが訪ねてきた。

　それも、町の外に連れん絡らく役として出ていたバルドルを連れてだ。

「コータス、話は聞いている。そして、俺は、この辺境の牧場町の駐ちゆう在ざい騎き士しじゃなくて、王宮の連絡役の先さき触ぶれとしてここにいる」

　酷ひどく疲つかれたような顔のバルドルの姿は、旅装のまま若じやつ干かん汚よごれているように見える。

　まるで、町を出てからずっと働きまわっていたみたいだ。だが、その目は、力強く俺を見み据すえる。

「分かった。話を聞こう」

　俺は、レスカに目でお茶を用意してくれるように頼たのむと、頷き返され、バルドルと対面する。

　俺とバルドルの様子を心配そうに見るレスカとジニー、ヒビキに対して、バルドルはお茶で一息ついてから話し始める。

「まず、コータス、ご苦労だった。そして、なんで真しん竜りゆうの雛の保護者になっちまうかなぁ」

　最初に真っ先に愚ぐ痴ちるバルドル。

「案の定、王宮での対応が荒あれに荒れてたぞ。そしたら、今度は、王祖との契けい約やく竜りゆう・アラドが降り立ち、お前を名指しして竜の保護者にしたことを伝えて、更さらに協議を重ねた」

「……そうか」

「それでお前の扱あつかいとしては、辺境の牧場町から王都への移動。竜りゆう騎き士し団への所属、男だん爵しやく位と竜騎士の称しよう号ごうの授じゆ与よが予定されている」

「…………」

「俺は、その先触れとしてお前の所に来た。迎むかえの騎士団がこの町にやって来る」

　俺は、黙だまりその意味を吟ぎん味みする。

　親父おやじは、一代限りの名めい誉よ貴族で俺は平民扱いだ。そんな俺がいきなり貴族になり、王都に移動、そして、竜騎士になる。

　巷ちまたの人間たちが好みそうなお話だが、竜騎士と言うことは当然、チェルナを連れている必要がある。

　また、幼い暗竜の雛ひなに国のいう竜騎士と同じ役割を割り振ふるかと言うとそうではない。多分、お飾かざりだ。

　政治的な意味合い、王祖竜・アラドとの契約者、その他色々あるだろう。

　そんなことを考えるために目を瞑つぶっている俺たちの横では、ヒビキがバルドルに食ってかかった。

「それ本気で言ってるの！　真竜の次は、王国がここから引き離す気！　なんでコータスがあの竜と戦ったと思っているのよ！」

「…………」

「ちょっと、なんとか言いなさい──『良かったですね、コータスさん』──」

　黙って考えている俺に対して、苛いら立だつヒビキの言葉を遮さえぎるレスカ。

「これで左さ遷せん先の牧場町から王都に戻もどれますよ」

「……そうなるな」

「ちょっと寂さびしくなりますけど、これが本来の形なんですよ。それに国からの命令は逆らえませんよね」

　そう言って困ったように笑うレスカ。

「それじゃあ、私は、リスティーブルの様子を見てきます」

　顔を俯うつむかせて、立ち上がり、外に出ていくレスカ。

　何と声を掛ければ良いのか分からずに、俺は、黙って考えるが、ジニーとヒビキの視線が厳しくなり、次にこの話を持ってきたバルドルが女子の視線に晒さらされる。

「仕方がないだろ。俺は、上の方の命令で動いたんだから」

「……分かったわ。それと、コータスは、さっさとレスカを追いなさい」

　チェルナは、俺たちの話の雰ふん囲い気きを感じ取ったのか不安そうにしているためにジニーの方に避ひ難なんする。

　そして、俺は、レスカを追うために牧場の外に出て探せば、井い戸どの側そばに座ったレスカがリスティーブルとペロに語り掛けていた。

「駄だ目めですよね。私」

『モ～』

『『クゥ～ン』』

「本当は、コータスさんに行ってほしくないって思っちゃいました。前に私がお世話したことや住み込みの家賃、食費とか全部請せい求きゆうして引き留めようとも考えちゃいました。ずるいですよね。私」

　俺は、物もの陰かげに隠かくれて黙ってレスカの独白を聞いている。

「貴族って凄すごいですし、竜騎士の称号もこの国で偉えらい人だって分かります。でも、私は、コータスさんにはそんなものになって欲しくないんです」

『『クゥ～ン』』

　レスカを元気づけるように頰ほおを二つの頭で舐なめるペロ。そして、仕方ない子、と言った感じの溜ため息いきのような鳴き声を上げるリスティーブル。

　そして、ちらりと物陰に隠れる俺と目が合う──『後で覚えていなさい』とでも言うような鋭するどい視線のリスティーブルだが、レスカは気付かない。

「コータスさんは、表情動かないのに分かりやすいですし、変な撫なで癖ぐせがあって困りますけど、真ま面じ目めで私の畜ちく産さん魔ま物ものの話を真しん剣けんに聞いてくれる。私の夢を守ってくれた人なのに、何もお返しできてないです」

　レスカがそんな風に思っていたことに気付き、別に見返りなど求めたわけじゃない。

　騎士として上からの命令に迷っていた俺だが、今はっきりと自分の気持ちが分かった。

　それをレスカに伝えようと一歩踏ふみ出した時──牧場の外から大きなラッパの音が聞こえてきた。




　　　●




　ラッパの音に牧場町の出入りを見張る門近くまで行けば、多くの住人の野次馬が集まっていた。

　そんな中、俺を呼ぶ一人の町人と町の入り口に並ぶ騎兵の姿が確かく認にんできた。

「我らは、アラド王国重装騎士団、第三部隊長のカルロス・エンディゴだ！　コータス・リバティンは居るか！」

　代表として高圧的な態度で声を上げる部隊長は、重装騎士団で見れば、五番目に位の高い騎士だ。

　騎士団長、副団長に次いで、第一から第十部隊長に分かれており、それぞれの部隊長が騎士たちを率いていた。

　俺が配属されたのは、新人たちが集まる第十部隊であったが、その第十部隊長やその時期に入団した同期たちは、貴族派の騎士であり、俺を左遷した元げん凶きようの一人が貴族派は閥ばつの目の前の部隊長だ。

「ふん、何な故ぜ、我らがこんな片かた田舎いなかの獣けもの臭くさい場所に来なければならんのだ！」

「あんたらが来るのは、もう少し後のはずだろ。それにコータスを迎えに来たんだろ？　もう少し静かにしたらどうだ？」

　俺がこの事態を鎮しずめるために前に出ようとするが、その前に駆かけつけたバルドルがやってきた。

「ふん。左遷された能無し騎士の指図など受けぬわ」

　飄ひよう々ひようとした態度で部隊長を諫いさめるバルドルだが、その額に青筋が浮ういており、表情が引き攣つっている。

　そして、視線だけで着き替がえてくるように指示するバルドル。騎士として見苦しくない格好をする必要があり、一度牧場に戻る。

　そして戻ってくると、集まった町人たちが不快を隠さないほどに表情を歪ゆがめ、俺を迎えに来た騎士たちの姿を見る中で、すれ違ちがいでここにやってきたレスカたちを見つける。

「あっ、コータスさん」

「……レスカ」

　レスカは抱だきかかえるチェルナの姿を騎士たちから隠すように立つ町人たちの中におり、俺が戻ってきたことで町人たちが避よけてくれる。

「その……コータスさん、いってらっしゃい」

「ああ、いってくる」

　俺は、自然と手を伸のばし、レスカの頭を撫でてから騎士団の前に出る。

　ジニーやヒビキ、リア婆ばあさんやロシュー、オリバーたちも集まり、俺たちの様子を見ていた。

「アラド王国辺境警備所属のコータス・リバティンだ」

　俺は、軽い敬礼と共に、バルドルと部隊長の男の前に立つと、部隊長の男は鼻を鳴らし、こちらに告げてくる。

「コータス・リバティン。貴様は、これより王都へ向かい、竜騎士団に転属の後、竜騎士と貴族位の授じゆ与よを行う。また、貴様の竜を我らで保護するために引き渡わたしを要求する」

「──拒きよ否ひする」

「はぁ？」

　俺の拒否の言葉に上うわ擦ずった声で返して来る。

　また、背後に控ひかえる部隊の重装騎士たちもざわつく。

「き、貴様！　命令違い反はんだぞ！」

「俺は、既すでにより上位の者から任務を預かり、遂すい行こう中だ。任務の引き継つぎや撤てつ回かいは指示されていない」

「国からの命令以上の命令などあるわけがないだろ！　平民が俺を愚ぐ弄ろうする気か！」

　顔を真っ赤にして激高する部隊長は、腰こしの剣けんに手を掛かける。

　対する俺は、完全に無手だ。

　左遷される前だったら、部隊長は格上のように感じていたのに、今では脅きよう威いに感じないのは、【頑がん健けん】の加護で体や能力が変化したからだろうか。

「貴様！　成り上がりの息子むすこだか何だか知らんが、平民の癖くせに口答えしおって！　どうしても命令が聞けないと言うなら、騎士団からの除名処分をして、貴様の親類縁えん者じやも同様の処分を下すぞ！」

　実際、部隊長クラスの人間には、除名させる権限はない。

　あるとすれば、上への掛け合いを行い面めん倒どうな手続きを行う必要がある。

　それに俺の親類縁者など、養父の家族しかおらず、自由騎士団という元冒ぼう険けん者上がりの者たちで構成された独立部隊の団長であるために、騎士団から除名されても名誉貴族位を返へん却きやくしてまた冒険者に戻るだろう。

　だから、脅おどしにすらならない脅しに対して──

「何度も言わない。引き渡すつもりはないし、ここを離はなれるつもりはない」

　部隊長は俺の言葉に完全に堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたのか、剣を抜ぬいて斬きり掛かって来る。

　それに悲鳴を上げるレスカやジニー、ヒビキたちを含ふくむ町人に、止めようと慌あわてる背後に控えていた重装騎士団の騎士たち。

　そして、俺は──

「ふっ！」

「グハッ！」

　相手の動きに合わせて腕うでに力を籠こめれば、半物質化した魔ま力りよくの籠手と身体強化された右腕で顔面を狙ねらうようにカウンターを放つ。

　体重数百キロで突とつ撃げきしてくるリスティーブルのストレス発散に付き合っていたために、上う手まい具合にカウンターが決まり後ろに吹ふき飛ぶ。

　生身の人間相手の予想外の結果に驚おどろき、目を瞬またたかせる。

「「「カ、カルロス部隊長!?」」」

　驚きの声を上げる周囲の人間が部隊長を介かい抱ほうするが、完全に伸びている。

　そして、俺は内心やってしまった、と思った。

　いくら、所属が違い、相手が剣を抜いたからと言って貴族派閥の騎き士しを伸してしまったのだ。

　これは完全に騎士を止やめさせられる。

　そうなれば、収入が無くなるなぁ、と安いながらも安定収入だけが魅み力りよくだった騎士という仕事への未練がちょっとだけ湧わき上がる。

　その後、部隊長の男は、他ほかの騎士団に介抱されながら牧場町を離れて行った。

　最後に、重装騎士団では珍めずらしい細身の男性が謝るように会え釈しやくしたのを見て、俺は、これも貴族間の駆け引きの一つだったんだろうか、と思う。

「……コータス」

「バルドル。すまん、殴なぐってしまった」

　本来なら、暴力に訴うつたえるようなことはするべきではないのだが、いつかのように俺の背中を力強く叩たたき、ゲラゲラと笑うバルドル。

「コータス、お前最高だ！　あのいけ好かない奴やつをまさか殴り倒たおすとはな！　俺がやる所だったぜ！」

「一応、バルドルは、貴族じゃないのか？」

　バルドル・アハルドという家名を持っており、近この衛え騎士にまでなった男だ。貴族だと思っていたが……

「貴族だけど、六男坊ぼうだ。それに、俺が付いていたのは、第一王子派閥だ。そして、あの部隊長は、貴族派閥。第一王子派は、王太子だから暗あん竜りゆうの雛ひなの状じよう況きようを静観する様子に対して、貴族派は、暗竜の雛を連れ出して貴族派閥の権限を強めようとした」

「それ、先さき触ぶれの時に教えてほしいんだが……」

　バルドルのネタ晴らしに対して、俺はそう答えると、バルドル自身困ったような表情を浮かべる。

「俺は、一度政争で切り捨てられて左さ遷せんされた身だ。だから、どっちの派閥の味方もすることはしないし、できないんだよ」

　そういうバルドルに対して、貴族とは面倒だ、ならなくて良かったと思いながら、それでも貴族騎士を殴った事実は変わらず、多分職を無くした。

　とりあえず、考えるのを止めて、レスカの元に戻もどる。

「……ただいま。それと、これから世話になります」

「……はい。これからよろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げるのでその頭に手を伸ばして撫でるが、レスカは抵てい抗こうせずに受け入れてくれる。

　そんな俺を冷たい目で見るジニーとほっとしたような表情のヒビキ。

「コータス兄ちゃん、町を出て行かないならそれを先に言ってよ」

「悪い。言おうと思ったけど、言える雰ふん囲い気きじゃなかった」

　レスカは苦笑いを浮かべ、ジニーは不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせる。

「それとレスカ。たぶん、無収入になったから牧場の手伝いをさせてほしい」

　俺が頭を下げると、レスカは嬉うれしそうな微笑ほほえみを浮かべている。

「ふふふっ、コータスさん。大だい丈じよう夫ぶですよ、みんなのために頑がん張ばっていることを知っていますし、私これでも意外と蓄たくわえあるんですよ。コータスさんくらい軽く養えます」
















「あたしもポーション作れるから稼かせげるよ」

「私も革かわ細工に魔法を付ふ与よする仕事でお金あるから養う程度は、余よ裕ゆうだけど、ヒモになる？」

「いや、そこは普ふ通つう。猶ゆう予よを与あたえるから働け、定職しろ。とかなる場面じゃないのか？　と言うか、女性が男性に向かって養うとか言ったらダメだろ。俺が悪い男だったらどうする？」

　そう言って、忠告するが、ただ微笑むだけで信用していますよ、と言われてしまう。

　まぁ、騎士団を追い返してしまったのは、問題の先送りでしかないような気がするが、今はこの穏おだやかな牧場町での生活を続けるとしよう。

　そして、その前に俺は、ケジメを付けなければいけないようだ。

『ヴモ～ッ』

「リスティーブル」

　レスカの牧場に戻って来た時、俺を待ち構えていたのは、リスティーブルだ。

　後うしろ脚あしで地面を蹴けって、土が抉えぐれている。何い時つでも突撃できる準備をしていたらしい。

　いつものようにストレス発散に付き合うために両手と両足に《デミ・マテリアーム》を発動させ、待ち構える。

「──来い！」

『ヴモォォォォォッ！』

　咆ほう哮こうのような鳴き声を上げると共に、リスティーブルの体が青白いオーラを噴ふき出し、頭部を中心として全身を覆おおう。

「なっ!?」

　それは、魔法。身体強化の魔法を魔物が使うことに驚き一いつ瞬しゆん、体を硬こう直ちよくさせた直後、リスティーブルが本来の強きよう靭じんな肉体とそれを強化する身体強化魔法により、一瞬にして俺との距きよ離りを詰つめ、勢いある頭ず突つきを叩き込んでくる。

　咄とつ嗟さに受け止めるのではなく、両りよう腕うでを交差するようにして守り、残りの魔力を使って体全身を強化するが容易に吹き飛ばされる。

　それも真横では無く上空に弾はじかれるように錐きり揉もみしながら弾き飛ばされ、地面に落ちる。

【頑健】の加護で体が強化される以前だったら、錐揉みしながら両手足の骨が折れていた可能性があるほどの衝しよう撃げきだった。

「ぐぅ……」

「……すごい」

『モォ～』

　両腕の半物質化した魔力の籠手が壊こわれ、全身が痛みに悲鳴を上げて動けなくなる中、当のリスティーブルは満足したのか、レスカに甘えるように近寄る。

「おー、すごい。魔物も魔法を使うんだ」

「そんな、の、ごく、一部……」

　痛みに呼吸が絶え絶えになりながら、吞のん気きなことを言っているヒビキに対してツッコミを入れるが言葉が続かない。

「でも、どこで身体強化の魔法を覚えたのかしら」

　ヒビキがそんな疑問を口に出す一方、俺の背中を摩さするジニーは、ぽつりと呟つぶやく。

「毎日、あたしたちの魔法の練習を見ていたからそれで覚えたんじゃない？」

「そんなまさか、相手は牛よ。まぁ魔物って知能の高い生き物らしいけど……まさか、ね」

　そんな、俺たちの視線を受けたリスティーブルは、再び見せるように体から青い魔力のオーラを発はつ露ろして見せる。

「すごいです。この子に目を付けていましたけど、魔物との戦いをさせることができます！　ペロと同じように、私の夢のために戦ってくれますか？」

　レスカの夢、調教師として魔物同士の戦いを行いたいという夢。

　一番の魔物牧場を作るという夢と同時では困難な夢に光明が差したようだ。

『モォ～』

　レスカの問い掛かけに答えるように同意するような鳴き声を上げるリスティーブル。

「それじゃあ、ただの畜ちく産さん魔物としては扱あつかえませんね。名前を決めないと、そうですね──ルインなんてどうでしょうか？」

『モォ～』

　嬉しそうに鳴くリスティーブルのルイン。

　オルトロスのペロや暗竜の雛のチェルナのように名前を貰もらえてうれしいようだ。

「それじゃあ、コータスさんには、これからリスティーブルを決けつ闘とう魔物として調教するお手伝いもお願いしましょうか」

「レスカ姉ちゃん、手加減してあげて」

「まぁ、今回のこれはコータスが私たちを心配させた罰ばつってことね」

　そう言って、笑い合うことができる。

　俺もリスティーブルの身体強化の魔法を使った本気の突撃を何度も受けられる気はしないが、【頑がん健けん】の加護の本質の一いつ端たんを知り、更さらなる高みを目指すための鍛たん錬れんになることを感じ、引き受ける。

　色々な問題が残り、色々な心配がある。

　だけど、今日も辺境の牧場町は、穏やかで賑にぎやかな日々が過ぎていく。



















　　　あとがき







　初めましての方、お久しぶりの方、こんにちは。アロハ座長です。

　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＯさん、作品に素敵なイラストを用意して下さった夜ノみつき様、また出版以前からネット上で私の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。

　また、弊へい著ちよに『オンリーセンス・オンライン』シリーズもございますので、そちらの方も手に取っていただけますと幸いです。




　１巻に引き続き、無事２巻も出版することができ、更さらに左さ遷せん騎き士しと牧場娘むすめを中心としたお話を広げることができました。

　牧場ファンタジーとして執しつ筆ぴつしている当作品ですが、魔ま物ものの意識や自我の部分については、大きく悩なやんでおります。

　オルトロスのような自我を持つ魔物は、畜ちく産さん魔ま物ものには向かない反面、仕事上のパートナーの魔物には向いており、コマタンゴのような本能で生きる魔物は、食用、資源、単純労働力に活用されます。

　では、その中間の弱意識の畜産魔物は、どのように反応するだろうか、どうやったら安全に魔物牧場を経営できるのだろうか。

　弱い魔物は、多産多死であるために、群れの全ぜん滅めつ以外には、あまり頓とん着ちやくせず、一定数残る以外は気にしない。

　魔物は、仲間意識はあれど、弔とむらう習性がないので死体は安全に活用することができるなど、そうした習性や精神構造の設定を考えております。

　今後、弱意識の畜産魔物ごとの付き合い方や共生関係などを描えがきつつ、牧場ファンタジーの世界観をより広げることができればと思います。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後に、この本を手に取って頂いた読者の皆みな様さまに、改めて感謝を申し上げます。





二〇一七年九月　アロハ座長










アロハ座長

●あろはざちょう



生態：多分、真面目にコンスタントに専業作家ライフをしている私ですが、このペースが崩れてしまったらどうなってしまうのだろうかと戦々恐々としながらも頑張っております。

雑談：小さい頃、二十代中盤には結婚してたらいいな、という未来を思い描いておりました。現在その年齢になっても嫁は二次元にしかおりません。


















カバー・口絵・本文イラスト／夜ノみつき

カバーデザイン／アフターグロウ










モンスター・ファクトリー２




─左さ遷せん騎き士しと幻まぼろしの真しん竜りゆう族ぞく─








アロハ座ざ長ちよう
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